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　──目覚めて最初に聞こえたのは、時計の針が刻む無む機き質しつな音。

「う……」

　何か、とても嫌いやな夢を見ていた気がする。

　寝ぼけた頭を振りながら、飴あめ井いアリサはゆっくりと、ベッドから半身を起こした。

（私、いつの間にか眠っちゃってたんだ）

　自分の部屋の様子を眺ながめ、ふう、と短く嘆たん息そくする。

　点ついたままの照明、ベッドの脇わきに置かれた通学鞄かばんとテニスのラケットケース、そして壁の時計が示す時刻は午前一時三十分。おまけに自分はまだ、制服を着たままだった。

（部活から帰ってきて、そのまま寝ちゃったなんて……ママがいたら、きっとすごく怒ってただろうな。だらしなくて、みっともないって）

　セーラー服を撫なでながらアリサはそう思い、そして、母親の怒ど鳴なる様を想像して、ぎゅっと身体からだをこわばらせた。アリサの母は、今日は仕事で父ともども家を空けている。それでも母に叱しかられる光景を、条件反射のように思い浮かべてしまった。

「はぁ……」

　──どうしてママがいない時でも、こんな気分になってるんだろう。

　またため息を零こぼして、アリサはベッドから下りた。ベッド脇のシンプルなドレッサーの鏡に、自分の姿が映る。黒髪にヘアバンド、白い肌。いかにもかよわい印象の顔立ち。鏡の中の自分は、今夜も大きな、おどおどした瞳ひとみでこちらを見つめていた。

　──どうして自分は一人になると、こんな顔しかできないんだろう？

（いけない、いけない。陰気な顔は駄だ目め……笑ってなきゃ）

　いつも返事は明るく『はい』、口応えはしないで、親や先生の言うことに従いなさい。友達には優しくしなさい。みっともない真ま似ねはやめなさい。それが我が家の娘です──

　母親の言いつけに従って、アリサは鏡に向かったまま微笑ほほえんでみた。上品で、にこやかな、それでいて十六歳の高校生らしい笑顔。アリサは、自分の笑みが──大嫌いだった。




　アリサの名は、本当は杏あ梨り紗さと書く。亡なきお祖じ父いさんがつけてくれた名前だ。

　けれどもママが『こんな漢字が並んだ名前、暴ぼう走そう族ぞくみたいで馬鹿だと思われる』と嫌がるので、普段はカタカナで名前を書いている。

　通っているのは、中高一貫の進学校。成績は学年で十五番以内くらい。

　部活はテニス部。エースとまではいかないが、レギュラーとしてそこそこやっていけている。それから週に一回、ピアノの教室にも通っている。

　そんなアリサは、先生や友達からは『優しいおっとりキャラ』として扱われている。

　常に微笑み、人に優しく接し、けっして出しゃばらず、嫌な顔一つせずに、なんでも引き受けるようにしているのだから、そう思われるのはむしろ必然だし──もし望んでそう振る舞っているのなら、それは立派な行いだといえる。けれど、自分でもわかっていた。

　杏梨紗という名前には『杏あんずの花と梨なしの花を織おり上げたような、美しく愛される子になるように』という、ちゃんとした意味があることも──

　どんなにテストで頑張っても、『なぜあと三点が取れない』と九十七点の答案をママに投げ捨てられるだけだということも──

　テニスもピアノも辛いだけで、心の奥底ではやめてしまいたいと思っていることも──

　それから、先生や友達に見せている顔は、仮面みたいなものだということも。

（一言で言うなら、『噓うそつき』ってことだよね……私）

　皆に愛されたいから、こうしなければ愛されないと教えられたから、演じ続けている。

　でもだからといって、幸せなんて感じない。逆に罪悪感が募つのるばかりだ。

　おまけに元々厳きびしかった母親は、一年前、アリサが高校に上がった頃からますます厳しくなってきて、ちょっとした不ふ始し末まつでもすぐ叱ってくる。勉強もテニスもピアノも、結局一番にはなれていないから、母に褒ほめてもらったことはない。

　一番身近な人に認めてもらえない環境は、自尊心をすっかり奪うばい去ってしまった。

　残ったものは、下らない噓。

（毎日ママの顔色ばかり窺うかがって、いつでもビクビクするようになって──これから一生、こうやって暮らさないといけないのかな）

　そんなふうに考えが募っていくと、心が悲ひ鳴めいをあげそうになる。

　今は春休み、もうすぐ進級だ。けれど二年生としての生活に、希望など持てそうにない。

（はあ、やだな。どうして今夜は、こんなふうにばっかり考えちゃうんだろう。一人で留守番してるからかな……もう、いくら悩んだって無駄なのに）

　激しく頭を横に振って、無理やり思考を断ち切る。

　それからベッドの傍そばに戻り、マットとベッドの隙すき間まに素早く手をのばした。

　取りだしたのは、一冊の雑誌。そして鞄からＭＰ３プレイヤーを取りだし、ベッドに座り、嫌な想像が脳を駆け巡めぐる前に、急いでイヤホンをつけた。画面をタップすれば、すぐに大音量で、激しいドラムとエレキギターのサウンドが耳を劈つんざく。

「はぁ……」

　今度は安あん堵どの息が漏もれた。洋楽のヘヴィメタルを聴いていると、たとえ歌詞の意味はわからなくても、音の壁に守られているような気持ちになれる。

　それから、雑誌のページをめくった。載のっているのは、色とりどりのロリータ・ファッション。これがアリサの、誰にも言えない、本当の趣味だった。心が荒れ狂った時は、いつもこっそりと、こうやって気持ちを落ちつけている。

（あ……この特集、いいな）

　ボーカルの絶叫を背景に、雑誌を一ページごとにじっくりと眺めながら、静かに己の時間に耽たん溺できする。今月の特集は『不ふ思し議ぎの国のアリス』モチーフのファッションだった。

（このジャンパースカート、可愛い……ヘッドドレスも、レースが細かくて綺き麗れいだし）

　こういうものを眺める時は、素直に、いいなあ、と思える。でもアリサにできるのはせいぜい、それを身に纏まとって街を歩く自分を思い描く程度だった。

　実際に着る？　そんな馬鹿なこと、考えてもいけない。なぜなら──

（……あっ）

　ある写真に、目が留とまる。パンクロリなドレスを纏った女性の腕に抱だかれた、白いウサギのぬいぐるみの写真だ。

（このぬいぐるみ、あの子に似てる──）

　考えた瞬間、脳裏に、嫌な記憶が蘇よみがえる。

　そう、あれは二週間前の日曜日。本屋に寄った帰り道、ふと覗のぞいたお店に売られていて一ひと目め惚ぼれした、あの白ウサギのぬいぐるみに──この写真の子は、とてもよく似ている。

　その日、アリサは胸の高まりのままにぬいぐるみを購入し、ドレッサーの前に座らせた。可か愛わいいし、これくらいならママも許してくれると思っていた。

　けれど、翌日。部活が終わった頃、スマホにママからメッセージが入っていて──

『あのぬいぐるみは何？　みっともない。捨てておくからね』

　その言葉を見た瞬間、背筋が凍こおりついた。取るものもとりあえず、急いで家に帰る。

　けれどもウサギはもうとっくに、ゴミ袋の中だった。

『高校生がぬいぐるみなんて、恥を知りなさい。そんな子は我が家の娘ではありません』

　一生懸命謝って、それでやっと許してもらえた。許してもらえたというのは無論、子どもっぽいものを買った罪に対してであって、子どもっぽいものを持つ権利ではない。

　当然のごとく、ぬいぐるみは翌日、ゴミとして回収されてしまった。

（こんな時──みんななら、どうするのかな）

　以前、友達の一人が、勝手に自分の部屋に入った母親と喧けん嘩かしたと語っていたのを思いだす。彼女の家では、親が自分の部屋に入ったというだけで問題にしていいらしい。

　しかも親と喧嘩したって？　そんなの信じられない。喧嘩というのは、対等な間柄で争う時に使う言葉だ。親子の関係では、あり得ないはずの言葉なのに。

（もしあの時、私もママと『喧嘩』できてたら……）

　いや──もしも自分の趣味を、本音を、ママだけでなく周りのみんなに隠かくさずに伝えられたら、どれだけ楽に生きられるか。

　心穏おだやかな想像に身を委ゆだねそうになって、しかし、途と端たんに現実に揺ゆり戻される。

（そんなの、できるはずがない）

　──だってみんなに拒絶されるから。ありありと光景が浮かぶ。母親の失望の眼まな差ざし。友達の戸と惑まどった表情。そして浴びせられるであろう声も、音楽の壁を突き抜けて聞こえる。

『えっ、飴井さんてそういうのが趣味なの？　なんかキャラじゃないよね』

　キャラじゃない──キャラじゃない？　私らしくないってこと？

（それなら普段の私のほうが、私らしくない私なのに!!）

　感情が爆発しそうになって、叫びだす代わりに、音楽の音量をさらに上げた。それに合わせるように心が波打ちはじめ、雑誌を放りだして、ベッドに仰あお向むけに寝そべる。

　そして──ピッ、という電子的な音と共に、曲の再生を止める。

　するとそれまでとは真ま逆ぎやくの静けさが、周囲を満たした。

　そっと目を閉じる。瞼まぶたの向こうに照明の光を感じるが、それ以外は何も見えず、何も聞こえず、何も感じない。心臓の鼓動も、ゆっくりと鎮しずまっていく。

　激しい曲を急に止め、こうして目を瞑つむって寝ていると、五感が果てたような──自分が死んでしまったような、穏やかな錯覚に浸ひたれる。

（そう、錯覚）

　だから所しよ詮せん、偽りに過ぎない。その事実にアリサは、とっくに気づいていた。

　やがて瞼を開け、再び現実に帰還すれば、時刻はもう午前二時。いくら春休みだからといって、夜よ更ふかしすれば明日の朝、起きられないに違いない。

（もう寝よう──もう一回眠れるか、わからないけれど）

　夕食代わりに、鞄に入れていた携帯栄養食のバーを食べる。そしてお風呂に入るために、二階にあるこの部屋から、一階に下りようと思った。────その時だ。




「アリス」




　誰か、男の人がそう呼ぶ声が聞こえた──気がした。

「えっ？」

　気のせいだろうか？　そう思い、一度疑うたがう。しかし──

「アリス……アリス！」

　──聞き間違いじゃない。声は確かに、何度も聞こえる。凜りんとした、若々しい声だ。

（どこ……窓の外、から？）

　鼓動が激しくなってきたのを感じながら、おずおずと自室の、庭を見下ろせる窓辺に近づいた。少し躊ちゆう躇ちよしつつも鍵を開け、思い切りサッシを開ける。

「アリス！」

　声は、今度はかなりはっきりと、下のほうから聞こえた。誰か捜さがしているのか、それとも酔っ払いだろうかと考えつつ、窓から首を出し、視線を下ろす。そして───

「あっ……！」

　声の主ぬし──まっすぐにこちらを見上げている青年と目が合い、はっと息を吞のむ。

　アリサより五歳ほど年上だろうその青年は、とても涼すずやかで、端たん正せいな容よう貌ぼうである。

　長身をぴったりしたタートルネックとジャケット、スキニーパンツで包んだその姿は、モデルと見み紛まがうほどだ。だが──その髪と瞳の色が、何よりも目を惹ひく。

　月光に僅わずかに照らされた彼の鋭するどく切れ長な目は、血のような真しん紅く。

　そして夜風に揺れる短い髪の色は、前髪の黒い一房以外は、雪にも似た白はく銀ぎん。

　近寄りがたい印象を受けるのは、そんな不思議な風ふう貌ぼうのせいか、それとも、固く結ばれた薄い唇くちびるのせいか。物もの憂うげにすら見える表情で、彼はただ、こちらをじっと見ている。

（私、まだ夢を見てるの……？）

　一瞬、そんなことを考えてしまう。けれども自分の頰に吹きつける風の冷たさが、これが現実であることをはっきりと告げていた。

　信じられない光景に、しばし呆ぼう然ぜんとしてしまうが──やがて、気づく。

　青年が佇たたずんでいるのが、アリサの家の庭、花か壇だんのすぐ隣だということに。

（えぇっ……！　あ、あの人、いつからいたの!?）

　泥どろ棒ぼう、という言葉が頭を過よぎる。今すぐ通報するべきなのだろうか、それとも──

（こ、こういう時って、どうしたらいいんだろう。一階の窓に鍵、ちゃんとかけてたかな）

　混乱しながらも、とりあえず、窓辺から離れなければと思った。

　するとそれを見計らっていたかのように、青年の口元が、おもむろに弧こを描えがく。

　それはどことなく、酷こく薄はくにすら見える笑みだった。

「えっ……？」

　戸惑うアリサをおいて、次いで彼は、羽は織おっているジャケットの内側にゆっくりと手を差し入れた。取り出したのは銀色に煌きらめく、懐かい中ちゆう時計。

　そうして青年は、こちらを見み据すえたままで告げる。

「いけない、いけない。遅刻する、遅刻する」

　先ほどと同じ朗ろう々ろうとした声で、わざと聞かせるように音節ごとに区切って、彼はそう言った。それから静かに、前へと踏みだすように、右足を大きく動かし──消えた。

「ええっ!?」

　いや、違う。落ちたのだ──彼の足元にぽっかりと空いた、人一人が平気で吞み込まれそうなほどの大きさの、穴に。

「そっ、そんな……噓、でしょ……!?」

　思わず身を乗り出し、声をあげてしまう。

　見間違いかと目を擦こすってみるも、その穴は間違いなく、そこにあった。底がどうなっているのかは、よく見えない。庭は何事もなかったように、静せい寂じやくを取り戻している。

（ど、どうしよう……！）

　心臓が、これ以上ないほどにどきどきしている。

（あの男の人、あそこに落ちちゃったの……!?　それにあんな穴、一体いつの間に……）

　──連絡するべきなのは、警察なのか救急車なのか？　ママが帰ってくる前にあの穴を埋うめないと、留守番させていた意味がないと叱られるのではないか──

　思考がとりとめのない方向に行きそうになって、ぶんぶんと首を横に振る。

（お、お、落ち着かなきゃ。とにかく、本当に落っこちちゃったのかどうか確かめないと）

　通報先はそれから決めればいい。階下に降り、懐中電灯を手に、こわごわ庭に出た。

（寒い……コートを着てくればよかった）

　なおも吹きつける夜風に身を震わせながら、おっかなびっくり足を動かし、花壇の傍へと近づく。そうしてやっと、穴の縁ふちに辿たどり着いた。

　少し離れた位置から、恐る恐る、懐中電灯で穴の中を照らしてみるが──照らせる範囲に見えるのは、掘ほられた庭にわ土つちの断面だけ。どうやらこの穴は、かなりの深さだ。周りには、人の気配もない。ということは、本当にあの青年はここに落ちてしまったらしい。

　──泥棒だろうとそうでなかろうと、こんな穴に落ちて無事でいられるはずがない。

（どうしよう、ここから声をかけてみようかな……それとも、やっぱりすぐに通報？）

　逡しゆん巡じゆんしながら、穴の縁に視線を巡らせて──やがて縁ぎりぎりの場所、アリサから見れば穴の反対側の地面に、何か落ちているのを見つけた。

　ライトで照らせば、それは小さく、銀色で、丸いもの。

（あの人が持ってた時計……!?）

　向こうに近づいて拾い上げてみれば、それはやはり、青年の持っていた懐中時計だ。金属製らしくひんやりとしており、閉じられた上うわ蓋ぶたには古めかしい意い匠しようが彫られていた。三日月とウサギのデザインだ。

（月、とウサギ……）

　アリサはふと、青年の姿を思いだす。白銀色の髪に真紅の瞳は、どことなく白ウサギを連想させた。それに、穴に落ちる前に放った言葉──『遅刻する、遅刻する』というのは確か、あのお話に出てくるウサギの台詞せりふとおんなじだ。そう、不思議の国の──

「アリス」

「わっ!?」

　突とつ如じよ、思考を読んだかのようなタイミングで声をかけられ、驚おどろいてしまう。

（いっ、今のは……！）

　──あの男の人の声だ！　しかも、この穴の中から聞こえてきたような気がする。

「えっ、でも、ど、どうして……！」

「おいおい、そんなでかい声出すなよ。近所迷惑だろうが」

　アリサがぎこちなく懐中電灯を向けるのよりも早く、声の主である青年は平然と、若干乱らん暴ぼうな口調で、そう語る。声は、近い場所から聞こえた。というのも──真横だから、暗くてもわかるのだが──彼は穴の中に、ふわりと立つように浮いているのだ。

（何、これ……）

「おっと、ライトはこっちに向けるなよ、アリス。眩まぶしくて目がやられちまうからな」

「あっ、あ、あ、あの、あの」

　暗がりの中から、なおも冷静に声をかけてくる青年に気が動転し、舌が回らない。

（ど、どうなってるの？　この人浮いてる……？　手品？　トリック？）

　思考がとっちらかってしまい、つい自分でもよくわからない言葉を口走る。

「あっ、あの……！　わっ、私の名前はアリサで……アリスじゃ、ないです」

「はあ？」

　青年は、呆あきれたような声をあげた。それから、ふはっ、と小さく笑う。

「自己紹介とは、礼儀正しいこったな。けど残念だが、あんたはアリスだ。俺の姿が見えて──いや、俺の声が聞こえたのならな」

「え……!?」

　──声が聞こえたのなら？　どういう意味だろう？

　ついきょとんとしてしまったアリサに向かって、青年はなおも語りかける。

「ま、説明しても埒らちがあかねえか。なあアリス、いや嬢じようちゃん。悪いけどその時計、俺に返してくれないか」

「あっ」

　はっとして、青年のいる方向と、手のひらの中の時計とを交互に見比べる。
















（え、た、確かに、これはこの人のものだけど……）

「ほれ、早くしてくれよ。それは大事なものなんだ」

　青年は、追つい撃げきするように催さい促そくした。彼の白く大きな手が、こちらに向かってのばされる。

　──冷静に考えれば、別に時計を彼に返す義理などない。すぐにその場を離れるのが、賢明だったはずだ。けれども日々、アリサは誰かの頼み事を断ることなどなかった。そのせいで、ほとんど無意識のうちに、彼の手に銀色の時計を返してしまった。すると──

「えっ!?」

　間かん髪はつを容いれずに、青年の手が、がっしりとこちらの手首を摑つかんだ。

　銀時計はぽろりと手から落ち、穴の中へと吸い込まれるように消えていく。

　しかし青年はそれには一切構わずに、再び乾いた笑いを零こぼしてから、諭さとすように言った。

「悪いねえ、返してくれってのは噓さ。一つ忠告するが、嬢ちゃん、こっから先──生き残りたかったら、お人ひと好よしはやめときな」

「えっ、い、嫌っ……！　離して──」

「それは無理な相談だな」

　言うなり青年はぐいっと身体を動かし、眼前に顔を近づけてきた。

　その顔立ちは、間近で見てもやはり整っていて──けれど、その真っ赤な瞳にはこちらに有無を言わせぬ迫力があって、ただ、震えが止まらない。

（どうしよう、逃げなきゃ……でも、動けない……!!）

　そんなこちらの様子に満足したのか、彼はまたも冷れい酷こくに微笑んだ。そしておもむろに耳元に顔を近づけると、そっと、低い声音で囁ささやく。

「さあ、おいで。俺のアリス」

（え────）

　ぞっとするほど甘やかに響いたその言葉に、一瞬、心臓が高鳴ったのも束つかの間ま。

　思い切り手を引っ張られ、ぐらり、と身体が傾き──

「あ…………きゃあぁあああああっ!?」

　アリサはそのまま、真っ逆さまに落下した。手放してしまった懐中電灯が、庭土にぼとりと落ちた音が聞こえたのと同時に、奇妙な浮ふ遊ゆう感かんが全身を襲おそう。

　内ない臓ぞうが氷になったような冷たい恐怖──どこまでも続く深い闇やみ──

　冷たい風──意志に反して逬ほとばしり続ける自分の悲鳴──

（喉のどが、熱い……叫びすぎで、喉、が……）

　その思考を最後に、意識が、ぷっつりと途絶えた。
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　──薄く開けた瞼の隙間にぼんやりと見えるのは、とても高い、白い天井。

「……っ！」

　跳はね起きたアリサが最初に理解したのは、天てん井じようと同じく真っ白な石造りの床の上に、自分が寝転がっていることだった。

「わっ、わ、私、生きてる……？」

　慌あわてて自分の両手、次いで胴どう体たいに目を向け、ほっと息を吐はく。どこも、なんともなっていない。あんなに深い穴を落ちたのに、無む傷きずでいられるなんて──

（そうだ……ここはどこ!?）

　辺りを見渡せば、ここはどうやら、小さなホールのようだった。十じゆう帖じようほどのがらんとしたスペースを白い壁が囲んでおり、どこにも出入り口はなく、自分以外は誰もいない。

　真上に視線を向けるが、落ちてきたはずの穴もまた、どこにも見えなかった。

　──こんな場所、知らない。

（なんで……？　私、なんでこんなところにいるの!?）

　謎なぞめいた青年に手を引っ張られ、穴に落ちたところまでは覚えている。

　でも家の庭から落ちてきたのなら、どうして自分は今、こんな場所に？

　自分をここに連れてきたあの銀ぎん髪ぱつの青年は、一体どこにいるのだろう。

　誘ゆう拐かいされた、拉ら致ち、という言葉が頭の中を飛び交い、パニックになりそうになる。

（だ、駄目、落ち着かなきゃ……そう、に、逃げなきゃ……！）

　今ここに誰もいないのなら、それはチャンスだ。心の奥底に残っていた勇気を振り絞って、震える足を叱しつ咤たし、なんとか立ち上がろうとすると──

　──ぱんぱかぱんぱんぱーん♪　ファンファーレが、ホール全体に鳴り響いた。

「きゃっ!?」

　突然のその音響に、びくりと動きを止めてしまう。すると続いて、鉄てつ琴きんを滅茶苦茶に叩いているような無む秩ちつ序じよな音と共に、眼前の白い壁に、ぼんやりと何か、模様のようなものが浮かび上がってきた。いや──それは模様ではない。巨大な、銀色の文字だった。

『おめでとう　アリス　君は選ばれた』

　奇き怪かいなレタリングで記されたその文字は、はっきりとそう読めた。

（……ま、またアリス、って……？）

　文字はさらにぐにゃぐにゃと歪ゆがみ、違う文章を形づくる。

『さあ　女王様のクローケを　はじめよう』

（ク、クローケ……？　なんのこと、なの……）

　半ば呆然と文字を見つめるその前で、さらに文字は変化する。

『ルールはかんたん　逃げるだけ　逃げられなければ　君は』

『お　し　ま　い』

　二行目の文字だけが、やけに鮮せん烈れつに、目に飛び込んできた。

（え──）

　浮かんだ文字が消え、ただの白い壁に戻っても、アリサは動けなかった。

（逃げるだけ……逃げられなければおしまい……？）

　おしまいとは、つまり────死を意味するのだろうか。

　そう考えた瞬間、どっと冷たい汗が噴ふきでた。

「そんなっ、まさか……こんなの夢だよ、ただの……夢……」

　うわごとのように呟つぶやいても、その言葉は空くう虚きよに反響するだけだ。まるで、映画か漫まん画がの中の話だ。こんなところに急に閉じ込められて、逃げろと命じられ、逃げられなければ『おしまい』だなんて。──夢に違いない。でなければ、きっと何かの間違いだ。

（嫌だ、こんな夢……早く覚めて……早く覚めて……覚めて！）

　震える身体を抱えて必死にそう願うが、しかし、夢は覚めそうにない。逆に激しい動どう悸きが、吸い込む息の冷たさが、これが現実なのだと無む慈じ悲ひに教えてくる。

（嫌だ、嫌、嫌っ……助けて……誰か助けてよ！）

　──でも、誰も助けてくれない。

　さっき、窓の外を覗かなければ……下におりなければ……あの銀時計を拾わなければ、こんなことにはならなかった。自じ業ごう自じ得とくだ。だから誰も助けてなんてくれない。

　そんな自虐的な思考が、頭を満たす。動かなくては、と頭の片かた隅すみに僅かに残っている冷静な部分が告げる。けれども足が、身体が動かない。

　すると壁のほうで、ばん、という何かがぶつかる音がした。

　恐怖にかられつつも、反射的に音の方向に視線を送ると──

「あの……大丈夫ですか？」

　現れたのは、丸まる眼鏡めがねをかけた見知らぬ青年だった。アリサと同年代なのだろう、制服らしきブレザーを着ている。クラスに一人はいそうな雰囲気の、平凡ながら、人のよさそうな顔立ちの彼は、心配そうにこちらを見つめていた。

　気づけば、壁の一部がドアになっている。さっきの音は、あそこが開いた音だったのだ。

（さっきまでは、ただの壁だったのに……）

「あのっ、お、怯おびえないでください。僕は、その、あなたの味方です」

　敵意がないことを示すように手を振りつつ、おずおずと、彼はこちらに近づいてきた。

「あっ、あ、あなたは……！」

　けほっ、と小さく咳せきをしてから、アリサはおずおずと相手に問といかけた。

「あなたは、だっ、だ、誰ですか？」

「僕ですか？　僕は、えーと……」

　と、そこで相手は一瞬、ためらうような、どこか恥じらうような苦笑を浮かべた後──

「僕は、鳩はとです」

　そう答えた。──鳩？　そういう名字があるのだろうか。そんなことをつい考えてしまうが、それを否定するように、眼鏡の青年は再びぶんぶんと手を振った。

「いえ、違うんです、僕がその、鳩って名字だとか、鳥だとかいう意味ではなくですね」

　えーと、そのー、なんというか、と彼はもごもご言った後、そうだ、と手を叩たたく。

「あの、あなたの首に、ちょっと手をやってみてください」

「首……ですか？」

「はい。そうすれば、きっとおわかりになるかと」

　丁てい寧ねいな口調で、青年、こと『鳩』はそう告げた。彼は、こちらにそれ以上近づくでもなく、数歩離れた位置に立ち止まっている。ひとまず言われるがまま、自分の首に右手で触れてみた。すると、こつん、と何か硬いものが指先に当たる。

「へっ……!?」

　驚き、そのまま首全体に触れてみて、ぞっとした。

　首に、知らぬ間に、何か輪のようなものが嵌はめられている。

「なっ、何……な、なんなんですか、これ!?」

「ああ……」

　戸惑うこちらの様子に、同情したように、鳩は首を振った。

「やっぱり、あなたにも嵌められていたんですね……『銀の檻おり』が」

「銀の……檻？」

「ええ」

　鳩は頷うなずくと、彼自身の首元がよく見えるように、シャツの襟えりをぐいっと引っ張った。

　すると彼の首に、銀色の輪が嵌められているのがよく見えた。驚き、息を吞む。

「も、もしかして、それと同じものが私にも……」

「はい、残念ながら…………あっ、いえ！」

　と、鳩は一歩近づくと、自分の首輪を指さした。

「いえ、完全に同じではないんです。ここを見てください……英語、読めますか？」

「……？」

　先ほどよりはだいぶ落ち着きを取り戻してきたアリサは、立ちあがって彼の指す先に目をやった。よく見れば、銀の輪にはアルファベットが刻きざまれていた。

「ＴＨＥ……ＰＩＧＥＯＮ？」

　ピジョン、つまり、鳩。

「はい。これはつまり、僕の役やく職しよくが鳩だってことなんです。この、女王様のクローケで」

　女王様のクローケ──さっき、目にしたばかりの言葉だ。

　──どういうこと？　もう何度目になるかわからない問いを、ただ心の中で繰くり返す。あまりにも色々なことが起こりすぎて、冷静になれない。しかし鳩は、こちらを元気づけるように微笑むと、自分の胸をぽんと叩いた。

「だっ、大丈夫です！　あの……僕があなたを、必ずお助けしますから！」

「えっ」

「あっ、いえその、急にすみません。すごく心配そうにしてらしたので、つい」

　鳩の青年は、照れたように笑いながら言った。それを聞き、ほっと肩の力が抜ける。

　理解できないことばかり起こっていた中で、久しぶりに親切な人に会えた気がした。

　──もっとも、なぜか胸の奥で、何かがざわめくような感覚があったが。

「あ、ありがとうございます……」

　感謝を込めて礼をすると、鳩もまた、安心した様子で応える。

「いえ、僕こそ、あなたに早く会えてよかった。……あの、この世界にはまだ、来られたばかりなんですよね？」

「え、ええ」

　世界、という言葉に多少面食らいながらもこちらが頷くと、鳩はそれなら、とホールの出入り口を指しながら言う。

「僕が外を案内します。あなたも、これからはプレイヤーとして動かなくてはならないでしょうし……もしかしたら、ここには他の人の目があるかもしれませんから」

　言うなり、率そつ先せんして彼は出口へ向かった。

（……他の人の目があると、よくないことがあるの？）

　微妙な違和感を覚えつつも──

（と、とにかく、ここにいるままだとどうしようもないもの……）

　アリサは勇気を振り絞しぼって、鳩の青年の後ろについて、外に出る。




「わっ……!?　な、なんですか、ここ!?」

「あはは……いきなり見ると、びっくりしますよね」

　白い無機質なホールの外には、思いもよらぬ光景が待ち受けていた。

　まず驚いたのは、太陽が照り、美しい青空が広がっていることだ。

（庭から落っこちてきたはずなのに……やっぱりここは、地下じゃないみたい）

　それにこの風ふう景けい──イギリスの田でん園えん風景のよう、と言えばいいのだろうか。美しい緑の草地がどこまでも広がり、それを取り囲むように木々が生い茂しげっている。空気も新鮮だ。

　しかし、のどかな風景に似つかわしくないオブジェの数々が、この空間をすさまじく奇妙なものにしている。赤やピンクのリボンが木にかけられていたり、小さな宝石をちりばめた金属製の花が、なぜか地面から生えていたり──

（すごく可愛いものばっかりなのに、こんなところにあるのはちょっと怖こわいかも……）

　それに、自分たち以外には人影がまったくない。テーマパークというには悪あく趣しゆ味みだし、現代アートの美術館だとするには、あまりにも広大だ。さっきまでいたホールもまた、振り返って見れば、直方体ののっぺりした変な建物だった。

（ここって少なくとも、日本じゃなさそう、だよね……）

　もしかして、先ほど鳩の青年が言っていた『世界』というのは比ひ喩ゆなどではなく、本当なのだろうか──思い悩むこちらの顔を、青年が覗き込んで問いかける。

「あの……だ、大丈夫ですか？」

「えっ、あ、はい！　大丈夫です！」

　反射的に、いつもの作りあげた微笑みを返した。明るくて朗ほがらかな、女の子らしい笑顔だ。しかし鳩は、それが作られたものだと知らないのだろう、安堵の様子を見せて言う。

「よかった。あ、では、説明しますね。えっと、まず……信じられないかと思いますけど」

　一度そこで言葉を止めてから、おもむろに自分の首の銀の輪を指して、鳩は言った。

「僕もあなたも、ゲームの参加者にされてしまったんです。証拠は、この銀の檻」

　先ほどと同じ言葉を繰り返し、彼は続ける。

「これが嵌められている人間は、ハートの王と女王が決めたルールを守りながら、ゴールを目指さないといけないんです。そうしなければ、殺されてしまう」

「えっ、えっと、その」

　たまらずに、つい口を挟はさんだ。

「ま、待ってください。ゲームって一体……なんで、そんなものが」

「誰がなんの目的でこんなゲームを作ったのかは、僕も知りません」

　鳩は俯うつむいて答えた。

「わかっているのは、この輪がある限り、僕らは元の世界に戻れないこと。そして、ゲームの参加者は『不思議の国のアリス』にちなんだ役職に振り分けられることです」

　そこまで告げて、彼は、今度はまっすぐにこちらを見て言った。

「それで──あなたは、アリスなんです」

「アリス……って、そんな」

　もはや、自分がアリスであると認めなければならないようだ。今は確かめられないが、きっとこちらの銀の檻には、『ＡＬＩＣＥ』と刻まれているのだろう。

「つまり私は、このゲームでアリスの役をやらないといけないん……ですか？」

「はい。アリスとして、あの城を目指さないといけないのです」

　彼の視線の先を追うと、森の向こうに、赤とピンクで彩られた尖せん塔とうが見えた。

「あそこには、ハートの王と女王が住んでいるそうです。どんな人たちなのかはわかりませんが……どうやら彼らが、この銀の檻を外す鍵を持っているようですね」

　そして、と言葉を繫つなぎつつ、彼は自分の胸に手を置いて、告げた。

「僕の『役職』は鳩──あなたを守り、城へと導みちびくのが役目なんです」

　丸眼鏡の奥の目をにっこりと笑みの形にして、忠ちゆう実じつな騎き士しのように、彼は言う。

「あなたの身は、きっと僕が守ります。だからどうか安心して、ついてきてくださいね」

　その笑顔はとても優しくて、人をほっとさせるようなもの、のはずだ。

　──なのに、なぜだろう。アリサは、自分の胸の奥が、また嫌にざわついたのを感じた。

「あ、ありがとう……ございます」

　また作った表情で礼を述べつつも、自分の胸の違和感を拭ぬぐいきれない。

「それでは、ともかく城へ急ぎましょう。このゲームに参加している人間は他に何人かいるようですけど、みんながみんな、僕たちに協力的というわけではないでしょうから」

　そう言って、鳩は率先して近くの林へ向かって歩いていく。正面に広がる明るい草地に比べると、その行く先はずいぶんと、鬱うつ蒼そうとして見える。

「あ、あの、そっちが城への近道なんですか？」

「ええ、そうですよ」

　確信を持った態度で頷くと、鳩は手招きした。

（この人は親切なのに、どうして私は変に、疑うような気持ちになっているんだろう）

　いくら考えても、答えが出ない。

（……私の直感なんて、当てにならないよね。きっと）

　自じ虐ぎやく的な言葉のほうが、自分にとっては確かなもののように感じられる。それにここで鳩と別れたところで、行く宛あてがあるわけでもない。不安感を無理やり打ち消し、鳩の後ろについて歩いた。──うす暗い林の中は、どこまでも細い道が続いている。

（わっ……何、この葉っぱの形）

　道端に生い茂っている草木の葉っぱは、よく見るとすべて黒いスペードの形をしていた。

（ちょっと気持ち悪い……）

　ここが別の世界だというのが、いよいよ本当に感じられる。ふと上空に目を向けると、高い梢こずえが日光を遮さえぎり、まるで緑の天井のようになっていた。

「……どうやら周りには、誰もいないようですね」

　ぽつりと、鳩が言った。

「え？」

「あっ、すみません、聞こえてましたか。なんでもないんです」

　鳩は振り返って、またにこりと笑うと、続けて言った。

「このゲームでは、あなた以外の参加者は、特殊な能力が使えるようになってて」

「の、能力？」

　なんだか漫画のような話だ。鳩はこちらの驚きを汲くむように頷いてから、さらに述べた。

「信じられないと思いますが、でも本当なんです。それでですね、僕の、鳩の能力は、上空から好きな場所を観察できること……千せん里り眼がんなんです」

「こ、このゲームに参加してから、そんな超能力が身についたっていうんですか……？」

　突然そんなことを言われても、どう返していいのか困ってしまう。

「ええ」

　しかし真面目な顔で、鳩は答えた。

「さっき、あなたがやってきたのがわかったのも、その能力のお陰かげだったんです。建物の上空に、白い光が落ちてきて──ルールには、それがアリスが到来した印しるしだとあったので」

「へえ……そ、そうだったんですね」

「はい。いやあ、あなたに早く気づけてよかったです……本当に」

　語尾のほうだけ小声で、彼は語った。横目で、ちらりとこちらを見据えながら──

　その目つきに、また胸の奥がざわついた。──なんでだろう。

　どういうわけか、この不安感はどうしても消し去ることができないようだ。

（……そういえば私は、ゲームのルールとかいうのを全然知らないけれど）

　ひょっとするとそれが、疑念の源みなもとかもしれない。思い切って、鳩に問いかけてみた。

「あの、その、鳩さん。ルールって……もしかして、どこかに書いてあるものなんですか」

「え？」

「わ、私は全然ルールを知らなかったので……あなたは、どこでご存知になったのかと」

「ああ、それはですね」

　鳩は立ち止まって振り返ると、自分の銀の檻をこつこつと叩いた。

「これを着けていると、必要な時に頭の中にルールが流れ込んでくるんです。あ、こんなこと言うと、なんか電波系な感じですけど……でも、本当なんですよ。残念ながら、アリスの檻にはそういった機能もないみたいですが」

「そっ、それでしたら……あの」

　意を決してから、続きを告げた。

「よかったら、そのルールについて、詳しく私に教えてもらえませんか？」

　そう頼んだ、その時だ。──鳩の目から、一瞬、笑みの色が消えた。

　まるで心底「面倒くさい」ものを見たような、嫌けん悪おを剝むきだしにされたような──

（あっ……）

　その瞬間、アリサは自分の抱えていた違和感と不安感の正体を理解した。

（そうか……！　この人の笑顔、噓なんだ！　私と同じで──）

　ふいに想定外の言葉をかけられた時ほど、作り笑いが解けてしまうものだというのは、悲しいくらいよくわかる。自分がいい子を演じている時だって、そうだからだ。

（この人も私とおんなじだ。……『噓つき』なんだ！）

　──自分と同じ匂いを感じたから、心の中がざわついていたんだ。

　その感覚は、鮮烈に胸を貫つらぬいた。衝撃で、数歩後ずさる。

「あ、あの、その。鳩さん」

「えっ……あれ、どうしたんですか」

　また表情をはにかんだような笑顔に戻して、鳩は首を傾かしげる。

「あっ、その、ひょっとして僕、変な顔をしたでしょうか？　すみません。ルールを口で教えるのって、難しいなあって思ったもので」

　──噓だ！　心が激しく叫んだ。もう相手の微笑みを、そのままの意味で捉とらえられない。やはりあの直感は正しかった。疑ぎ心しん暗あん鬼きなどではなかったのだ。

（やっぱりもう、この人と一緒にはいられない……！）

　おろおろと左右を確認する。けれどどこにも道はなく、たとえやみくもに駆けだしたところで、追いつかれればおしまいだ。──脳のう裏りに、銀髪の青年の言葉が蘇る。

『こっから先──生き残りたかったら、お人好しはやめときな』

　危機感と焦しよう燥そう感かんで胸の中がいっぱいになり、吐き気までもよおしてきた。それをなんとかこらえつつ、数歩さらに後ろに下がるが、しかし、鳩もまた数歩、前に踏みでてきた。

「うーん、困ったなあ」

　鳩はにこやかなままで、独り言のように呟く。

「もうちょっと奥まで行ってからやるつもりだったんだけどなあ。何言ってもにこにこしてるし、もっととっつきやすい性格だと思ったんだけど」

　そう言いながら、鳩が大地を思い切り蹴けった──刹せつ那な。

「きゃあっ!!」

　衝撃と共に、アリサは地面に押し倒されていた。

　腹の上に膝を乗せてのしかかられ、声が出ない！

「っ……けほっ……！」

「大人しくしててくれれば、楽に殺してあげようと思ってたのになあ」

　恐ろしい言葉を軽々と語る鳩の顔は、相変わらず穏やかだ。ただその瞳には、どこまでもドス黒い濁った色しか見えない。──普通の人間に、こんな目ができるはずはない。

（この人、まともじゃない……!!）

　そう思うと同時に、目からぽろりと涙が零れた。鳩はそれを満足そうに眺めると、左手でこちらの首を押さえ、右手をブレザーのポケットに突っ込んだが早いか、取り出した。

　眼前に突きつけられたのは──ナイフだ。

「……!!」

「声を出したら刺さす……って、出せやしないかぁ。僕もこんなわけわかんない場所にいきなり来て、最初はどうなるかと思ったけど……こうなったらもう、ちょろいよなあ」

　そう語る鳩は、今度こそ、その内面通りの醜しゆう悪あくなにやけ顔を晒さらす。

「お前ら女は、草食系っぽく振る舞えばすぐ騙だまされるしな。アリスがどうとかゲームがどうとか知らないけど、お前一人殺せば願いが叶うってんなら、簡単な話だ」

　出せない悲鳴が、喉の奥でくぐもって響く。殺す、という言葉を突きつけられ、今さらながらさらに涙が溢あふれでてきた。

　そうだ、ゲームのルールなら、単純な形ではあるが既すでに示されていた。──逃げられなければ、君はおしまい。アリサに必要なのは逃げること、きっとただそれだけだった。理由も目的も不明だが、このゲームでは『アリス』は常に狙ねらわれる立場なのだ。

　鳩の語った、助けるとか守るとか、そんな言葉はすべて噓だった。

（早く会えてよかった、って言っていたのは……私を早く殺したかったからなんだ！）

　後悔の涙は止まらない。だが、鳩の凶きよう行こうは止まる気配などなかった。

「あー、けど、もったいないなあ。肌は綺麗だし、けっこう僕の好みなのに、何もしないで殺さないといけないなんて。ああ、別にいいか。バラしてからやれば」

　頰ほおを伝う涙の痕あとに沿って、鳩はナイフの切っ先をつうっと伝わせた。ほんの一部、浅く斬きられた傷口から、血がじんわりと滲にじみでる。──殺される。虫けらのように殺される。

（私、こんなところで死ぬんだ）

　絶望にも似た静寂が、心を満たしはじめた。

（いいんだ。どうせこれから先、生きてても、何もいいことなんてなさそうだったもの）

　そんな自じ嘲ちようを思い浮かべた。けれども、頭のどこかが、それを激しく否定する。

　生きたい。たとえこれから先に希望なんかなくったって、生きていたかった。

（私、死にたくない）

　──こんな出来事は、前にもあった気がする。現実逃とう避ひするように、ふと思いだした。

　その時は確か、氷の張った沼ぬまで溺おぼれていた。近づくなと言われていたのに、つるつるした氷が面白くて、一人で上に乗って遊んでいたら、氷が割れて──

　その時は誰かが助けに来てくれた。──誰が？

　こちらに向かってのばされた、小さく白い、柔らかい手を思いだす。

『大丈夫だよ、落ち着いて。慌てん坊だなあ、杏梨紗は』

　宥なだめるようにかけられる、優しい声。もう今となっては絶対に聞くことができない声。

（助けて、お兄にい…………）

　記憶の奥底のその存在に、助けを求めた──ちょうど、その時。

「じゃ、死んでよ」

　ナイフが振り下ろされる過か程ていが、スローモーションのようにゆっくりと見える。

（嫌だ──）

　目を見開き、涙を零し、自分の死が訪れる過程を眺めることしかできない。

（嫌だ、誰か助けて、誰か──！）

　──応える者はない。そうして鳩のナイフが、肌を刺し貫く──

　そう、その、ほんの一秒前。

『トッケー！』

「うわっ!?」

　何かの鳴き声が聞こえた直後、鳩が、どういうわけか思い切りのけぞった。

　その両手はアリサから離れ、腹と腕を押さえつけていた膝ひざも、僅かに浮いている。

（い、今だ……！）

　何がなんだかわからなくても、逃げるなら今しかない。素す早ばやく身を鳩から剝はがし、それまでの恐怖で硬直した足をなんとか引きずって、できるだけ距離をとった。

「ぐっ……は、離れろ！」

　鳩はといえば、顔面に貼はりついた何かのせいで前が見えなくなっているらしい。

　ナイフを虚こ空くうに向かってぶんぶん振り回しているが、当然、顔の何かは離れる気配もない。鳩が暴れているので、何がくっついているのか最初は判然としなかったが──

（ト、トカゲ……？）

　そう、トカゲだ。大きさは三十センチくらいで、なぜか小さなハンチング帽ぼうを被かぶっているそれは、動きまわる鳩に振り落とされまいと、懸けん命めいに彼の頭にしがみついている。

（じゃあさっきの鳴き声も、あのトカゲの……？）

　──なんで助けてくれたんだろう？　いや、考えている暇ひまはない、逃げなくては！

　思い至り、なんとか立ち上がろうとして──動きが止まる。

　暴れる鳩のすぐ後ろの茂みが、ガサガサと音を立てたからだ。

「よお、あんたが鳩か。いたぶるのに夢中で俺に気づかないとは、いかにも新入りニユービーらしい無能ぶりだなあ、あ？」

　現れるなり鳩を罵ば倒とうするその人物には、見覚えがある。

　アリサをこの世界に引きずり込んだ元げん凶きようである、あの銀色の髪の青年だ。

（あの人、やっぱりこっちに来てたんだ……）

「っ……!?　だ、誰だ、お前!?」

　一方で鳩は青年を知らないらしく、なおももがきながら誰すい何かの声をあげた。しかし、銀髪はそれに冷笑して答える。

「教えるかよ。俺は冥めい土どの土産みやげってのは嫌いなんだ」

　と──銀髪の視線が、こちらに向いた。

「よう、嬢ちゃん。どうやら無事に釣りだしてくれたようだな。お陰で手間が省はぶけたぜ。鳩こいつの千里眼は厄介だからな」

（に、逃げなきゃ……！）

　喋しやべりながら近づいてくる銀髪から、逃げだしたかったのだが──

「おっと、これ以上あんたを泳がす必要はない。おいビル、今度はこっちだ」

『トッケー！』

「きゃあっ!?」

　銀髪の言葉に従い、それまで鳩に貼りついていたトカゲが、今度はこちらの肩に飛び乗ってきた。重くはないし、嚙かみつかれたわけでもない。でも、目が合うと怖くて動けない。

「逃げようとすんなよ。ビルの牙きばは意外と尖とがってるからな」

　こちらにそんな言葉を投げかけた後、青年は、素早く鳩の首根っこを捕まえた。

　銀髪の顔を初めて拝んだ鳩は、ひっ、と短く悲ひ鳴めいをあげる。

「お、お前は……べっ……別のプレイヤーか」

「じゃなかったら、なんでここにいるんだよ？　聞くべきなのはそこじゃねえだろ、鳩ポッポ。千里眼を持ってるなら、お楽しみの最中もちゃんと使っておくべきだったな」

　鳩よりも、青年のほうが上うわ背ぜいがあり力も強いようだ。そのまま鳩の腕を捻ひねり上げると、銀髪は、彼を地面に叩き伏せて語る。

「だいたいお前、ちゃんとルールを理解してたか？　してねえんだろうなあ。小学校でも先生のお話を聞かねーで、後で隣となりの奴に『何言ってた？』って聞き直してたタイプだろ」

　その真紅の瞳にどこか嗜し虐ぎやく的な色を滲ませて、銀髪は続ける。

「『アリスに殺意を向けるな』ってのは、何よりも優先して守るべきルールなんだが？　ひょっとしてこの嬢ちゃんを殺せば、無罪放ほう免めんになるとか勘違いしちゃってた？　ん？」

「……ぐっ！」

　鳩が、その眼鏡のレンズの奥に心底からの憎ぞう悪おを込めて青年を睨みつける。それは、こちらにまで伝わってくるほどの深さと激しさを伴ともなったものだった。

　にもかかわらず、銀髪は平然としていた。平然と鳩を下か瞰かんし、微笑んでいる。

「そんな顔しても、誰も褒めちゃあくれねえよ。ま、いいか。だってほら、あんた、もうオシマイだ」

「……!?」

（おしまい？）

　青年の言葉に、鳩も、アリサも、疑問を覚えるが──答えは、すぐにもたらされた。

　──ぱんぱかぱんぱんぱーん♪　さっき聞いたばかりに思えるけたたましいファンファーレが、林に響き渡る。それと同時に、またも茂みがガサガサと音を立て──銀髪の青年が、すっと身を屈かがめた。まるで、何かに深々とお辞じ儀ぎをするように。

（何……何が、はじまるの……？）

　事態が吞み込めず、とにかく音の主だけでも確かめようと、アリサは茂みを注ちゆう視しする。

　すると現れたのは、トランプの兵隊だった。

「えっ……!?」

　たまらず、驚きを漏らしてしまう。近づいてきたそれらは、本当に『トランプの兵士』としか形容できない存在だった。アリスに出てくるトランプの兵士からファンシーさを抜き取り、代わりにグロテスクさを植え込んだよう、とでも言うべきだろうか。

　ペラペラの紙のような胴体からは、どういう仕組みなのか筋肉質な腕が露ろ出しゆつしており、顔には血の気がなく、マネキンに似ている。その中の一人は特に異様な風体で、頭を半分黒い布で覆い、普通の人間にはとても扱えそうにない、巨大な剣を握っていた。

（兵士っていうより、処しよ刑けい人にんみたい──）

　知らず知らずのうちに、がたがたと足が震ふるえていた。震えているのは鳩も同じで、彼は、平へい伏ふくしたままの銀髪に代わって、今度はトランプ兵たちに囲まれ、細い槍やりを突きつけられ、押さえつけられている。彼は叫んだ。

「なんなんだこれは……っ！　僕は、これから……どうなるっていうんだ!?」

「どうなるもこうなるもねえよ」

　姿勢を崩さぬまま、銀髪が答えた。

「死ぬんだよ」

（死──!?）

　その言葉のあまりの重みに、アリサが耳を疑う、と。

『女王様ノ、オナリィィー』

　妙に甲高い声で呼ばわった後、トランプ兵の幾いく人にんかが、どこからか取り出したトランペットを高らかに吹き鳴らす。それはまさに、あのファンファーレと同じ音だった。

　そして目の前の空間がたわみ、歪み、そこに出現するのは──

（……何、あれ？）

　輿こしに載せられた、一台のラジカセ。

　つまり、ラジオとカセットテープレコーダーがくっついた家か電でんだ。

（あれが、女王様……？）

　信じられない。しかし、現れたトランプ兵たちが恭うやうやしく担かつぐ輿に乗っているのは、まぎれもなく、前時代的なラジカセだ。アリサだって、あんなものは昔、お祖父さんの家でしか見たことがない。しかも真っ赤な本体にけばけばしいハートマークのシールがそこかしこに貼られているせいで、相当悪趣味な見た目になっている。

　だがどうやらそれは、本当に女王様らしい。すぐにラジカセから、女性の声が響く。

『鳩ッ！』

　それは中年の女性の、ヒステリックな怒りの声だった。聞いた瞬間、なぜだかアリサの胸中に、嫌な、苦いものがいっぱいになる。

『あなた、私の決めた法律ルールに従わなかったわねっ!?　そんなみっともない者は、我が国の国民ではありません！』

「ひいっ!?」

　鳩が悲鳴をあげた。女王の言葉に対してではない。彼の眼前に立つ、例の屈くつ強きような兵士が、その長大な剣を思い切り振り上げたからだ。

『──其そ奴やつの首を刎はねよ！』

　女王が、無慈悲に宣告する。そして──それと同時に、あっさりと。

「あっ……!?」

　アリサの目の前で、鳩の首に処刑人の剣が振り下ろされた。だが血しぶきがあがるよりも早く、処刑された鳩の身体全体が、はらはらと真っ赤な薔ば薇らの花か弁べんに変わっていく。

　それはおよそ現実にはあり得ない、不ぶ気き味みな死刑だった。

　悲鳴をあげる暇もなく、あっさりと、鳩は薔薇の花びらの山になり果ててしまった。

　彼に嵌められていた銀の檻も、瞬時に花弁の一いつ塊かいへと転じ、消える。

「……あ、あ……っ！」

　かちかちと鳴っている音はなんだろう、と思ったら、それは自分の歯が鳴らしている音だった。そうこうしている間に、処刑を終えたトランプの兵が、地面に突き刺さった剣の切っ先をさほど重くもなさそうに構え直し、女王の輿の脇に移動している。

　銀髪の青年はというと、相変わらず平伏の姿勢を保ったままだった。

（……ル、ルールに、従わないとオシマイって、いうのは……）

　頭の中の僅かな理性をかき集め、考える。

（こうやって処刑される、って意味だったんだ……!!）

　これから自分はどうなるんだろう。逃げれば、助かるのだろうか？

　そんな疑問がぐるぐると脳内を駆け巡る中、ふいに、女王様が再び声をあげた。

『──アリスッ！』

「っ!?」

　なぜだろう、この声で鋭く呼ばれると、無条件で許しを乞こうてしまいそうになる。

『あなた、なんて情けない顔をしているの!?　制服も土まみれになっているし、みっともない。次に会う時までに、きちんと整えておきなさい。そんな格好をしている者は、我が国に相応ふさわしくありません』

　──みっともない……我が国に相応しくない……うちの家に相応しくない？

「あっ」

　思わず──声が出た。今の女王様の喋り方で、わかったのだ。

（これ、ママだ）

　そうだ、このラジカセから聞こえるのは、絶対に、アリサのママの声だ。

　いつもアリサを叱る時と同じ口調で、この女王様は喋っている。

『今は見逃してあげるわ。いずれあなたの首を刎ねる時を、楽しみにしているからね!!』

　愕がく然ぜんとするアリサをおいて、女王様は堂々とそう語った。

　そしてトランプの兵たちと共に、瞬時に姿をかき消し、去った──

「…………ママ、なの……？」

　──そんなはずはない。ママがこんなところにいるはずがない。あれはママにそっくりな声、ただそれだけだ。頭ではわかっているが、心がそれを理解しない。

　地面に両膝がつき、動かすことができない。肩のトカゲがどこか心配そうにこちらを見ているが、それに構うこともできない。そのまましばらく、呆然としていると──

「ちっ。今度の女王はガミガミババアかよ。俺、ああいうのは嫌きらいなんだよなあ」

　平伏の姿勢を解いた銀髪の青年が、ぼやきながらつかつかとやってくる。彼は通り際ぎわに、かつて鳩だった薔薇の山を軽く蹴り飛ばしてから、眼前で立ち止まった。

「よお、嬢ちゃん。確か、アリサって名前だったっけ？」

「っ……!!」

　応える代わりに、震える手で涙を拭う。それから、精一杯に声を絞り出して問い返した。

「っ、あ、あなたも……私を、殺すつもりなんですか」

「ふはっ」

　例の、こちらを小こ馬ば鹿かにした笑いを漏らしてから、青年は言った。

「殺すかよ。聞いてなかったのかい、あんたに殺意を向ければ、あの鳩みたいに処刑されるんだってば。てか、質問に質問で返すなよな」

　こちらに視線を合わせるように体勢を屈めると、青年は小首を傾げて尋たずねてきた。

「今は俺がインタビューする時間だ。あんた、年ト齢シは？」

「……！」

「そんなに怯えなくったって、変な動きしない限り、ビルは嚙まねえよ。ほら、いくつだ」

「じゅっ」

　ごくりと喉を鳴らしてから、正直に答えた。

「十六、です」

「家族は」

「いっ、います。お父さんと……お、お母さん、が」

「ははあ。ちゃんと家で待つ家族がいるってわけだ」

　青年はふんふんと頷いてから、さらに問う。

「で、あんた、これからどうしたい。死にたい？　それとも、生きたい？」

「っ!?」

　直球な質問に、身を震わせる。けれども答えずには済まないとは、もう理解していた。

「い、生き、生きたい、です」

「そうかそうか。つまり、生きてここから抜けだす術すべを教えてほしいってんだな」

「……！」

　こくこくこく、と全力で頷いた。すると青年はにんまりと、満足そうな笑みを浮かべる。

「な～るほどなあ。んじゃあ、俺から言うことは一つしかない。チープな言葉だけどな」

　青年は人差し指の先端をこちらの額ひたいに押しつけて、きっぱりと告げる。

「あんた、これからは俺の言う通りに動きな。そしたら、無事の帰宅は保証してやるよ」

「えっ……!?」

　相手の突然の宣言に、アリサは目を丸くする。けれども青年はそれに構わずに、また笑いを零すと、おもむろにジャケットの左袖そでをまくりながら、こう言った。

「まだわかんねえのか」

　そして、彼が突きつけてきた左手首には──

「ここは不思議の国で、あんたはアリスなんだよ」

『ＴＨＥ　ＷＨＩＴＥ　ＲＡＢＢＩＴ（白ウサギ）』と刻まれた、銀の檻が嵌まっていた。
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「ま、いきなりここが不ふ思し議ぎの国です、とか言われても、ピンとくるわけねえか」

　銀ぎん髪ぱつの男──『白ウサギ』はアリサの前にどっかと座り込むと、組んだ脚の上に肘ひじを置き、頰ほおづえをついて語りだした。

「俺も最初にここに来た時には、悪あく趣しゆ味みさにゲロ吐はきそうになったぜ。なあ、嬢じようちゃん」

　と、白ウサギがアリサに目を向ける。

「あんた、鳩はとからどんな話を聞いた？　この世界について知ってること、言ってみな」

「っ……！」

　──なんだか、すべて相手のペースに乗せられている。これまで学校や家ではいつも相手に合わせて生きてきたとはいえ、こんな場所でも言いなりだなんて嫌いやだ。けれど──

「わ、私は」

　肩には白ウサギの下げ僕ぼくのトカゲが載のっているし、相手は絶対にアリサを逃がさない自信があるから、あんなにリラックスした姿勢なんだろう。今は、言いなりになるしかない。

「私が聞いたのはっ、その……ここが『不思議の国』で……私がアリスの役で、ええと、このゲームの参加者には銀の檻おりが嵌はめられていて、これがある限り逃げられなくて、それで参加者には役やく職しよくがあって……役職にはそれぞれ能力があるとか、なんとか」

「ふんふん」

「それで私はあの、ハートの王と女王が住む城に行かなきゃいけなくて……鳩の人は最初は、私を無事に送り届けるのが、役目だって言ってました。あと、千せん里り眼がんとかなんとか」

「ふはっ」

　白ウサギは肩を竦すくめた。

「鳩が千里眼持ちってのは合ってるが、送り届けるのが役目ってのは完全に噓うそだな。なるほどあの新入りニユービー、ルールをちゃんと理解できなくても、最低限の噓をつくだけの脳ミソはあったらしい」

　銀髪頭を搔かいてから、白ウサギはこちらの目を覗のぞくように見み据すえて、口を開く。

「いいか、嬢ちゃん。俺は同じことを何ベンも言わされるのは嫌きらいだ。電車のドアのまん前で、ちんたらスマホいじってる馬鹿と同じくらい嫌いだ。だから今から教える内容は、一度で理解しな。いいか？」

「……！」

　先ほどと同じく、全力で頷く。白ウサギはそれを受けて、静かに話しはじめた。

「まずなあ、ここが現実とは違う、いわば魔法の国だっていうのは……まあ、さっきの処刑を見てれば信じられると思うが、確かにそうなんだ。しかもこの国の魔法は夢と希望に溢あふれてるんじゃなくて、どっかの誰かの悪意で満ちてる」

　道端の茂しげみから、スペード型の葉っぱを一枚むしり取ってから、彼は続ける。

「ここはゲームの会場なんだ──『女王様のクローケ』ゲームのな。クローケてのは、本来はボールをゲートに入れるスポーツなんだが、ここでは誰もボールなんか使わない」

　むしり取った葉っぱを捨てて、また彼は述べる。

「ゲームの内容は単純だ。アリス、つまりあんたは逃げる。他の連中は、それを邪じや魔まする」

「じゃ、邪魔……？」

「そう、あんたを逃がさない……具体的に言えば、女王様に処刑させるってえことだ。鳩が言った通り、あんたは城に到とう達たつすれば、何がどうなるのかはわからねえが、運がよければ逃げられる。実際、前のアリスだって、それで上う手まく逃げてった」

　どうやら、このゲームには前回があったようだ。しかも青年は、それに参加していたような口ぶりである。

「一方で俺のようなアリス以外の参加者は、城に着いたところで決して脱出できない。そこで目標は一つ──女王様のご機嫌をとって、『女王のタルト』を貰もらうのさ」

　タルト──というのは、あの、お菓か子しのタルトのことだろうか。

「なんでもそのタルトは、どんなことでも一つだけ願いを叶えてくれる魔法のタルトなんだってよ。まあ、そんなご褒ほう美びを目の前にぶら下げられたら、見知らぬ女の子一人、見捨てるのはわけないって奴やつが出てきてもおかしくないよなあ」

「つまり……わ、私を処刑させれば、願い事が叶うっていうんですか!?」

「たぶんな」

　冷静に白ウサギは返事してきた。

「たぶんってのは、女王様のご機嫌をとる方法がそれ以外にないからさ。ゲームのたびにどういうわけか女王様は代替わりするんだが、決まってアリスのことが嫌いでね。アリスがルールを破らない限り処刑はしないが、破ったとみたらいつでも首を刎はねてやろうって、手ぐすね引いて待ってるんだよ。ラジカセに手はねえけど」

「ま、ま、待ってください」

　たまらずに、口を挟はさんだ。

「あのっ、その、ルールって……なんですか？」

　思い出せば、あの鳩も同じ言葉を口にしていた。ルール──守らなければすぐに処刑されるというのなら、是ぜ非ひにでも知っておかなければならない。

「まあ、慌あわてんな」

　こちらの焦あせった様子が面白いのか、笑いながら宥なだめると、彼は答えた。

「ルールは三種類あってな。まず一つは、アリスが守らないといけないルール。あんた、つまりアリスは、絶対にここから逃げないといけない……」

　言いながら、白ウサギはジャケットの中をまさぐり、何かをこちらの眼前に突きつける。

「この『月時計』に表示された月が、なくなる前に」

「……！」

　それは、庭で拾ったあの懐かい中ちゆう時計。上うわ蓋ぶたが開けられたその中の時計には文も字じ盤ばんがなく、代わりに、夜空に浮かんだ満月の絵が表示されていた。いや、よく見ると絵の中の雲は微び妙みように動いている。これは満月の映像、というのが正しいようだ。

「これはあんたの制限時間さ。この満月は、ほっとくとだんだん欠けだす。で、月が完全に欠けてもこの世界にいたら、ゲームオーバー。首をちょん切られておしまい、だ」

「そ、そんな……！」

　自分の命に制限時間がかけられるなんて、思ってもみなかった。

　ぞっとする感覚に、息が詰つまりそうになる。落ち着かなくてはと、精せい一いつ杯ぱい胸の内で強がるが、それも見み透すかされているのだろうか。白ウサギは余裕のある様子で、続きを述べた。

「そんで二つ目のルール、これはアリス以外の参加者が守らないといけないルールだ。『アリスに殺意を向けるな』。つまり、タルトを貰うにはあんたを女王に処刑させないといけないが、自分で処刑しようとするのはＮＧてこと。だからあの鳩は死んだのさ」

　わかるだろ？　と念を押してから、彼は続ける。

「で、最後に三つ目のルールだ。これはアリス以外の参加者にとって、最も厳しいルールだが──『キャラを守らなければならない』」

「えっ……」

　意外な言葉に、驚きが漏もれる。

「キャラ……ですか？」

「そう、キャラ。つまり、与えられた役職に合った行動をしろ、ってこと」

　その場にゆっくりと立ち上がると、両手を軽く広げて白ウサギは説明する。

「この世界にあんた以外の参加者は、そう、八人いる。ああ、鳩が死んだからあと七人だな。それぞれに役職と能力を持っているが、必ず決まった行動をとらなければならない。いつまでもそれに背そむいていると──女王様がやってきて、即そつ決けつ裁さい判ばんで死刑ってわけだ」

　──決まった行動をとらなければ、死刑。その言葉の重みは、一ひと際きわずしりと感じられた。

（『キャラじゃない』って言われるのが怖こわくて、私、みんなに噓をついてきたけど）

　まさか、そうしなければ殺されるなどという環境があったとは。

　俯うつむくアリサをおいて、白ウサギはさらに説明を続けた。

「それで俺、白ウサギに課かせられたルールは『アリスを連れてこなければならない』だ」

　その言葉に、はっとする。

「アリスを、連れて……ま、まさかそれで！」

「ああ、そうだよ。あんたの家の庭に俺が侵しん入にゆうして、あんたをここに引きずり込んだのは、そうしないと処刑されるからだ。もっとも、あんたに白しら羽はの矢を立てたのは俺じゃねえ。俺は穴が続いた場所に移動して、俺の声が聞こえる女の子を捜しただけだ」

　恨うらむなとは言わねえが、と彼はぼそりとつけ加えた。

「それと、あんたの耳元で意味深な言葉を囁ささやいたのも俺の意志じゃねえ。そこははっきりさせとくぜ。『おいで俺のアリス』てのは、通路を開く合言葉みてえなもんだからな。不ふ可か抗こう力りよく的に言っただけだ、わかるか」

「は、はあ」

　なぜだか強きよう固こに主張してくる白ウサギにとりあえず頷うなずけば、彼はふっと息を吐いた。

「まあいいや。ああ、それで白ウサギの能力は、この月時計と、あんたの肩に乗ってる可愛いトカゲのビルを使し役えきできること。ビルは立派だぜ。下手な人間よりよっぽど優秀だ」

『トッケー！』

　褒ほめられているのがわかるのか、ビルは嬉うれしそうに尻尾しつぽをのばしながら鳴いた。

「トッケーて鳴くのは、本当はトッケイヤモリで、トカゲじゃないんだがな。ま、いいや。それで、詳しい説明は後回しにするが、他のプレイヤーもそれぞれ同じように、やらないといけない行動と、自由に使える能力がある。だもんで、このゲームは大たい抵てい、アリス以外の連中同士の能力を使った殺し合いになる。前もそうだった」

「えっ──!?」

　聞き間違いかと、つい問い返してしまう。

「こっ、殺し合い、って!?」

「ガチだ。何せ集められているのは……アリス以外は、全員犯罪者だからな」

「な……」

　ぽかん、と口を開いてしまった。

「は、犯罪者……なん、ですか？　み、みんなが？」

「さっきの鳩、手慣れてただろ？」

　白ウサギは平然と認めた。

「しかもあんたをいきなり襲おそうんじゃなく、人目がないと確信できる場所に連れ込んでからコトに及ぼうとしていた──あれは既すでに何人もやった人間の手さばきだったな。きっと今までに何度も繰くり返してきたんだろう」

「そ、そんな……」

　あまりの事実に、愕がく然ぜんとしてしまう。鳩がまともではないのは感じ取っていたが、まさか、本物の犯罪者だったなんて。しかも、自分以外のゲームの参加者が、全員──

（！　……ちょっと待って）

　はっと息を吞のみ、眼前の白ウサギに目を向ける。全員犯罪者、ということは。

（この人だって、そうだ……ってこと……だよね……!?）

　途端に、背筋に怖おぞ気けが走る。白ウサギはさっき、アリサを殺すつもりはない、と言っていたが、それでも、鳩と同じような危険人物なのではないだろうか。

　──聞きたくない。けれど、自分の身を守るためには、ここで勇気を出すしかない。

「あ、あの」

　激しい動どう悸きに震ふるえる声で、そっと問うてみた。

「あっ、あなたも……犯罪者、なんですよね？」

　すると白ウサギは、質問に対してふはっ、と小さく笑った。

　そして、まるで試すように真紅の瞳でこちらを見下ろすと、静かに言う。

「疑問文に疑問文で返すようだがな。俺は──何をやった人間だと思う？」

「っ!?」

　──そんなこと、急に聞かれても。

「わ、わかりま、せん」

「安心しな、コロシはやってねえ。ま、それ以上は教える気もないが」

　言い捨てるようにそう告げてから、彼はひょいと肩を竦める。

（コロシは、って……）

　では、他に何をしたというのだろう。アリサが落ち着かない気持ちでいる間に、白ウサギは話を切り替えるように、続けて述べる。

「とにかく今までに何かの罪を犯おかし、しかもその後で昏こん睡すい状態になってる奴だけが、ここに来るらしい。俺もそうだし、他の参加者の連中もそうだ」

　昏睡状態ということは、恐らく、現実の世界では彼らは意識のないまま眠り続けているのだ。そしてここでの死は、そのまま永遠の眠りにつくことを示す、のだろう。

「寝てる間に辿たどり着いた夢の国が、こんなろくでもない場所とはな。まあ、罪人なんだから、どんな目に遭あったって文句は言えないが」

　自分自身も含めてという意味なのか、自じ嘲ちよう的てきな口調で、白ウサギはそう語った。

　やがて彼は再び身を屈かがめ、こちらの顔を覗いて言う。

「状況は理解したか？　あの鳩みたいに、目的のためなら手段を選ばないって奴が、たくさんここに集められてんだ。しかもそいつらの多くがあんたを狙ねらってるわけさ」

「……」

（なんでこんなことに……）

　内心、頭を抱える。いつの間にかこんな場所に連れてこられて、自分以外は犯罪者しかいない世界で、命がけで逃げなければならないなんて。

（だ、だけど……駄だ目め、落ち着かなきゃ。でないと、生きてここから帰れないもの）

　そう思い、頭を振って考えを切り替えてから、白ウサギが語ったことを反はん芻すうしてみた。

（ええと……ルールについてはわかったつもりだけど……そういえばこの人、自分に従えば、無事の帰宅だけは保証するってさっき言ってた、よね）

　そう考えると、しかし、彼の話には明らかにおかしな点がある。

「あっ、あ……あのう」

　怖い。でも、話ができる相手は、この白ウサギだけなのだ。恐おそる恐る、問いかける。

「あの……質問があるんですけど」

「なんだ？」

　──答えてくれるようだ。少しほっとしてから、続きを述のべる。

「その……あなたは、どうして私を助けてくれるんですか？」

「あぁ？」

　怪け訝げんな声を出されて一瞬びくっとしたが、めげずに説明した。

「い、いえっ、その……私を処刑させるのが、ゲームの目的というなら……あなたが私を家に帰してくれるというのは、おかしいんじゃないかと、思って」

「はあはあ、そういうことな」

　白ウサギは耳を指で搔きながら、納得した様子で相あい槌づちを打った。

「確かにな。もし俺が女王様にタルトを恵めぐんでほしいと思っているなら、一も二もなくあんたをとっ捕まえて、制限時間が切れるまでどこかに閉じ込めておけばいい話だ。幽ゆう閉へいするだけなら、直接的な殺意を向けてるってことにはならないしな」

　だが、と彼は言う。

「俺は得体の知れない奴からのお恵みやお情けで、自分の願いを叶かなえようなんてこれっぽっちも思わねえ。願い事ってのは、自分の力で叶えるから意味があるんだ……そうだろ？　だから俺は、自力でこの世界から脱出するつもりだ」

「じ、自力で？　でも、どうやって……この銀の檻は外せないのでは」

「外せるさ」

　青年はまっすぐにこちらと視線を合わせ、宣言する。

「このゲームをぶっ壊こわせばいいだけだ。二度と繰り返されないように、システムの根本から潰つぶすんだよ。そうすればこんな小道具にはなんの意味もなくなって、あんたはお家に帰れる。俺も現実世界に戻れる。万ばん々ばん歳ざいだろ？」

「そっ、そんな方法があるんですか!?」

「あるさ。それを見出すために、前回のゲームは準備に徹てつしたんだ」

　おもむろに立ち上がって、彼は言った。

「どんなゲームでも、二周目で完全クリアすんのが俺の流りゆう儀ぎだ。で、そのためにはあんたを連れて城に行かなきゃいけねえのさ。あんたがいないと、城の門が開かないんでな」

　無言で、アリサは白ウサギの姿を見つめた。理解できないことだらけのこの世界で、たった今、確実に言えるのは──彼が、すさまじい自信の持ち主だということだ。

（……すごいなあ）

　その点は、ちょっと憧あこがれてしまう。いつも他人の顔色ばかり窺うかがっている自分とは、真ま逆ぎやくの生き方だ。それにこの自信、この泰たい然ぜんぶり──心のどこかで、記憶の彼方かなたの人物を思い出した。もっとも、その人物と白ウサギとは、全然似ても似つかないけれど。

　そうやって考え込んでいると、ややあってから、青年が声を発した。

「で、もうわかっただろ？」

「えっ……な、何がですか」

「だから、俺に従うしかないってのが、だよ。いいか？　俺は今、あんたに危害を加えるつもりはねえ。しかも優しくお家に帰してやるつもりだ。……だが」

　白ウサギは、嚙かんで含めるように説明する。

「気分が変われば、どうするかわからない。それに他の連中は、俺ほど優しくはない。なのにあんたは、この世界で逃げ回って、城に辿り着かなきゃいけねえ。──そうなると」

　彼はこちらの眉み間けんをすっと指さし、続ける。

「俺に従ったほうが得とく策さくだって、わかるだろ？」

「うっ……！」

　言葉に詰まり、つい視線を逸そらしてしまう。

「おいおい、逃げんなよ。俺は、提案に対するあんたの返事が聞きたいだけさ」

　白ウサギはそう言うが、結局のところそれは、提案ではなく命令だ。

（私には行く宛あてなんかない。こんな場所で、一人で逃げられるはずもないし……）

　けれど問題なのは、相手が信用ならない人物であること──彼にとって、アリサの無事の帰き還かんはあくまで目標達成のついでだということだ。

（私を助けてくれた時も、『これ以上泳がせておく必要はない』とか言ってた……よね）

　つまり彼は、当初はアリサを餌えさにして、他のプレイヤーを陥おとしいれる機会を狙っていたのに違いない。きっとこの世界に降り立った時から、ずっとこちらを観察していたのだ。そして狙い通りに鳩が自分からボロを出したから、好こう機きとばかりに、姿を現した。

（こんな人、信頼できないよ）

　心の底から、そう思う。しかも、ママのことまで思い出した。

（そういえばママはいつも、『身なりの悪い子を友達にするな』なんて言ってたけど──もしこの人と私が一緒にいるところを見たら、きっと、もっと怒るんだろうな）

　犯罪者と一緒に行動するなんて恥はじを知りなさい、とママが叫ぶ姿を考えてしまい、そっと、ため息をつく。しかしだからといって、他に採とれる道も思い浮かばない。

「なんだなんだ、じれったいな」

　一方で白ウサギは、苛いら立だった様子で貧びん乏ぼうゆすりをはじめた。

「言っとくが、こうしてる間にもあんたの貴重な制限時間は失われているんだ。返事しろよ、月が欠かけだす前に。それとも」

　と──彼は、林道の向こう側を指さした。

「あんた、あいつらと一緒になりたいか？」

「えっ？」

　──あいつら？　おずおずと立ち上がって、青年の指す方向を見てみる。すると──

「きゃっ!?」

　向こうに、奇妙な集団を発見した。その集団は、遠目で見ればちょっと可か愛わいい。様々な種類の鳥やネズミ（ただし人間大）が、ぞろぞろと歩きまわっている。──問題は、どの動物も目が虚うつろで、クチバシや口からよだれを垂たらしているという点だ。

『アリスゥ～』

　集団の先頭を歩く、見慣れない鳥（確か、絶ぜつ滅めつしたドードーという鳥だ）が、か細い声でそう呼ばわった。するとそれに倣ならってか、他の動物たちも一斉に鳴き声をあげた。

『アリスー』

『一緒に遊ぼうよぉ～』

『楽しいよぉ～。アリス～』

　──絶対に楽しくなさそうだ。

「なっ、聞こえたか？」

　白ウサギは、硬こう直ちよくしているこちらの顔をニヤニヤしながら見つめて、言った。

「あいつらの名前は『コーカス・レース』。趣味はああやってアリスを捜さがして回ること。ちなみに捕まったら、もれなく喰くわれるらしい」

「えっ!?　く、喰うって、そんな……」

「だってあいつらは、このゲームのプレイヤーじゃねえからな」

　肩を竦めて、彼は続ける。

「あれはいわゆる、ＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターだ。ゲーム側が用意した、アリスを追い詰めるための装置ってこと。ルールの埒らち外がいだから、あんたを喰い殺すのも自由ってわけだ」

「……!!」

　激しい寒気に襲われ、全身をぶるっと震わせてしまう。

　もしも捕まったら、なんて──考えたくもない。

「さて、ところでこの俺はあいつらの周しゆう遊ゆうルートを知っている。あいつらは馬鹿だから、定期的に同じ道をぐるぐる回ってるだけなんだよ」

　ルートがわかれば、当然、逃げるのも簡単になるが──

「お、教えてもらいたければ……」

「わかってんだろ？　俺は何度も同じことを言うのは嫌いだから省略するが」

　ちゃんとした返事を貰わないとなあ、と、白ウサギはわざとらしく腕を組み、うんうんと大きく頷いて言った。──詰つんだ。そんな言葉が、脳裏に閃ひらめいて消えた。

（こうなったら、もう……この人の言う通りにするしか、ない！）

「わ、わかりました」

　観念したアリサは、白ウサギに向かって深々とお辞じ儀ぎして、告げる。

「あの、どうかよろしくお、お願いします……」

「おお、こちらこそよろしくな。嬢ちゃん」

　途端に上機嫌な表情になる、この現金さはきっと筋金入りなのだ──と、心底思う。

（でも家に帰るためには、仕方ない……こんなところで死ぬのは、嫌だもの）

　帰宅したところで、周りに噓をつく生活が待っているだけだとしても──それでも生きていたい。その思いに噓はない。さっき殺されかけた時、それだけはわかったのだから。

「そら、そうと決まれば、あいつらを撒まく方向はこっちだ」

　白ウサギは林道の横、茂みの向こうを指しつつ、さっさと移動を開始している。

「死にたくなければついてきな」

「あっ……ま、待ってください！」

　徐じよ々じよにこちらに近づきつつある動物たちを横目で見ながら、急いで白ウサギの背を追う。

　置いていかれないように、足場の悪い中を必死についていくと、どうやら彼の言葉は正しかったようで、動物たちの呼び声は、どんどん遠くへ離れていった。

　──ひとまず、安心のようだ。よかった。ある程度進んだところでほっと息を吐いたアリサに、白ウサギは、振り返って笑顔をみせる。とんでもないしたり顔だ。

「な、上手くいったろ。だから俺の言うことを聞けよ」

「は、はい」

　頷いて、ひとまず、礼を述べた。

「ありがとうございます、白ウサギさん」

「感謝される筋合いはねえ。……にしてもあんた、ずいぶん作りたおした笑顔だなあ」

　白ウサギは呆あきれ顔でそう言った。

「えっ」

　びくりとして、思わず言葉を失ってしまう。気づけば、確かに──知らず知らず、いつもの癖くせで作り笑顔になってしまっていたようだ。そんなつもりはなかったのに。

「いや、やめろってんじゃない」

　と、相手は軽く手を振りながら言う。

「笑顔ってのは向けるだけで相手の警戒心を削そぐからな。あんたにそんな芸当ができるなら、俺の仕事もやりやすいってもんだ。そんだけ上手な噓うそ笑わらい、見抜ける奴も少ないだろ」

「は、はあ……」

　なんと答えればいいかわからず、中途半端な返事をする。

（作り笑いだって指摘してくる人、初めて会ったかも……）

　ちょっと驚く。それに──それが役に立つだなんて、どういう状況なのだろう。

「ああそれと、白ウサギって呼ぶのもやめてくれ」

　青年はつけ足した。

「白ウサギってのは、このゲームでの役職だろ。俺はそんなので呼ばれたかないんだ。俺を呼びたければ……ああ……そうだな」

　一、二秒の空白の後、彼は告げる。

「シロウと呼べ。理由は追つい及きゆうするな。ＯＫ？」

「あっ、は、はい。わかりました。シロウ、さん」

（白ウサギだからシロウ、ってダジャレなのかな……？）

　聞いてみようかと一瞬だけ思ったが、やめておく。

　──こうして、アリサとシロウの同道がはじまった。




「あ、あのう……シロウさん。それで、これからどうするんですか？」

　動物の群れから逃れ、しばらく獣けもの道みちを進んだ後。再び別の森の道を進みながら、アリサはシロウに問いかけた。ちなみにトカゲのビルは、こちらの肩に乗って大人しくしている。

「その、なんというか……お城は、この方向じゃないと思って」

「わかってんじゃねえか、偉えらい偉い」

　前を行くシロウは振り返って、小さく笑ってから言った。

「確かに城には行かないとな。けど、その前にやっておくべきことがあるんだよ」

「……そ、それは？」

「他のプレイヤーの動向を知りたい。その中でも特に──『芋いも虫むし』を捜さないとな」

　立ち止まってこちらを向くと、彼はおもむろに問いかけてきた。

「あんた、芋虫ってわかるか。アリスに出てくる、あの、キノコ勧すすめてくる奴」

「あっ……」

　そういえば、アニメ映画にも煙管キセルを吸っている芋虫のキャラが出てきた覚えがある。

「はい、あの……じゃあ、役職なんですか？　芋虫というのも」

「ああ。しかも、かなり強力な能力持ちだ。俺の計画のためには、そいつが是非とも必要でね。なんとしても居場所を知りたいんだよ」

　言うだけ言って、また彼は先を歩きだす。

「は、はぁ……」

　生返事してから、その背を再び追った。無言の間に、少し考える。

（シロウさんは、このゲーム自体を壊して、終わらせるって言っていたけど）

　──具体的には、どうするつもりなのだろう？　これまでの話から考えると、城にいるハートの王と女王は、ゲームの参加者ではなく、いわば主催者側のようだ。そしてシロウは、アリサを連れて城に行き、そこで何かをして、ゲームを終わらせるつもりらしい。

（ひょっとして、ハートの王や女王を……暗殺するとか、そういうつもりなのかな。犯罪者なんだし……でも、そんな恐ろしいこと、いくらなんでも簡単にできるはずないよね）

　それに芋虫の能力とは一体──？　考えても、わからないことだらけだ。

「何か言いたそうだな、嬢ちゃん」

　いつの間にか、またこちらを振り向いていたシロウが言った。

「濡ぬれネズミが道に迷ったような顔してんぞ」

「えっ!?　それってどういう意味……いえ……わ、私別に、何も考えてませんよっ」

「またそんなわざとらしい笑い方して、難なん儀ぎな性格だな」

　シロウはふはっと小さく笑いを漏らした。そして、また先を歩いていってしまう。

　──なんなのかなあ、この人。絶対、全部わかっているうえで、こっちをからかっているに違いない。いくらなんでも、少しむっとくる。

「焦るなって、さっきも言ったろ」

　こちらに背を向けたまま、シロウはさらに告げた。

「あんたはただ、俺についてくればそれでいいんだよ」

「そ、それはそうですけど……いえ、はい。わかりました」

　釈しやく然ぜんとしないながらも、アリサが大人しく答えた──その時である。

「そんなふうに、俺様宣言されましてもねえ」

　突如、シロウではない、妙みように明るい男性の声が、森に響いた。

（誰っ、今の声!?　まさか、他のプレイヤー……!?）

　急いで、身を隠かくすようにシロウのすぐ隣となりに移動する。だがシロウはというと、その場から動こうとはしなかった。ただ、苦虫を嚙み潰したような顔をするだけだ。

　すると、謎の声はまた続けて、慇いん懃ぎんな口調で述べた。

「先のビジョンが見えないようじゃ、二人の仲も長続きしませんよ。ねえ、アリス」

「えっ、わ、私……？」

「チッ。面倒くさい奴が顔を出したもんだな」

　不機嫌な様子で、シロウが足元の土を蹴けりあげた。すると、それに応えるように──

「ありゃりゃ、酷ひどい。土が私にかかったらどうするつもりなんですか！」

　目の前の何もない空間に、ぼんやりと、人の輪りん郭かくが現れた。輪郭だけで、顔や格好はわからないが、どうやら男の人──先ほどからの声の主ぬしのようだ。

「私の一いつ張ちよう羅らが汚れたら、シロウさん、あなた、弁べん償しようしてくださいよ」

「知るかよ。てか、あんたには絶対にかかりゃあしねえだろ。『チェシャ猫ねこ』」

　──チェシャ猫？　疑問を口にするより早く、ぼやけた人型は、はっきりとしていく。

「ああ、なんだかつれないですねえ。せっかく前回のゲーム以来の再会だというのに」

　そこに現れたのは、さっきと同じ、朗らかな声こわ音ねの青年だった。

　彼は、健康的な褐かつ色しよくの肌とぼさぼさした黒髪、若々しく高貴な雰ふん囲い気きのある顔立ちと、気まぐれな感じが漂ただよう瞳ひとみを持っていた。大きな横よこ縞じまの入った毛布を、ポンチョのように着ているのが原はら宿じゆくっぽくて印象的だ。そして首には、やはり、銀の檻が嵌められていた。

（チェシャ猫って……『アリス』に出てきた、あの変な猫の名前だったっけ）

　他のプレイヤーは、アリサの身を狙っているとシロウは説明していた。

　するとチェシャ猫もまた、鳩の時のように、襲いかかってくるのではないだろうか!?

　身構えるが、まるでそれを優しく諭さとすかのように、チェシャ猫はにっこりと、陽だまりに寝転ぶ猫そのもののような──噓には思えない笑顔を見せた。

「こんにちは、アリスさん。あっ、ビルくんも久しぶりですね」

『トッケー！』

　ビルが挨あい拶さつの鳴き声をあげ、アリサは思わずびくっとしてしまう。

「嫌ですねえ、アリスさん、そんなに怖がらないでくださいよ。私は『中立派』ですから」

「え……？」

「あはははは」

　そう声に出して笑うと、チェシャ猫は招まねき猫のようなポーズをとった。
















　かたやシロウは、彼に冷たい視線を向ける。

「いちいちシナ作ってんじゃねえよ。だいたいあんた、いいのか？　そんなにはっきり現れてて。あんたがルール破って死んでも、俺は困らないがな」

「もう、シロウさんは厳しいなあ。大丈夫ですよ。私、ちゃんとわきまえてますから」

　両手を軽く広げながら、チェシャ猫が続けて言う。

「今もぎりぎり、私の姿が見えるようにしているだけですし。それに素す早ばやく動けさえすれば、女王様の処しよ刑けいからだって逃げる自信ありますよ。何せ、私はあやふやですから」

「気楽なもんだな。まったく憧れねえけど」

　言うだけ言って鼻を鳴らすと、シロウはぽかんとしているこちらに対して、口を開く。

「いいか嬢ちゃん、こいつは無視していい。つか、無視しろ」

「ああ、またそんなことばっかり」

　わざとらしく、ぷんぷんと怒った様子を表現しつつ、チェシャ猫が答える。

「せっかく新しいアリスさんが、あなたと仲良く歩いているのを見かけたから、挨拶しようと出てきたんじゃないですか。私は何も、悪いことはしませんよ」

「役に立つこともしねえだろが」

　ぼそりとシロウが言った。

「あ、あのう」

　恐る恐る、アリサは問いかける。

「あの、さっきの中立派というのは、一体……？」

「それは」

「ああ、もちろん！　お答えしましょう」

　シロウの言葉を遮って、チェシャ猫が大おお仰ぎような動作と共に言った。

「私はチェシャ猫、その能力は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。この不思議の国の中なら、私はどこでも好きな場所に現れ、好きな時に消えられるのです。そして私はその力を、ゲームの観戦にしか使わない平和的なプレイヤーなのです、よ！」

　彼はそう言って、両手でブイサインを送ってきた。

「は、はあ……よろしくお願いします」

　そう返事はするものの──はっきりとわかる。怪あやしい。あからさまに。

　けれども猫はこちらの気持ちを知ってか知らずか、なおも得意げにふんぞり返っている。

「平和が一番。これが私のモットーなのです」

「ただし、こいつは三秒以上はっきりした形で……つまり、ものに触ったり動かしたりできる状態でこの世に出現できない」

　と、シロウが補足した。

「『あやふやでなければならない』ってのが、チェシャ猫に課されたルールだからな」

　そう言って、彼はなおもポーズを決めたままのチェシャ猫に向かって、ぶんと拳こぶしを振るった。しかし驚くのよりも早く、その拳はチェシャ猫の身体からだを突き抜けてしまう。

　どうやら彼の姿は、ＳＦ映画のホログラムのように、その場に映っているだけのようだ。

　シロウが再び口を開く。

「だが三秒以内だって、人を殺せる。チェシャ猫の役職に就ついてるのが、こいつみたいに、女王様のタルトよりゲームの観戦のほうが大事だ、なんていう悪趣味野郎でよかったぜ」

「んん、そうでしょうねえ。こんな面白いゲームは他にありませんから」

「じゃあ平和が一番なんじゃなくて、あんたの興味関心が一番ってことじゃねえか」

　シロウは吐き捨てると、さっさと森の道を先へと移動しはじめた。

「あっ……ま、待ってください！」

　慌ててその後を追いかけると、なんと、チェシャ猫もついてきた。

　映画の中のチェシャ猫もやっていたように、首だけ空中に出現させて──ふわふわ平行移動してくっついてきている。正直、不気味だ。しかも無言のまま、こちらを興味深そうにじーっと見つめている。おまけにその目は『話しかけて！』と訴うつたえまくっていた。

（ええと──な、何か声をかけたほうがいいのかな）

　どうやら、シロウがまったく彼を無視しようとしているところから見て、このチェシャ猫には本当に、こちらに危害を加えるつもりはないようだ。

（それなら、その……怖いけど、仲良くしたほうがいいのかもしれないし……）

　性格柄がら、つい、こんなわけのわからない世界でも気を遣つかってしまう。

「あの……チェシャ猫さん」

「はあい！」

　話しかけてもらえて嬉しいのか、にっこりと彼は返事した。平行移動したまま、器用に。

「その、あなたも、シロウさんみたいに、前のゲームからの生き残り……なんですか」

「はい、そうですよ」

　にこにこと人ひと懐なつっこい笑顔のまま、チェシャ猫は答える。

「このゲームは、アリスが逃げたら残りのプレイヤーはそのまま持ち越しで、次のゲームに参加するシステムになってるんです。前回からの生き残りは、そう、私とシロウさんだけですけどねえ。他はみんな殺し合いで死んじゃいましたから……あっ」

　ふと、そこでチェシャ猫は先行するシロウの背に言った。

「そういえばまだ、『ハートのＪジヤツク』も生きてましたっけ。ねえ、シロウさん！」

　と──その呼びかけにシロウの背がぴくりと反応し、彼は立ち止まる。

「……何が言いたい。俺の邪魔をする気か。それとも、ハートのＪに用事でもあるのか」

　振り向いた彼の真しん紅くの瞳はこれ以上なく鋭するどい。今までにない緊張で、ごくりと喉のどが鳴る。

「やだなあ、ないですよ」

　だがチェシャ猫は、顔の横にぽんと出現させた手をぱたぱたと振った。

「あんなおっかない人、私、これまでに見たことないですから。ねえシロウさん、できればもう、彼には会いたくないですよねえ」

「ふん」

　鼻息を鳴らし、シロウは再び背を向けてしまった。するとチェシャ猫がさらに言う。

「アリス、ハートのＪはですねえ、すごい能力を持っているんですよ。前のゲームも……」

「それ以上余計な口叩たたくと」

　シロウが、ドスの効いた声を出した。

「嬢ちゃんに耳みみ栓せん突っ込むぞ」

「えっ、私!?」

　つい自分で自分の顔を指してしまうが、チェシャ猫にはその脅おどし文句は効いたようだ。

「それは困る。聞こえない相手に話しかけるなんて、草花とお喋しやべりするほうがマシです」

　そう言って、チェシャ猫はしばらく口を噤つぐんだ。

　どうやら険悪な雰囲気は去ったようだ。ほっと息を吐く。

（それにしてもシロウさん、何があったんだろう）

　まるで、ハートのＪの話題すら、出してもらいたくはないようだったが──

「……おい、嬢ちゃん」

　すると、ややあってからシロウがおもむろに口を開いた。

「余計な奴はいるが、どうせどこで話しても聞き耳立てられるだろうし、ここで言っておく。俺の作戦はこうだ。城に行き、芋虫の能力を使って、ゲームマスターの頭の中を覗のぞく」

「え？」

「ほほー」

　驚きの声は、チェシャ猫の感かん嘆たんの声と被った。

「芋虫の能力は『ものしり』、読心だ。近くにいる相手の心を読める」

　猫には構わずに、白ウサギの青年は言う。

「その能力を使って、ゲームマスター……つまりこのゲームの主催者側であるハートの王の心を読む。女王じゃねえ、王のほうだ。女王はゲームごとに中身が変わるが、王はそのままってことは、ゲームそのものの運営に関わってるのはきっと、王のほうだからな」

　歩ほを進めたまま、彼は続ける。

「前のゲームで俺は王に会ってないから、そいつがどういう奴なのかは知らない。だがどんなゲームにだって、必ず終わり方や壊し方はある。運営してる奴が、その方法を知らないはずがない。だから城に引き籠こもってるそいつの頭に、直接聞いてやるって寸法だ」

「で、でも……」

「そうですよ、芋虫が素直に協力してくれますかねえ」

　アリサの言葉を奪うばうように、チェシャ猫がそう問いかけると、シロウはふはっ、と笑う。

「しらじらしいな、チェシャ猫。あんた、芋虫がどんな状態でこの世界にいるか、知らないわけじゃないだろ？」

　ちらりと視線を送ってそう語るシロウは、なんというか、とても邪じや悪あくな笑顔だった。

「うわあ、外げ道どうですねえ。相手の弱みにつけ込むなんて……ああ、恐ろしい」

　チェシャ猫は何か知っているようで、ぶるっと顔を震わせるが、シロウは無視している。

　それでかは知らないが、彼は今度はこちらに話しかけてきた。

「で、アリスさんは納得してるんですか？」

「な、何がです」

「シロウさんと一緒に行動することに、ですよ。なんと言っても、ほら、このゲームの参加者ってのはみんな犯罪者ですし」

　自分もそうなのだろうに、くすくすと笑いながら猫は語る。

「怖いし、さぞ心細いだろうと思って。泣きたかったら、私が胸を貸かしてあげましょうか？　三秒未満でですけど」

　怖いのは確かだけれど、この人に頼るほうが危険な気がする。

「い、いえ。大丈夫です、ありがとうございます」

「あはは、可愛い笑顔ですねえ」

　つい作り笑顔で答えると、チェシャ猫はわかっているのかいないのか、赤ん坊のような無む垢くな反応を返してきた。

「そんな素敵なあなたに、一つ励はげましの言葉をあげますよ。あのねえ、アリスさん」

「は、はい」

「あなた、とてもラッキーですよ」

　そう言って、チェシャ猫は耳に口の端はしがつきそうなほどの笑いを浮かべる。

「シロウさんは、なんといっても、とっておきに腕ききの『噓つき』ですからね。きっとあなたの旅は快かい適てきでしょう」

「え……」

　──噓つき？　その言葉は妙な重みと、不思議な共感を伴って、心に響き渡った。

「おい、チェシャ猫。余計な口叩くなって言っただろうが」

「そんなー、私はあなたを褒めただけではないですか、いや、ニャイですかっ！　失しつ敬けいな。私は平和を愛する愉ゆ快かいなチェシャ猫ニャんですニャよ！」

「人と喋ってる時に、己のキャラを模も索さくすんじゃねえよ」

　白ウサギの冷静なツッコミも、今は聞こえない。

（シロウさんも、噓つき、なんだ……）

　そういえばシロウと最初に会った時も、噓をつかれたのを思い出す。ひょっとすると、その噓こそが、彼の武器なのかもしれない。──と、なんとなく考えた。

「おお、ところでシロウさん！」

　しばらくしてから、チェシャ猫が場を切り替えるように言った。

「この道をまっすぐ行くと、もうすぐ『三月ウサギ』の家に着きますよ。『帽ぼう子し屋や』と『ヤマネ』も、全員揃そろっているようですけれど、いいんですか？」

　どの名前も、アリスのキャラだ。ということは、この先に他のプレイヤーがいる！　そう思うと、心がぴりっと張り詰める。しかしシロウは動じた様子もなく、淡たん々たんと答えた。

「あんたに心配されるまでもない。元々、わかっててこっちの道を歩いてんだ」

「ほほう、それは失礼」

　チェシャ猫は、見えない肩を竦めるような動作をした後、またこちらに視線を向けた。

「ではお二人とも、突然ですがご機嫌よう。私は遠くから、ご活かつ躍やくをお祈いのりしております」

「は、はあ……」

　ずいぶんと唐とう突とつな別れに思えるが、とりあえず、頭を下げて礼を言った。

「あ、ありがとうございます」

「三月ウサギたちの様子を、直じかに見るつもりはないってのか」

　と、シロウが問いかける。

「前回の連中同様、今回の新入りどももきっと、楽しいパーティーやってるはずだぜ」

「ノンアルコールで酔よっぱらう人たちとは、私、お話ししたくありません！」

　言うだけ言い残して──チェシャ猫はそれっきり、ぱっと消えてしまった。

「……やれやれ」

　それを見届けて、シロウははあと嘆たん息そくした。

「やっと消えたか。あいつと話すと神経すり減るぜ」

「わ、わかる気がします……」

　本心から、そう返事する。チェシャ猫は、朗らかで明るく、喋り方も穏おだやかだったけれど──絶対に信用できない、何か不気味なものを秘めているように感じられた。




　そして、数分後。道を進んだ先に見えてきたのは、尖とがった屋根を持つ緑と紫色の壁の家と、その向かいに建つ、茅かや葺ぶき屋根にウサギの耳のような煙突が二本立った家だった。

「あ、あの、シロウさん。ひょっとして、あれが」

「まあ、見りゃわかるよな」

　念のため大きな木の陰かげに隠れつつ、シロウは説明する。

「あっちの緑と紫むらさきの家が、帽子屋の家。で、反対側のが三月ウサギの家だ。連中がどういう奴らかは、あんたも予想がつくか？」

「は、はい……なんとなくは」

　帽子屋と三月ウサギといえば、かなりマッドなキャラクターで有名だ。この世界の彼らもそうなのだろうか──と思っていると、シロウがさらに言葉を重ねた。

「先に教えてやるが、この世界の帽子屋と三月ウサギは常にニコイチ……二人一組で行動する。なぜなら帽子屋のルールは『狂くるっていなければならない』で、三月ウサギのルールは『帽子屋と共にいなければならない』からだ。互いに互いを必要とする間柄なのさ」

「く……狂っていなければならない、というのは、どういう意味なんでしょう？　おかしなふりをしていなければいけない、ということですか」

「ふりをするってのは、行為そのものじゃないだろ、嬢ちゃん」

　自分の左手首の銀の檻を右手で撫なでながら、シロウは言う。

「そうじゃなくて、本当に狂うんだ。帽子屋の銀の檻を嵌められた瞬間からな。この輪っかには、そういう魔法がかかってるんだよ。俺だって白ウサギになる前は、こんな珍ちん妙みような髪と目の色じゃなかったんだぜ。嵌めたら変わったのさ」

「そ、そうだったんですか」

「当たり前だ、こんなのが趣味であってたまるか。……まあいいや、話を戻そう」

　煌きらめく銀髪頭を無造作にぼりぼり搔きながら、彼は三月ウサギの家に目を向けた。

「おかしな帽子屋を三月ウサギが介かい助じよする形になる以上、連中がいるのは高確率で三月ウサギの家のほうだな。ということで、これから偵てい察さつをする」

「へっ!?」

　こちらの驚きの声を待たずして、シロウはさっさと件くだんの家へと歩み寄っていく。

「ちょっ……待ってください。あの、いきなり行って大丈夫なものなんですか」

　これまでの話から考えるに、帽子屋も三月ウサギも、まともな人間ではない。見つかったらどうなるか──絶対に大変なことになる。

「そんなにビビるこたぁねえよ」

　しかし例によって堂々と、シロウは言ってのける。

「奴らに見つかっても、俺にはとっておきの切り札がある。何も問題なし、だ」

　そう言うと、シロウはまた三月ウサギの家に近づいていってしまった。

（問題ないって、ほ、本当かなあ……）

　でもシロウはなんの考えもなく動く性格ではないだろうし、自分だけここに立っていても、しょうがない。アリサは肩にトカゲのビルを載せたまま、彼のもとに急ぐ。

　すると既に三月ウサギの家の窓の傍そばに立っているシロウが、無言のまま、窓の中を指した。窓はガラス製なので、ここから中を覗のぞけ、という意味なのだろう。

（わ、私も見ないといけないの？）

　よくわからないが、シロウの指示には従わないといけない。

　こわごわ、窓に顔を近づけてみる、と──

「きゃっ!?」

　足に何かがぶつかった感触と同時に、硬いもの同士がぶつかる音がした。下に目を向ければ、空き瓶びんが散乱している。雑草に隠れていて見えなかったのだ。──まずい！

（こっ、ここゴミ捨て場だったの!?　どどど、どうしよう……っ！）

　アリサは反射的に、シロウのいるほうを見やるが──

「あれっ!?」

　シロウの姿は影も形もない。いや、向こうにある帽子屋の家の隣に生えた木の陰に、彼が素早く移動していくのが見える。

（さ、先に逃げちゃうなんて……！　私も行かないと！）

　急いで身を翻ひるがえそうとした。だが──

「ああーっ！」

　その耳を、聞き慣れない大声が劈つんざく。

「ひいっ!?」

　思わず涙目になって、声の主のほうに目を向ければ、そこには。

「アリスだーっ！　アリスがいるー！」

　そこには紅こう顔がんの美少年と呼ぶのが相応ふさわしい、薄茶色の髪の人物がいた。屋内からこちらを見やる顔に、満面の笑みを浮かべている。いかにものんびりした、穏やかな雰囲気を漂わせ、焦こげ茶色のフードについたウサギ耳を揺ゆらす彼は、家の中を振り返ってこう言った。

「おーい帽子屋ーっ、ヤマネーっ！　アリスがうちに来てくれたよー！」

　嬉しそうにそう呼ばわる彼に、屋内から相棒の帽子屋と、ヤマネからの返事が届いたのだろうか。彼はまた、にっこりと微笑ほほえんだ。

　そして目にも留とまらぬ速さで窓を開けると、アリサの手首をぐいっと摑つかむ。

「……えっ」

　まずい。完璧にまずい。捕まった!!

（だ、誰かっ……いえ、シロウさん！　助けて……！）

　助けを呼ぼうと、彼のいる方向に顔を向けようとすると──

『おい嬢ちゃん。黙ってな。俺の居場所がばれるだろ』

　耳元から、シロウの声がした。いや、違う。肩に載ったままのビルが、耳元でぼそぼそと声を出しているのだ──彼の主人の声音を。

「えっ、シ、シロウさん……？」

『通信機能だよ。ビルの目と口を借りられるんだ、白ウサギはな。それはそうとあんた、このままこいつに……三月ウサギに捕まれ』

　無む慈じ悲ひにシロウは命じる。

「えっ」

　耳を疑うたがっている間にも、彼は淡々と命令を続けた。

『そんで、様子を偵察してこい。ひょっとしたらこいつら、芋虫の居場所を知ってるかもしれねえ。なあに大丈夫、あんたは死にはしねえさ。俺がちゃんと外に出してやるよ』

「そ、そんなっ……！」

『ドジ踏ふんだぶん、俺の切り札としてちゃんと働けよ』

　どうやら、さっきとっておきの切り札と言っていたのは──アリサのことのようだ。

「いっ、嫌です！」

　つい大声をあげてしまうが、美少年、つまり三月ウサギは、自分の行為に対してアリサが反抗したのだと思ったのだろう。

「駄目だよ、アリス！　ボクたちのお茶会は、途中退席禁止なんだからね！　一回顔を出したら、もう、抜けだせませーん！」

「きゃあぁあっ!?」

　アリサは悲鳴と共に、三月ウサギたちの家の中へ、引きずり込まれてしまうのだった。




（あっ……あのティーポット、可愛いかも……）

　引きずり込まれてすぐに浮かんだのは、そんな他愛もない感想。それほどに三月ウサギの家の中は、奇妙な外観に比べると、まとも、というより、アリサ好みの内装だった。

　入ってすぐのところが居間になっていて、ほとんどのスペースを、高価そうな長いテーブルが占めている。その上には、春らしい小花模様がちりばめられた白い陶とう製せいのティーセットが並べられていた。美お味いしそうなビスケットや、色とりどりのケーキもある。

　もしこんなティーセットを出してくれるお店があったら、こっそり通ってしまいそうだ。

（でも、きっとママには叱しかられるんだろうな。無駄遣いするな、って）

　そんなことをアリサはぼんやり思い──

（違う違う。何考えてるんだろう、私。もう、やだ……）

　現実逃避してしまった頭を、無理やり切り替える。

　そう、ここがどれだけ魅力的な場所でも、危険なのに変わりはないのだ。

　さっきちゃんと足元を見ていれば、という後悔が渦うず巻まく中、こちらの手首を今なおがっしりと摑んでいる三月ウサギは、やや戸と惑まどった顔できょろきょろと辺りを見回している。

「あれー？　帽子屋ったら、どこ行ったんだろ。さっきまではここに座ってたのに」

　そう言うと、彼はその場に立ったまま、テーブルの下をひょっこりと覗いた。

「ねえ、ヤマネ。帽子屋がどこ行ったか、知らない？」

（そんなところに、人がいるの……？）

　できるだけ腰を曲げて、テーブルの下を見てみれば、誰かが床ゆかの上にばったりと倒れ伏している。──まさか、死体!?　などと考えて、短く息を吞んでしまうが──

「……ぐー」

　ただ眠っているだけのようだ。シンプルな白シャツと黒いズボンのその人物は、どうやら男性で、規則正しい寝ね息いきを立てている。

（ひょっとしたら、この人がヤマネ？）

　その予想は、当たっていた。

「うーん、ヤマネは熟じゆく睡すい中ちゆうかあ。たく、使えないなあ。いつものことだけど」

　と、三月ウサギは外見に似合わぬ毒を吐いた。

「もうー、せっかくアリスが来てくれたのに、これじゃお茶会をはじめられないよ。待っててねアリス、今、帽子屋を呼んでくるから！」

　そう言うなり、三月ウサギはこちらの返事も待たずに手を離すと、テーブルの反対側に見えるドアの向こうへと去ってしまった。

　──今なら、逃げられるのでは？　そう思い、恐る恐る、出入り口へ歩を進めるが。

『おい待ちな、嬢ちゃん。今逃げるのは駄目だ』

　ビル、の口を借りたシロウが、耳元でぼそぼそと告げた。

「え、そ、そんな！　だって今なら誰も……」

『テーブルの下の奴を見ろ』

　冷静にそう命じられ、アリサが身を屈めてみる、と──

「むにゃむにゃ」

　口をもぐもぐさせながら、ヤマネがこちらを向くのが見えた。ヤマネの役職の青年は、雰囲気的には大学生くらいだろうか、平へい凡ぼんな印象の顔立ちである。そして、今なお思い切り眠っているようだった。だが──

「むにゃむにゃ」

　もう一度口をもぐもぐさせてから、彼はおもむろにこう言った。

「わたしは、アリスが独り言を話すのを聞いた」

（えっ!?）

『わかったか』

　シロウがぼそぼそと囁く。

『厄やつ介かいなことにヤマネの役職の奴は、常に寝てるくせに周りの状況がわかるらしい。もっとも、そいつに課せられたルールは「眠っていなければならない」──ヤマネの銀の檻には嵌めた者を強制的に眠らせる力があるらしいし、同情するがな』

　ともかく今逃げだして、あいつに三月ウサギを呼ばれたら困るだろ、とシロウは言う。

「そ、それはそうでしょうが……でも私、これから一体どうすれば」

『何を言ってる。こういう時こそ、笑顔だろ』

　通信の向こう側のシロウが、にやりと邪悪に笑った──ような気がした。

『あんたの得意な噓、作り笑いの出番ってことだよ。とりあえずは連中に調子を合わせて、イイ顔して、元気な返事しときな。何も知らないってふうに、カマトトぶるんだよ』

「カ、カマトトって……！」

『ただし、勧められても茶や菓子は飲み食いするな。毒どくが入ってる可能性がある。口に含むふりだけして、情報だけいただいて帰るんだ。いいな』

　と──三月ウサギが消えていったドアの取っ手が、がちゃりと音を立てた。

『ん、戻ってきたか。じゃあ、健けん闘とうを祈るぜ』

（そっ、そんな……!!）

　いくら自分の過失でこうなったとはいえ、あまりにもムゴすぎる。帽子屋たちに何をされるかもわからないのに、とりあえず八方美人に振る舞え、だなんて。

（やっぱりあの人、滅め茶ちや苦く茶ちやだよ……！）

　内心、ぼやいてしまう。けれど、確かに何も知らないふりをしていたほうが、相手も油断して、危険な目に遭わずに済むかもしれない──と、心の中の冷静な部分が告げた。

　──もう、やるしかない。アリサは普段の学校生活や、ママの怒る姿を思い浮かべた。そして引き攣つった頰の皮膚を無理やり動かして、いつものようににっこりと微笑んでみた。

　するとほぼ同時に、ドアが勢いよく開かれた。現れたのは、三月ウサギだ。

「お待たせー！　帽子屋ったら、君に挨拶する前に身だしなみを整えてたんだってさ！　偉いよね」

「えっ！　……え、ええ、ありがとうございます」

　三月ウサギは、こちらの返答ににっこりしてから、振り返って呼ばわった。

「ほら、帽子屋！　もう準備できたでしょ？　恥ずかしがらずに出てきなよ」

　優しい調子の声で、彼がそう囁くと──

「わかりました。それでは」

　低く、美しい男性の声が聞こえた。やがて三月ウサギの隣に、姿を見せたのは──

「こんにちは。はじめまして、アリス」

　高価そうなシルクハットを被り、チェック柄がらの入ったジャケットを着た、帽子屋そのものという人物──いや、英国貴族が帽子屋の仮か装そうをしているような佇たたずまいの男性だ。

　本当にこんな人間が存在するのかというくらいに端たん正せいな、精せい巧こうな西洋人形のごとき風ふう貌ぼうの彼は、挨拶と共に、丁寧な所しよ作さでお辞儀をした。

「は、はじめまして！」

　乗せられて、こちらもつい、今までにやったこともないのに、スカートの裾すそを摘つまんでお辞儀をしてしまう。帽子屋はにこやかにそれを受けると、さらにこう言った。

「ようこそ、我が家へ。そしてようこそ、我らがお茶会へ。私はあなたを、あらた……あたた……た……」

　と、そのまま帽子屋は、口元を押さえて黙り込んでしまう。

「……？」

「あれ、帽子屋？　どうしたの？」

　三月ウサギが、まるで小さい子に語りかけるように問いかけると──

「……ンフッ……ドゥフフ」

　帽子屋が肩を震わせはじめる。ややあってから、彼は思い切り、笑いはじめた。

「ンフォッ、ンフォフォフォフォ！　か、嚙んっ、嚙んじゃったー！　温かく、って言いたかったのに！　恥ずかしい、帽子屋超恥ずかしい!!」

　キャー！　と一人で叫び、自分の頰を手で押さえて悶もだえながら笑っている帽子屋の姿は、ほんの数秒前までの貴族然とした態度からはかけ離れている。あまりの変わりようにこちらは戸惑ってしまうが、三月ウサギは慣れたものなのか、彼の肩をぽんぽんと叩いた。

「帽子屋、そんなに恥ずかしがらないでよ！　ていうか、そもそも、ここは君の家じゃなくてボクん家ちだろ、このおとぼけさん！」

「だってテンパっちゃったんだよ、アリス殿どのが可愛いんだもん！　……ドゥフッ」

　自分で言っておいてまた恥ずかしくなったのか、帽子屋は気持ち悪い嘶いななきのような笑い声と共に、顔を覆おおって動かなくなった。──こう言ってはなんだが、残念な人のようだ。
















「ねえアリス、聞いた？　帽子屋が君を可愛いってさ」

「あ、は、はい……ありがとうございます」

「うんうん。でもそんなふうに他人を褒められる帽子屋のほうが、もっと可愛いよね！」

「え？」

　ごく当たり前の事実のようにさらりと言ってのけると、三月ウサギは帽子屋の手を引いてテーブルに近づいた。

「さあ、お茶会の続きをしようよ。アリスも席に座って！」

「ドプフォ！　おにゃのことお茶会キタコレ！」

　帽子屋は自分の発言がツボに入ったのか、椅い子すに座りながら、またぷるぷる震えて笑っている。──キタコレはちょっと古い気がする。

「あ、あの……」

　シロウの命令に従うなら、ここはさっさと席についたほうがいいのだろうが、想像していたよりもあまりに変な二人の様子に、つい躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「あれっ、ひょっとして」

　すると三月ウサギが、穏やかな様子を崩くずさずに言った。

「時間を気にしてるの？　この世界にいられる時間のこと！」

「えっ……！」

　急にゲームのルールのことを持ちだされ、心臓が、どきりと跳はね上がる。

『ふぅん、この三月ウサギ』

　シロウが呟つぶやくのが聞こえる。

『どういうつもりだ？　ルールを理解してるうえで、おどけて振ふる舞まってんのか』

（ど、どうなんでしょうね……）

　疑問に心の中で返すが、しかし、三月ウサギは変わらずにほんわかした口調で語る。

「心配しないで！　時間なんか気にしなくていいんだよ。帽子屋と一緒にいる限りはね」

「な……なぜですか？」

「それはねえ」

　三月ウサギは壁にかかった時計を指しながら、答える。

「帽子屋の傍にいれば、周りの時間が巻き戻るからだよ」

　その時計は、三時五十九分を指している。

　どういう意味だろうかと訝いぶかしく思っているうちに、時計の長針が「十二」を指した。

　するとふいに、それまで一人で笑っていた帽子屋の動きが、ぴたりと止まる。

　次いで、彼は椅子の背に思い切りもたれかかると、そのまま天てん井じようを見上げて虚ろな表情になった。それまでのハイテンションが噓のように、天を仰あおいでぐったりしている。

　その頰を三月ウサギが優しく撫でる間も、帽子屋がぶつぶつ呟いているのが聞こえる。

「……で、ぼく……ころ、に……」

「うんうん」

　彼の声を遮さえぎるようにして、三月ウサギが声をかける。

「辛いねえ、しんどいねえ、帽子屋。でも大丈夫だよ。ほらあと三十秒、頑張って」

（な、何が起こってるの……？）

　事態が吞み込めず、動けない。そうこうしている間に、三十秒ほど経つと。

「……ンファッ!?　あれっ、帽子屋は一体何を？」

「大丈夫だよー、帽子屋。また発作が起こっただけさ、安心して」

　またさっきのような調子に戻った帽子屋が、彼なりに戸惑った様子をみせているのを、三月ウサギが親身に宥める。それを確認したシロウが、なるほど、と唸うなった。

『帽子屋の能力は「時間殺し」だ。あいつの周りにいる限り、時間は永遠に午後三時を繰り返すというのは知っていたが……』

　時計の時刻は、また午後三時を指している。

『さっきの一分間だけ、奴は様子がおかしかったな。これは思わぬ収しゆう穫かくだ』

　実に嬉しそうに、そう彼は語った。よくわからないが、つまるところ、帽子屋は一時間に一分間だけ、隙すきができるということなのだろうか。銀の檻の都合で体調が悪くなったり戻ったり──そんなのは、酷い話だ。と、アリサが考えていると。

「ンフッ！　アリス殿、トカゲとお話しですか？　ファンシー！　ファンシーですぞ！」

「あっ……す、すみません。お、お言葉に甘えて、私もご一緒しますね！」

　いけない、つい作り笑顔を忘れそうになっていた。なんとか口の端の位置を保ちつつ、椅子に腰かける。それを見届けると、三月ウサギはかいがいしくお茶の準備を始めた。

「ンフー」

　かたや、こちらをじっと見ている帽子屋が、強い鼻息を漏らしつつ言う。

「アリス殿、可愛い！」

「あ、ありがとうございます」

（なんでこの人、私のこと、そんなに気に入ってるんだろう……？）

「帽子屋は、昔からアリスのお話が好きだったからねー。仕方ないね」

　カップにお茶を注そそぎながら、三月ウサギが言った。

　今、何もない空間から、お茶の入ったポットを取り出したように思えたのだが──

『三月ウサギの能力は「もてなし」だ。お茶会に必要なものなら、何もないところから無む尽じん蔵ぞうに取り出せる。けっこう強力な能力だ。例えばナイフだって、食器ではあるからな』

「へえ……」

　手の中から新しいお茶菓子まで出している三月ウサギを見つつ、シロウに相槌を打つ。

（いいなあ。買い食いとか気にしないで、好きなだけお菓子を食べられそうで……）

　家での自由のないおやつの時間を思い浮かべ、ちょっとそんなことを思った。

「さーて、準備できたよ。みんなでゆっくり食べようね！」

「あれぇ、三月ウサギ、ちょっとお待ちを。帽子屋、意見がありまぁす！」

　帽子屋が相棒の袖そでを引っ張って言った。

「ヤマネ殿がいないお？　どうするの」

「ヤマネならテーブルの下にいるけど、いいよ。ほっといても」

「えー。帽子屋としてはアリス殿も交えて四人でお茶会をしたい所しよ存ぞんっ！」

　なぜかビシッと敬礼をしながら、帽子屋がそう言うが、三月ウサギにはヤマネを起こす気はまったくない様子だ。

「んもー、帽子屋は優しいなあ。じゃあ、後でヤマネには角かく砂ざ糖とうでも齧かじらせておくからさ。ほらっ、帽子屋はこっちの、美味しーいお菓子を食べててね」

「わーい、あまーい!!」

　砂糖がまぶされたドライフルーツらしきものを口に放り込まれた帽子屋は、もぐもぐと嬉しそうに咀そ嚼しやくしている。ヤマネのことなどすっかり忘れてしまったようだ。

「……わたしは、三月ウサギからの差別を思い知らされた」

　寝言がテーブルの下から聞こえてきたが、当然、三月ウサギは無視する。

（なんかこの三人の関係、ちょっと怖いかも……）

　いくら三月ウサギにとって、帽子屋が不ふ可か欠けつの存在だからといって、過か保ほ護ごすぎというか、甘やかしすぎではないだろうか。帽子屋も、思っている以上に変な人だし──と、密かに考えていると、三月ウサギと帽子屋は、今度はこちらに視線を向けてきた。

「ほらアリス殿、お茶でござる。飲みたければ飲むがいい、恵めぐんでやろう、なんちて！」

「帽子屋ったらー、わざわざ俺様な態度取ろうとしなくっていいんだよ。で、アリス」

　三月ウサギが、じっと、こちらの目を覗き込むような体勢で言った。

「飲まないの？　お茶……」

　いつの間にやら、湯気の立ったカップが、前に勧すすめられていた。

『わかってるよな、嬢ちゃん』

　シロウの声に、僅わずかに頷うなずく。

（の、飲むふりをしなくちゃいけないのは、わかってるけど……）

　こんなに見つめられると、すごくやり辛い。帽子屋も、こちらをじっと見み据すえている。

（ちゃんと飲むか、確認されてるのかな……うう、でも、ここは笑顔のままでいなきゃ）

「では、いただきます」

　緊張しながら、カップを手に取り、ゆっくりと口へ運ぶ。カップを傾けて、中の紅茶が唇に触れるか触れないかのギリギリのところで、また角度を戻して──

「お……美味しいお茶ですね！」

　にっこりと、作り笑いをしてみた。

「ンフォー!!」

　すると、それに一番反応したのは帽子屋だった。

「アリス殿、可愛いー！　萌もえー！　萌えーッス！」

「帽子屋、オタクだって『萌えッス』とか言わないよ。でもよかったー、喜んでもらえて」

「いいえ……こちらこそ」

　──助かった、と安あん堵どを覚えるのと同時に、噓をついた罪悪感もちくりと胸を刺さす。

（でも普段だって、私、噓をついてばかりだもの。今さらだよね……）

　そんな自虐的な言葉が、胸の中に渦巻く。だがそんな気分は、次の瞬間に吹き飛んだ。

「これでアリスも、帽子屋の傍にずっといてくれるね！」

「えっ!?」

　三月ウサギの聞き捨てならない言葉に、一気に鼓こ動どうが激しくなる。

「ど、どういうことですか？」

「だってそのお茶には、お薬を入れておいたんだよ？」

　三月ウサギは、フードのウサギ耳を揺ゆらしつつ、首を傾げて言った。

「十五分くらいで、眠くなると思うよ。大丈夫、ベッドは貸してあげるから。ね、帽子屋」

「ンフッ！　アリス殿の可愛いをまるごとコレクションですぞ、キャッ」

　帽子屋は顔を両手で押さえて恥はずかしがっている。

『はあ……言い方さえ違えば、もう少し色気の出そうな台詞せりふだな』

　シロウのぼやきが、耳に届いた。

『ま、こんなこったろうと思ったぜ。嬢ちゃん、当然だけど、飲んでないよな？』

　小さく頷いて返事するが、内心、戦せん慄りつしていた。シロウはさもありなんといった様子だが、帽子屋たちは、ルールに反しない形でこちらに危害を加えようとしていたのだ。

（シロウさんの言う通りにしてなかったら、私、眠らされて……閉じ込められてたんだ）

　もっとも、帽子屋の傍にいる限り、制限時間は来ないのだから、死ぬこともないのかもしれないが──一生この世界にいるなんて、想像するだけでぞっとする。

（滅茶苦茶だと思ってたけど、本当にシロウさんの考えてた通りになるなんて……！）

　彼の指示に従したがってよかった、と、心からそう思った。

「ねー、帽子屋」

　一方、こちらの冷や汗あせなどどこ吹く風で、三月ウサギはせかせかとプディングをスプーンで掬すくい、帽子屋の口に運びながら話しかけている。

「そういえば、この前も別のものをコレクションしたよねえ」

「んー、もぐもぐ。そうだったっけ？　帽子屋は覚えてないお、三月ウサギ」

「でもあれは捕まえてみたら、あんまり可愛くなかったんだよねえ。なにせ芋虫だったし」

『芋虫……？』

　と──シロウがぴくりと反応した。

『おい嬢ちゃん。その芋虫が今どこにいるのか聞け』

（え……あ、はい！）

　とりあえず頷いて、アリサは三月ウサギに問いかけた。

「あの、その芋虫は、今はどこにいるんですか？」

「あれっ、気になるの？」

「虫むし愛めずる姫君キタコレコポォ？　むしゃむしゃ」

　プディングを食べながらよくわからないことを口走る帽子屋は、とりあえず置いといて。

「き、気になります。私、虫が苦手なんです。だから、この家にいるのかと思うと怖くて」

　精一杯に演えんじながらそう答えると、三月ウサギはふわっと笑った。

「そうなんだ。ふふふ、安心して。芋虫なら、もうここにはいないから」

「そうそう、東の山の木の上に返したんだお。たぶん明日には蝶ちよう々ちようになってるお！」

「もう、おバカ可愛いなー帽子屋はー。あの芋虫はサナギにならずに死ぬだけだよ？」

（なっ……!!）

　あまりにも呆あつ気けなく死と口走られると、背せ筋すじがぞくっと震えてしまう。

『……まずいな』

　シロウの声に、ほんの僅かに焦りが生じた。

『芋虫を殺す気か。いや、木の上に返したと言ってたか……なら、まだ望みはある』

「ど、どうしましょう？」

　小さくシロウに聞けば、彼は答えず、代わりにビルのしっぽがぴしっ、とこちらのうなじを叩いた。──撤てつ収しゆうしろ、ということだろうか。

（そ、そんな……ど、どうすれば）

　緊きん張ちようしながら作り笑いをしていたせいで、頰が攣って痛くなってきた。それに、混ぜられていた睡眠薬が即効性のものなら、あまり長く起きていては変だと感づかれてしまう。

「はい、プディングはおしまい！　後は次のお茶会をお楽しみにね」

　帽子屋にすっかり食べさせ終えた三月ウサギが、視線を再びこちらに向けてくる。

「ところでアリス、もう眠くなってきたんじゃない？」

「えっ!?　えと、わ、私は……」

「えー、やだー、三月ウサギ！」

　と、帽子屋が異い議ぎを申し立てる。

「帽子屋、まだアリスと遊び足りないー！　お茶会名物、腹ごなしの運動をキボンヌ！」

「うんうん、帽子屋は遊びたい盛りだよねー。でも運動するにしても、家の中じゃ狭いよ」

「なら外であしょ、遊べばいいのです！　コポォ、帽子屋ったらまた嚙んでしまった」

「うんうん、大丈夫、帽子屋はいつでもカッコいいよ。まあ、いいかあ。アリスにはちゃんとお薬飲んでもらったしねえ」

　三月ウサギは、帽子屋の願いならなんでも叶えてあげたいのか、強きよう硬こうに反対しない。

『──これだ』

　またビルのしっぽでこちらの頭を叩きながら、シロウが言う。

『いいか嬢ちゃん、もうひと踏ん張りだ。ここは古こ典てん的てきな手を使おうぜ』




「もーいーかいっ！」

「ま、まーだでーすよー！」

　ここは、三月ウサギの家の庭。元気のよい帽子屋の呼び声に、負けずにノリノリになっているふりをして、アリサは声を張り上げた。シロウの作戦、それは簡単なものだった。

『相手が遊びたいってんなら、一緒に遊んでやればいいんだよ。ただし、小学生みたいに……かくれんぼの途中でトンズラしてやれ』

（確かにこれなら、怪しまれずに隠れて移動できるし……帽子屋さんの要望に従ってるんだから、三月ウサギの人にも睨にらまれずに済むけど）

　だからって、こんな世界に来てまで、かくれんぼをするはめになるとは思わなかった。

　それにもう、無理に笑っていた頰の痛みが限界だ。

（で、でもここで噓をつくのをやめたら、きっと酷い目に遭うもの……！）

　そういえば昔、中三の時、文化祭の準備がやたらと長引いて、朝の六時から夜の七時まで学校にいたことがある。あの時も演じ続けるのが辛かったが、なんとか切り抜けたのだ。

　その時を思い出して、決死の覚悟でアリサは作り笑いを浮かべ、いかにも楽しそうに振る舞った。それが功こうを奏そうしたようだ。

「遊んでもらえてよかったねえ、帽子屋。じゃあ、ボクは向こうのほうに隠れようっと！　帽子屋が見つけやすいとこに隠れないと、かわいそうだからね」

　三月ウサギは、「眠くなったら眠っちゃってねー」と言い残すと、庭の茂みに、わざとらしくお尻を出して隠れた。そこでこちらは、じりじりと彼らから距離を取る。

『庭の隅の大きな木の陰に行け。裏の垣かき根ねに穴ができてる。そこからこっそり抜けだして、俺のとこまで走ってきな。俺はさっきの林道を進んだ先の、丘の上にいる』

「わ、わかりました……」

　言われるがまま辺りを見回して、シロウが指していると思おぼしき巨大な木と、その陰にひっそりと空いた垣根の穴を発見する。

（うわっ。この木、よく見たらすごく気持ち悪い……）

　間近で見ると、その木の幹はうっすらと紫色で、高い梢こずえには、人間大のさやえんどうとでも呼ぶべきモノが大量にぶら下がっていた。そのさやえんどうの皮は半はん透とう明めいで、中に何か布のようなものが詰まっているのが見えたが──今は、逃げるのに集中しなくては。

　アリサは素早く身を屈めて、穴をくぐり抜け、三月ウサギの庭から逃亡した。

　テニス部での活動に、これほど感謝したことはない。走り込みの練習ばかりだったお陰で、全力で丘を駆け上っても、さして苦痛ではなかった。

　アリサは、なんとかシロウの隠れる木の近くまでやってこられた。

『……よし、尾び行こうもされてねえな』

　こちらの背後をじっと見守っていたビルの口から、そんな言葉が聞こえた後──

「うんうん、よくやったじゃねえか、嬢ちゃん」

　双そう眼がん鏡きようを手にしたシロウが、すっと姿を現す。

「シ、シロウさん！　私……」

「これで帽子屋どもの偵察もできたし、芋虫の居場所もわかった。上出来だぜ」

　シロウは上機嫌そうに笑いながら言った。それを見て、思わず安堵の息を吐く。

（よかった。私、生き残ったんだ──）

　危あやうい場面はあったが、逃げのびられたのは、シロウの指示があったからこそだ。

（シロウさんは怖い人だし、秘密だらけの、よくわからない人だけど）

　──それでも、脱出できたのは彼のお陰だ。疲れたけれど、お礼を言わなくては。

「あの、シロウさん。さっきはどうも、ありが……」

「あー、おい、待て待て」

　と、なぜかシロウがこちらの言葉を遮り、苦笑して言う。

「あんた、無理すんなよ」

「え？」

　意味がわからずにいると、シロウは指し摘てきするように、こちらの頰を軽く摘んだ。

「無理に笑わなくていい。疲れてんだろ？　そういう時は、疲れた顔してな」

「あっ……」

　言われて、気づいた。──また、作り笑いを顔に貼りつけていたことに。

（ずっと緊張してたし……家だと、疲れた顔したら叱られてたから、癖になってたんだ）

　アリサが目を丸くしていると、シロウは手を頰から離して、肩にぽん、と置いた。

「それに前にも言っただろ、感謝される筋合いはねえってな。まあしかし、その噓笑いは大したもんだ。これからも、その調子で頼むぜ」

　シロウは何気ない様子で語る。けれど、その言葉はとても新鮮な響きを持っていた。

（疲れた時には、疲れた顔しててもいいんだ……そっか、それもそうだよね）

　そう思うと、なんだか、ちょっとほっとする気持ちになった。

「さて、こちらも準備は整ったかな」

　と、シロウが言ってはっとした。

　気づかなかったが、彼は足元に手て押おし車ぐるまと、小さなリュックサックを準備している。

「あのっ。これ、一体どうしたんですか」

「盗んだ。帽子屋の家から」

　こともなげに言ってのけたシロウは、さっさと東──芋虫の居場所まで歩きだす。

（盗んだ、って……もしかしてシロウさん、元々泥どろ棒ぼうなのかな……）

　そんなことを思いながら、アリサもまた、彼の後ろをついて歩くのだった。




　──一方その頃、三月ウサギの家では。

「うーん、困ったねえ、帽子屋。アリス、どこにもいないよ。逃げちゃったみたい」

「えーっ、そんなー！　お薬飲んでもらったのに……うう……悲しいお」

「わたしは、お腹が減っているのを感じた」

「うるさいよ、ヤマネ」

　テーブル下のヤマネの尻しりを蹴ってから、三月ウサギは帽子屋の頭を優しく撫でた。

「大丈夫だよ、帽子屋。きっとまたアリスに会えるよ」

「本当？　また萌え萌えキュンキュンできる？」

「できるできる」

　そう答えてから、三月ウサギは壁にかかった時計を、じっと見据える。

「でも今度はこっちから、会いに行こうね」

　その瞳はどこまでも澄すんでいるが──どこまでも冷たかった。
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　三月ウサギたちの言っていた「東の山の木の上」に、シロウは心当たりがあるようだった。いつものように迷いなく進む彼は、軽かる々がると手て押おし車ぐるまを押している。

（……そういえば、どうして手押し車なんて持ってきてるのかな）

　最初は何か重い荷物か、土でも運ぶつもりなのかと思っていたが、三月ウサギたちの家を離れてもなお、その上に何も載のせていない。リュックは、アリサが背せ負おっている。

（シロウさんのことだから、きっと何か考えがあるんだろうけど──）

　東の山はさほど高くはないようだが、薄く霧きりがかかっている。そのせいなのか、さっきから少し肌寒い。銀の檻おりが、首筋にひやっと冷たい感触を与える。

「……ふう、やれやれ」

　と、そろそろ頂上につきそうだというところでふいに立ち止まったシロウが、額ひたいの汗あせをそっと拭ぬぐった。そして無言のままに懐ふところの銀時計──『月時計』を取りだす。

　彼は小さく舌打ちした。

「どうしたんですか？」

「ああ……パニクらないって約束できるか？」

「──えっ」

　その不ふ穏おんな問いかけに、ちょっと怖おぞ気けを感じる。例の月時計は、アリスがこの世界に存在できる制限時間を表すものだったはずだ。それを見て舌打ちしたということは──

「ひょっ、ひょっとして、もう私には時間がないんですか!?」

「だから、パニクるなっての。落ち着けよ、まだ時間はあるから」

　そう言って彼がかざして見せた月時計の月は──ほんの少し、欠かけていた。

「えっ……!?　あ、ああ……も、もう、欠けだしているんですか」

「欠けたんじゃない、まだあると思え。まあ、帽ぼう子し屋やの近くにいた時は時間を気にしなくてよかったが、こんな手押し車持ってきたせいで、山登りに手間取っちまったんだがな」

　本当なら、車椅い子すでもあればよかったんだがなあと、彼はぼやいた。

（うう……もう、時間がなくなってきてるなんて）

　自分の首に手を置き、俯うつむいてしまう。次々と色んなことが起こっていたせいで深く考えずに済んでいたが、もし自分がこの世界で死んだら、現実ではどうなるんだろう。

（誰か、私のお葬そう式しきで泣いてくれるかな。ママは、どうなのかな。泣くのかな……）

　──そういえば、この世界の女王様の声は、なぜか、ママそっくりだった。あの女王様はアリサの首を刎はねるのを心待ちにしているという話だったが、ママは、どうなのだろう。

（…………が死んじゃった時は、あんなに悲しそうだったけど……）

　記憶の彼方かなたの、思い出したくもない過去を、つい心の中で掘り返してしまう、が。

「おい、嬢じようちゃん」

　眼前で手を振りながらシロウに呼びかけられて、はっと意識を取り戻した。

　気づけば、肩に載っているビルもまた、どことなく心配そうにこちらを見ていた。

『トッケー？』

「大丈夫か？　ぼーっとしてるんじゃねえよ」

「えっ、あっ、すみません！　……ビル君も、ありがとう」

　──ここでくよくよしていたら、月時計の時間が元に戻るわけじゃない。

「すみませんでした、シロウさん。芋いも虫むしの人を、早く捜さがさないといけないんでしたね」

　気を取り直してそう言うが、しかし、青年はぱたぱたと手を振った。

「強がらんでいいし、捜すんでもないっての。やっぱり気づいてねえんだな、嬢ちゃん」

　シロウは、人差し指で真上を指さした。指されるがままに、そこへ目を向けると──

「なっ、あ、あれは……!?」

　高い木の、枝の先に──何か、黒っぽいものが引っかかっている。目を擦こすってよくよく見てみれば、それは思っていたよりも長く、大きく、時とき折おりもぞもぞ動いている。

「あのっ、あれって…………まさか、人……ですか？」

　なわけねーだろ、という返答を期待して問いかけるが、しかし、シロウは平然と頷うなずいた。

「ああ、そうだぜ。てか、あれが芋虫さ」

「えっ、えええっ!?」

　さらに目を凝こらしてよく見てみる。霧に紛まぎれて見づらいが、その人物、芋虫は、どうやら何かで身体からだを縛しばりつけられているらしい。確かに三月ウサギたちは、芋虫を木の上に返したと言っていたけれど──まさか、縛って木に吊つるしているなんて、あまりにも酷ひどい。

「やっていいことと悪いことの区別がつかないから、犯罪者なんだよ。嬢ちゃん」

　こちらの気持ちを汲むように言ってから、シロウは例の双そう眼がん鏡きようをポケットから取りだし、数歩下がった。それから息を吸い込み、芋虫に呼ばわる。

「おーい、芋虫！　聞こえるか!?　聞こえたら、首を縦たてに振れ」

　──数秒後、吊るされた芋虫の首が、縦にうん、と動いたのが見えた。どうやら、まだなんとか無事のようだ。少し、ほっとした。

「よし」

　シロウは口の端はに笑みを浮かべてから、続いて、おもむろにこう言い放った。

「じゃあ、質問するぞ。あんた、これから先、俺に従うつもりはあるか？　あるんなら、そこから下ろしてやるよ」

「えっ!?」

　耳を疑い、思わず問い返してしまう。

「ちょっ、ちょっと待ってください。あの、すぐに助けないんですか!?」

「そんな人道的な真似するわけねえだろ。ボランティアやってんじゃねえんだぞ」

　シロウは、すっ、とこちらの眉み間けんに人差し指を突きつけて言う。

「嬢ちゃんは、しばらく黙ってな。あんただって、俺の命令には従うって言ったはずだ」

「うっ……！」

　それを持ちだされると、何も言えなくなる。こちらが口を噤つぐむと、彼は再び芋虫に目を向けた。すると──芋虫は、こくこくと何度も首を縦に振っていた。

「ほう。やっこさん、よっぽど助かりたいらしいな」

（それは、木に吊るされてなんかいたら、誰だって助けてほしいよ……）

　言い返したい気持ちも少しあったけれど、シロウはそれを許す雰ふん囲い気きではない。

「よし、じゃあお望み通り下ろしてやろう。ただし条件がある。これから俺がいいと言うまで目を瞑つむって、絶対に開けるな。……嬢ちゃん、あんたもだ。しばらく後ろ向いてな」

「えっ……な、なぜです？」

「なぜもでももねえ、これは重要なんだ。とぉってもな」

　若干イライラした調子で言われると、これも、従わざるを得ない。

（どうしたんだろう、シロウさん……）

　戸と惑まどいつつも、身体ごと後ろを向く。その時に横目で見えたシロウは、念入りに双眼鏡で、芋虫の目がきちんと閉じられているか確認していた。そして、そのほんの数秒後。

「よし、目を開けな。嬢ちゃんも、こっち見ていいぞ」

　そこでゆっくりと、そちらを見てみると──

「……ええっ!?」

　シロウの正面、足元の地面に、誰か横たわっていた。首元に、きらりと銀色のものが見える──そう、銀の檻。紛れもなく、彼は芋虫だ。鼻から下を布で覆おおわれ、濃のう紺こんの拘こう束そく衣いの上から、また幾いく重えにも拘束具を着けられている。目を背そむけたくなるような姿だ。

　けれど正直、信じられないのは、芋虫のこの有様ではない。あっという間に彼を下ろした、シロウの所しよ業ぎようだ。常識的に考えて、数秒であの梢こずえに登り、自分と同程度の体格の人間を抱えて下りるなんて、できるはずがない。瞬またたく間の業わざに、戦せん慄りつすら覚えてしまう。

「あ、あの、シロウさん。一体……あの、どうやって」

「盗んだんだよ。手押し車の時と同じさ」

　芋虫の状態を確認しながら、平然と、シロウは答える。

「ぬ……盗んだとは、どういう」

「気にすんな。それより、リュックを開けろ。中に入ってる水を、こいつに飲ませるから」

　強制的に会話を打ち切るように、彼はそう言い放った。

「わ、わかりました」

　これ以上、シロウに答える気はないらしい。仕方なく、アリサは指示に従したがった。

（それにしても、まるで魔法みたいに盗めるなんて……ひょっとして、そうやってモノを盗めるっていうのも、白ウサギの能力なのかな）

　もしそうなら、シロウが黙だまっているのはなぜだろう──などと考えつつ、リュックの中から取り出した水の瓶びん（ラベルに『私を飲んで　注：巨大化しません』とある）を渡す。

「三月ウサギどもに、相当痛めつけられたようだな。どれ、飲ませてやるよ。ただし妙みような真似したら、わかってるよな？」

　再度の念押しに対しても、芋虫は律りち義ぎに頷いた。そこでシロウは相手の顔を覆っている布を取り払う。すると、芋虫の顔が露あらわになった。

「う、う……」

　呻うめいている彼は、年齢的には、シロウより年上に見えた。かなり衰すい弱じやくしているのか顔色が悪く、呼吸もか細い。けれどその顔立ちは、アリサに、日曜日の公園を想起させた。日曜日の公園の陽だまりの中で、子どもと遊ぶ姿が一番似合いそうな雰囲気の人だった。

「ほれ」

　かなりぞんざいに、シロウは芋虫の口に水を注そそぐ。すると、芋虫は──ひょっとしたら、それはただの水ではないのかもしれないが──徐々に、生気を取り戻したようだ。

「……あ……ありがとう」

　けほけほ、と何度か咳せき込んでから、芋虫は穏おだやかな声音で礼を述のべた。

「助かったよ。あともう少ししていたら、本当に、危ないところだった」

「そうか、そりゃよかった。あんたに死なれると、俺もこいつも困るところだったからな」

「こいつ……？」

　そこで初めて、芋虫はアリサに気づいたらしい。彼は目を、一瞬、大きく見開いた。

「君は──」

「ルールは、例によって銀の檻から聞かされてるよな？　こいつがアリスさ」

「ああ……そ、そうなんだ。この子が、アリスなのか……」

　なぜだろうか──彼は、何かショックを受けたような表情だ。

　なんと声をかけたものか考えあぐねていると、やがて、芋虫は静かに語りだした。

「すまない、アリスさん。ちょっと驚おどろいてしまって……ええと、僕の名前は須す永なが時とき夫お。芋虫の役職、らしいけど……ずっと吊るされていただけだから、何がなんやら」

「ご丁寧に自己紹介とは、まるで嬢ちゃんみたいだな」

　腰に手を置いて、シロウはふん、と息を吐いた。

「俺はシロウ、こっちはアリサって名前らしい」

「ど、どうも」

　シロウの適当な紹介に続いて、こちらから軽くお辞じ儀ぎをすると、芋虫、こと須永は、動けない身体ながら返礼してきた。

「は、はじめまして。こちらこそ……」

「おいおいオッサン、ほのぼのしてる場合かよ。まったく」

　と、屈んだシロウが須永の顎あごを摑つかみ、強制的に自分のほうを向かせる。

「本題に入る前に、あんたが本当にホンモノの芋虫かどうか試させてもらう。例の読心だ。できるかどうか、やってみせてもらおうか。能力の使い方は、自然と身についてるはずだ」

　読心──要するに、心を読むということだが、一体どうやって証明してもらうのだろう。

　そう思っていると、シロウは、こちらを親指で指した。

「とりあえず、そうだな……この嬢ちゃんの好きな音楽ジャンルを当ててみな」

「えっ！　わ、私の!?」

「こういうのは、本人以外が答えを知らないものじゃないと検証実験にならないんだよ」

　シロウは簡単に言ってのけるけれども、心を覗のぞかれるなんて、そんなにいい気持ちはしないというか──というより、早く拘束具を外して助けるべきなのではないだろうか。

「い、いいのかい？」

　一方で須永は、気が進まない様子でシロウと、こちらを交こう互ごに見ている。

「アリサさんは嫌いやなようだけど」

「オッサン。俺は同じことを言わされるのは──」

「ええと。……電車のドアの前でスマホをいじる人と、同じくらい嫌きらいなのかな」

「……！」

　珍めずらしいことに──シロウの頰ほおが、ちょっと赤くなった。
















「おいあんた、誰が俺の心を読めって言ったよ」

「あ、すまない。違う、別に挑ちよう発はつしたかったわけでは……し、信じてもらえるかと思って」

（シロウさん、恥はずかしかったんだ）

　慌あわてて弁解する須永と、詰つめ寄るシロウの様子が面白くて、ちょっと笑ってしまう。

　すると須永がこちらを向き、そっと目を閉じた。同時に、何か、全身にすさまじい視線を感じる。例えるなら、巨大な目玉で直接胸の中を覗かれているよう、だろうか。

（なっ、何これ……!?）

　異様な感覚に驚いていると、芋虫は静かにこう言った。

「アリサさんは、ええと、メタル？　ロックっていうのか、そういうのが好きなんだね」

「えっ……！　あ、当たってます」

（すごい……誰にも言ってない趣味なのに、当ててしまうなんて）

　素直に驚くアリサをよそに、シロウはフン、と鼻を鳴らす。

「最初から、大人しくそうしてればいいんだよ。まったく」

　気を取り直すようにそう呟つぶやいてから、再び須永に詰め寄るようにして、彼は言う。

「じゃあ本題に入るぞ、オッサン。いいか、俺はこれからこの嬢ちゃんを連れて、王様と女王様のまします城に行く。あんたにはそこで、ハートの王の心を読んでもらう。俺が知りたいのは、このゲームを永遠に終わらせる方法だ。正直に教えてくれれば、それでいい」

「ゲームが終われば、君も、その子も、無事に出られるんだね。ここから」

「あんたもな」

「……僕はいいんだよ」

　須永は、諦てい観かんするように呟く。──その言葉は噓じゃない、とアリサは思った。あくまでも勘だが、彼の声こわ音ねには、噓だとするにはあまりにも、低く重い響きが混じっていた。

「言っておくが、あんたの生せい殺さつ与よ奪だつは俺が握ってんだからな」

　念を押すように、シロウは言う。

「芋虫のルールは『拘束されていなければならない』だ。俺があんたのこのベルトを少しでも緩めれば、その途と端たん、あんたは女王様に処刑される」

（……！　拘束具は取らないんじゃなくて、取れないんだ……）

　きっと、もぞもぞとしか動けない姿だからこその『芋虫』なのだろう。芋虫だから、動かずにあれ、ということか。──なんて残ざん酷こくなルールなんだろう。けれど、須永は頷いた。

「わかってる。僕には、他に動きようがないんだ……文字通りの意味で。だから、従うよ」

「誓うな？」

　シロウの目をまっすぐに見つめ、須永はもう一度、力強く頷いた。

　ややあってから、シロウは、ふはっ、と小さく笑いを漏らす。

「よし、それならさっそく出発といくか。オッサンにはこれに乗ってもらうからな」

　と、シロウは手押し車を足で軽く蹴けって示しめした。

（えぇっ!?　あの車って、須永さんを運ぶためのものだったの……？）

　だから車椅子がよかったと言っていたのか──と納得しつつも、これで人を運ぶなんて、すごく気が引けてしまう。須永も、嫌ではないのだろうか。

「ああ、わ、わかったよ……すまない。病院暮らしが長かったから、体重は軽いと思う」

　懸け念ねんをよそに、須永は素直に従った。シロウは彼を引きずって運び、傾けた荷台に座らせると、にんまりと笑った。

「じゃ、行くぜ。力仕事だからな、押すのは俺がやってやんよ」

　そのまま、シロウは須永を乗せた手押し車を押していく。

　揺ゆれているし、居心地は悪そうだ。でも、須永は文句を言わない。

（なんだか須永さんの様子を見てると、他ひ人と事ごとみたいに思えないかも……）

　そんなふうに考えつつ、アリサも歩ほを進めた。──しかし何ごとも、順調な時こそ注意しなければならないものだというのを、この時のアリサは、すっかり忘れていたのだ。




「……で、オッサン」

　山を下りはじめてしばらくしたところで、おもむろにシロウが口を開いた。

「あんたをあそこに吊るしたのは、三月ウサギと帽子屋で間違いないんだな？」

「うん……たぶんそうだと思う」

「たぶん？　ずいぶんと曖あい昧まいだな」

「いや、すまない」

　手押し車で運ばれつつ、須永は首を横に振りながら答える。

「恥ずかしい話なんだが、実はあまり覚えていないんだ。ずっと眠っていて、目覚めたらこんなふうに縛られていて……突然だったから慌てていたら、いつの間にか目の前に誰かが立っていて……確か、急にお茶を飲まされたような」

「そ、それじゃあやっぱり、あなたを吊るしたのは三月ウサギの人たちだと思います」

　と、口を挟む。

「私も、眠り薬が入ったお茶を飲まされそうになりましたし」

「そうだったのか。君も……」

　そう言って須永は悲しそうに俯き、心情を吐と露ろするようにゆっくりと語りはじめた。

「……一体誰が、どんな目的でこのゲームをはじめたんだろうね。魔法がもし存在するなら、もっと可か愛わいくて素す敵てきなものだと思っていたよ」

「んなわけねえだろ、オッサン」

　揶や揄ゆするようにシロウが言った。

「人間はみんな身勝手なんだよ。自分の欲望や興味のためなら、平気でなんだって投げ捨てるのさ。魔法なんて得体の知れないモンを使える奴なら、なおさらそうだろうよ」

「……そうだね」

　須永はそう言って、口を噤んだ。アリサもまた、何も言えなかった。

　こういう話になると、シロウはいつもどこか──自分で自分を傷つけているような、そんな気がする。だがだからといって、何を言えばいいのかなどわからない。もやもやしたような、もどかしい感覚が、胸の中に広がるだけだ。そんなふうに、思っていたら──

「やあ！　お久しぶりですね」

　こちらの行く手を遮さえぎるように、妙に明るい声と共に現れた人影があった。

　チェシャ猫ねこだ。恐らく、例によって曖昧な形で姿だけ見せているのだろう。

「なんの用だ、あんた」

　途端に刺とげ々とげしい声音になったシロウが問う。

「こっちは先を急ぐんだがな」

「ええ、ええ。そうでしょうとも。おや、芋虫さんもご一緒なのですね、はじめまして」

「はあ……あ、どうも」

　律義に返事をした須永に、チェシャ猫は大おお仰ぎようにお辞儀をしてから、ところで、と言った。

「準備運動はもうできましたか？」

「……はあ？」

　唐突な言葉に、シロウのみならず、須永も、アリサも疑問を露わにする。

「どういう意味だ。あんた、観戦に飽あきたからゲームに参加する、なんて言うつもりか？」

「まっさかまさか」

　チェシャ猫は、ぱたぱたと手を振って笑う。

「そんなつまらないこと、よほどでなければしません。むしろその逆ですよ。あなたたちがすぐにやられてしまってはつまらないから、助言しに来たんです」

「なんだって？」

　シロウが、何かに気づいたようにその眼差しを鋭くした。

　それとほぼ同時に、須永がじっと目を閉じた後、にわかに叫ぶ。

「まずい！　誰かが、アリスを捜してこっちに来ている！」

「っ……!?」

　悲鳴を、自分の手で塞ふさいだ。しかし口元を押さえた手の、震ふるえが止まらない。

「オッサン、何人くらいの『声』が聞こえるか、あんたわかるか？」

「……せ、正確な人数まではわからない」

　瞼を閉じたまま、苦しそうに眉間に皺しわを寄せて、須永は答える。

「これは……酷いな。とにかく、アリサさんを捜しているのはわかるけど、それ以上は」

「読心というのは大変でしょうねえ」

　と、いつの間にか首だけこちらに出現させて近づいてきていたチェシャ猫が言った。

「相手の心の中身が自分の頭の中に流れ込むなんて。しかも、相手が魔法で作られた動物だったら余計に苦しいでしょうよ。動物って、思考の内容が極端でしょうしねえ」

「魔法の動物だと！」

　シロウは、その時──初めて、焦あせりの表情を見せた。

「チッ。……『コーカス・レース』の連中か」

　それは確か、あの不気味な動物の集団の名前だ。

「でっ、でも、どうしてここまで!?」

　つい、疑問の声をあげてしまう。

「だってシロウさん、あの動物たちは決まったルート以外は歩かないって……！」

「んなの、俺にだってわかんねえよ」

　苛いら立だった口調でシロウに返され、はっとした。──泣きごとを言っている場合じゃない。この世界では、立ち止まってまごついていたら死んでしまう。それくらい、学んだはずだ。

「いいか嬢ちゃん、オッサン。全速力で逃げるぜ」

「おや、大丈夫なんですか」

　ニヤニヤとおどけた態度で、半はん透とう明めいのチェシャ猫が言う。

「急いで山を下りても、ずーっと追いかけてこられたら困るんじゃないですかねえ」

「……てめえには、何も教えねえよ」

　一際鋭い眼差しで、そう告げて、チェシャ猫を睨にらみつけた後──

「オッサン。あんたも死にたくなかったら、動物どもの心の声はずっと読んでおけよ。これから、とっときの場所に逃げるからな」

　そう言ってから、余裕を取り戻した表情で、シロウはこちらに笑いかける。

「ふはっ、そう不思議そうな顔するなよ。下準備は、二周目プレイヤーの特権ってな。そら、走った走った!!」

「は、はい！」

　言うなり手押し車を押しながら走りだしたシロウに力強く頷いてから、アリサもまた、全速力で駆けだした。視界の端はしに、チェシャ猫が楽しそうなにやけ顔で、自分たちを眺めているのが映る。それは面白い出し物を眺ながめている子どものように、無邪気な顔だった。




　シロウは山道を逸それ、林の中で入り組んだ獣けもの道みちのような細い道を進んでいる。須永を運んでいるぶん彼の足取りは重く、時折、苛立ったような息いき遣づかいが聞こえてきた。アリサもまた、走りだしてからしばらく経ち、だんだん疲れを感じてくる。

（脇わき腹ばらがちょっと痛い。でも、大丈夫。まだ走れる、はず……走らないと！）

　頭の中を占めるのは、捕まったら喰い殺されるという恐怖だけだ。

　耳元に心臓があるような激しい動どう悸きなんて、元の世界では聞くことはない音だった。

　それなのに今は、それがかつての無む機き質しつな日々を忘れさせるほどの音量でかき鳴らされている。ただ、今は走り抜けて──走り抜けていかなくては。

「どうだっ、オッサン！」

　駆かけながら、シロウが須永に問いかける。

「連中は撒まけそうか。それとも、まだ追いかけてきてやがるか!?」

「っ……う、ああ、追いかけてきているみたいだ」

　須永は脂あぶら汗あせを流しながら、頷いた。

「いや──違う、近づいてくるのが、早すぎる……あいつらは追って……はいるが……」

「ど、どうしたんですか!?」

　横から問いかけると、須永は、やがてはっと目を開けて空を見上げた。

「違う、空だ!!　奴らは走っていない！」

「何っ……！」

　シロウが驚きよう愕がくの表情を浮かべた、それとほぼ同時に。

『アリスゥー!!』

　あの動物たちのけたたましい声が──上空から、こちらに向かって迫ってきた！

　咄とつ嗟さにしゃがんだその視界の上を、黒い鳥影がいくつも、Ｖ字型に飛び去っていく。

（と、飛んでる……!?）

「クソッ、あいつら！」

　忌いま々いましそうに舌打ちしつつ、シロウが車から手を離し、駆け寄ってきて言った。

「鳥のくせに歩きまわってるなんておかしいと思ってたが……ほら、立ちな！」

　シロウの手が、こちらの腕を摑んで立ち上がらせる。──その手の温ぬくもりが、恐きよう慌こう状態に陥りそうになっていた思考を、ぐいっと引き戻してくれるように思えた。

　だがその間にも、鳥は旋せん回かいし、再び攻撃を仕し掛かけようとしている。

　空を仰あおいだシロウは、舌打ちして手押し車に戻ろうとするが──

「気をつけろ、シロウ君！」

　と、車の上の須永が声を張り上げた。

「あいつら、今度は君を狙ねらっている！」

「んだと、クソが！」

　鬱うつ憤ぷんを思い切り晴らすようにシロウが叫ぶ。すると鳥たちが、また声をあげはじめた。

『……白ウサギ発見！　白ウサギ発見！』

『クァーッ、カカカカカカカ！』

　鳥たちの群れは、まるで漆しつ黒こくの闇やみで形づくられた霧のように集合し、一いつ斉せいに、シロウに対して敵意を剝むきだしにしている。しかし、驚いている暇ひまはなかった。

「くそ……仕方ねえ。嬢ちゃん、オッサンは任せた！」

　言うが早いか、シロウは全力疾しつ走そうをみせた。その背を、濁だく流りゆうのようになった鳥の群れが、まっすぐに追いかけていく。どの鳥も、こちらにこれっぽっちも関心を見せなかった。

（たっ、大変……！　どうしてあの鳥たち、急にシロウさんを！）

　とにかく、急いで追わなくては。

　須永の乗った車の取っ手を握って押すと、少しは重いが、走れないほどではなかった。

　アリサは鋭く息を吸い込んだ後、一気に車を押して、もう一度走りだす。すると──

「──あれれ？　シロウさんを追うんですか、アリスさん」

　ふいに、こちらに並走するように首だけ出現させたチェシャ猫が言った。

「彼と離れ離れになった、今がチャンスですよ」

（チャンス？　なんの……）

「あれ、わからないんですか？　律義に彼を追う必要ないじゃないですか。今のうちに逃げだして、一人で城に向かうのはどうです。道なら、私が教えてあげてもいいですよ」

「えっ……!?」

　──思考の虚を衝つかれ、歩を止めてしまった。はっと息を吞のむ。確かにそうだ、と心のどこかが答えた。そう、今、シロウはこの場にいない。逃げたいなら、すぐにでも──

『トッケー？』

　肩のビルが、まるでアリサの意思を窺うかがうように、戸惑った声を発する。手押し車の上の須永がちらりと振り返り、こちらを気遣うような眼まな差ざしを向けた。けれど──

「……大丈夫だよ、ビル。すみません、須永さん」

　口から出た声音は、自分でも思っていた以上に、はっきりとしたものだった。

　それから──こんなこと言っていいのだろうか、と思いつつも、はっきり言わなければ伝わらないだろう、という理性の声に従って、アリサはチェシャ猫に告げた。

「あ、あのっ、チェシャ猫さん。私、あなたよりはシロウさんのほうが信頼できますから、案内は結構です！」

　言い終わってから、心臓が恐怖でどきどきした。けれど拒絶されたチェシャ猫は、動どう揺ようするでも悲しむでもなく、むしろ舌舐なめずりするような表情とはちぐはぐに、こう言った。

「えぇーっ、そんなあ」

「……し、失礼します！」

　再び走りだす。走りだしながら、頭の片かた隅すみで自分の考えを整理した。ここで一人で逃げだせば、須永やビルを見捨てることになる。それはしたくない、という気持ちもある。

　しかし何より、シロウの指示は、これまですべて的確だった。彼には──利用されている立場だけれど──二度も命を救われている。それにこの世界で唯一、自分の噓うそ笑わらいを看かん破ぱしてくれた彼の、たまに見せる自じ嘲ちよう的てきな姿が、なぜか忘れられなかった。

「ねえ、悪いが、彼女は取り込み中だよ！」

　未いまだに離れようとしないチェシャ猫に対し、ついに不ふ愉ゆ快かいそうに、須永が叫ぶ。

「もうどこかに行ってくれ。構わないでくれないか」

「ふふっ。あなたはその子の味方がしたいんですか？」

　と──言われたチェシャ猫の姿が、徐じよ々じよに薄うすくなって消えていく。

「ふふふ……芋虫のくせに、つまらないなあ」

　捨て台詞ぜりふを残し、ぽんっ、という耳触りな擬ぎ音おんと共に、彼の首は消えた。

「須永さん、あっ、ありがとうございます！」

　走ったまま手短に礼を述べると、須永は少し笑って告げた。

「ど、どういたしまして。それより、シロウ君は……」

　その時、ビルが左前方に向かって、大きく鳴き声をあげる。

『トッケー！』

「……！　ひょっとして、そっちにシロウさんがいるの？」

　問いかけに応じた須永が、しばし、両目を閉じ──

「……っ、彼はこの先……そう遠くないところを走ってる。どうやら、その近くに彼が用意した隠かくれ家が──洞どう窟くつがあるようだけど」

　読心の連続が祟たたっているのか、苦しそうに息をつきながら、彼はそう告げた。

（洞窟……そっか、きっと前のゲームの時、そういう隠れ場を用意しておいたんだ！）

　アリサは心のどこかでまた感心しながら、彼の姿を捜した。すると──

「あっ、あれは！」

　鳥に襲おそいかかられている、シロウを見つけた。あわやと思ったが、どうやら違うようだ。

　シロウはその左手に、何か小さな小こ瓶びんを握っていた。そして駆け寄ってくるこちらの姿を見て、にやりと笑うと──

「おらぁっ!!」

　それを、迫る鳥の群れの真ん中に向かって放り投げた。瓶の中身が空中にぶち撒けられ、途端に鳥たちを、真っ赤な霧のようなものが包む。鳥たちは一斉にギャアギャアと言葉にもならない叫び声をあげ、もがいたり、あるいは地面に落下したりした。

「え、トウガラシの粉？　そうか、帽子屋の家から盗んだのか……」

　シロウの心を読んでいる須永が、そう言った。

　だが、これで逃げる時間ができたかと、安心したのも束つかの間まだった。

「何っ!?」

　シロウが驚きの声を発する。アリサもまた、目を疑うたがった。

　空中でもがいていた鳥たちが──徐々に、体勢を取り戻しはじめている。

「くそっ、こいつら意外にリカバリー早はええな！」

「シロウさん！」

　駆けつけたアリサたちを一いち瞥べつすると、シロウは手短に語る。

「……隠れ場所は、このすぐ下だ。坂を下りたその下に、俺の『ウサギ穴』がある」

　素早く身を翻ひるがえし、白ウサギは坂を滑すべり下りた。アリサと須永もそれに追つい随ずいする。しかし、鳥たちがまた突撃の姿勢をとっていたのも、視界の端で確認できた。

（どうしよう……！）

　このままでは、シロウは間に合わないかもしれない。確かあの鳥たちは、人を喰らうのだと聞いた。このままでは、と恐ろしい光景を想像し、血の気が引く。けれど──

（そうだ！）

　瞬しゆん間かん、頭に閃ひらめくものがあった。──人間より、車輪のほうが速いに決まってる。

「須永さん！　あ、足に注意してください！」

「えっ!?」

　須永の驚きの声を聞きながら、アリサは、駆け下りている地面を思い切り、さらに蹴った！　衝撃を受けて、ぐんとスピードが速くなる。

「……わ、わかった！」

　須永も意図を察してくれたようだ。拘束された状態ながら、なんとか足が直撃しないように、横向きに体勢を変える。どこに直撃しないようにか──もちろん、シロウの背中だ。

「シロウさん！　気をつけて！」

　彼の背中に向かって思い切り叫んでから、アリサは──取っ手を握る両手を、離した！

「なっ……う、うわっ!?」

　迫る手押し車の荷台部分が、驚くシロウの身体を、真後ろから掬すくい上げる。

　そうしてシロウと須永、二人分の体重を乗せた手押し車は、相当なスピードで坂を滑り──ぽっかりと空いたその入り口に、なだれ込むようにして、彼らは到着したのだった。




　それから、二十分ほど経った頃。

　追撃を逃れたアリサたちは、シロウを見張りに、洞窟に今も隠れていた。鳥たちの知能が、極端に低いせいで助かった。彼らはこちらを見失った後、ぐるぐるとその場を警戒するように飛んでいたが、先ほど、やっと虚こ空くうの彼方に消え去ったのである。そして──

「あんたは、オッサンの面倒をみてな」

　シロウにそう命じられ、アリサは、須永の介かい抱ほうにあたっている。

　須永は、読心の連続使用が祟ってかなり消耗した様子だった。今は洞窟の奥で、目を閉じて静かに休んでいるが、また能力を使えるようになるには、少しかかりそうである。

「あの……須永さん。具合は、いかがですか？」

　目を閉じていた須永は、手押し車の隣となりに立つアリサに、薄く微笑ほほえんだ。

「僕は問題ないよ。ただ、まだ、変な疲労感があるね……脳が疲れている、というか」

「よかったら、もう一杯お水をいかがですか」

「ありがとう、いただくよ」

　リュックから取り出した瓶の中の水を、須永の口元へ運ぶ。さっきから見ていると、どうやらこれはいわゆる魔法の水のようで、口に含んですぐに、彼の顔色はよくなってきた。

「すまない、助かるよ。……君を見ていると、なぜか、自分の家を思い出してしまうね」

　ぽつりと呟いた須永に、首を傾げて問いかける。

「あの、元の世界のお家を、ですか？」

「ああ、そうだよ。僕には、妻と娘がいるんだ。娘はまだ三つで……でも、とても利口で優しい子でね。前に、僕が風邪で熱を出して寝込んでいた時に、コップに入れた飲み物を小さなお盆に載せて、どうぞって、運んできてくれたんだよ」

　須永の瞳ひとみは、ここではない遠く懐かしい光景を眺めるかのように、偽りなく輝いている。

「それでつい、君を見ていると、うちの子を思い出してしまう。だからこんなことばかり喋しやべって……ああ、ごめんね。気持ち悪かったかな」

「い、いいえ」

　本心からそう告げた。気持ち悪いなんて思うはずはなかった。自分の家を思い出して、こんなに穏やかな目になれる須永のことが、むしろ、少し羨うらやましかった。

（……私の家は、いい場所なんかじゃないもの）

　この世界に来てもなお、ママに叱しかられることばかり考えてしまうし──なぜか女王様の声までもが、ママにそっくりなのだ。

「あの、須永さんは、家族想いなんですね」

「そうかな、ありがとう。でも、きっと本当の家族想いなら」

　ふいに、彼の目が暗い色を帯おびた。

「本当に家族を大切に思っているんなら、絶対に、悲しませるような真似はしないと思うよ。……罪を犯すというのは、たくさんの人を悲しませることだからね」

（あっ……）

　忘れていた。このゲームのプレイヤーであるのなら、須永もまた──

「あの日は、娘の誕生日だったんだ」

　須永は拘束されたままの手足をもぞりと動かしてから、続ける。

「でもちょうど仕事の飲み会が重なってしまってね。早く帰りたかったから、僕は車で家まで急いだ。酒を飲んでいたとはいえ、ほんのちょっとだったし、後部座席に乗せたプレゼントを早く渡したかったから──きっと大丈夫だろうって、そう思ってた」

「あの、ま、まさか」

「……うん。僕は、目の前に飛び出してきた人を」

　そこまで言って、彼は首を横に振った。

「その時に、どうやら僕も大おお怪け我がを負ったようだね。意識不明の重体ってやつで……気づいたら、ここにいた。そして君たちに助けられるまでは、ずっと木の枝にいたわけだけど」

　須永は、こちらをまっすぐに見つめて言った。

「吊るされてる間に、ずっと考えていたよ。これはきっと罰ばつなんだってね。実際、僕は人を撥はねた罪を償つぐなわないまま、昏こん睡すいしているわけだし──でも結局、君たちが来たら助けを求めてしまった。つまるところ、僕もまた自分勝手な人間なのさ」

　けれど、と彼は言った。

「君は違う。君には受けるべき罰なんてない」

「……えっ？」

「君はこの世界でただ一人の、そう、ルールで言われるところの『無む垢くなるアリス』なのさ。だから君は、生きて家に帰るべきだ。……いや、必ず君は家に帰れるよ。シロウ君がいれば──彼は有能だし、きっと、決して、冷酷な人間ではないから」

「……そ、そうでしょうか」

　つい、そう漏もらした。シロウが残ざん忍にんな性格だとは思っていないけれど、まだ怖こわいのは事実だ。それ以前に、自分が『無垢』だなんて思えない。ただの『噓つき』なのだから──

「まあ、急にそんなこと言われても困るか。ごめんね。でも……僕は、噓は言わないよ」

　須永は、読心で何か知っているのかもしれない。──けれどなんと答えればいいのか、わからなかった。そんなこちらの様子を見て彼は苦笑すると、また瞼まぶたを閉じた。

「すまないけど、また休ませてもらうよ。あと少ししたら、完全に体調も戻ると思う」

「わ、わかりました」

　邪じや魔まするわけにはいかない。アリサはその場から離れ、シロウの元に行った。

「あの、シロウさん」

「おう」

　入り口付近に座り、双眼鏡で外を見ていたシロウは、ぶっきらぼうに答えた。

「どうだ、オッサンの様子は」

「はい。あと少ししたら、体調が戻ると……」

「そうか。ま、助けてやったぶんの働きはしてもらわねえとな」

　冷淡に、シロウはそう応えた。こういった受け答えを聞いていると、どうにも、彼が冷れい酷たんな人間のように思えてしまう。──けれど、やはりそれは違うのだろうか。

「あ、あの。ところで、一つ質問があるんですが」

　なんとなく会話を終わらせたくなくて、アリサは彼の近くに座ると、問いかける。

「あの……前に、残っているプレイヤーは私の他にあと七人って、仰おつしやってましたよね」

「ああ。俺とチェシャ猫、帽子屋、三月ウサギ、ヤマネ、芋虫、ハートのＪジヤツク。七人だな」

「その中でハートのＪの人にだけ、まだ会っていませんけど……どういう人なんですか」

「ロクデナシだよ。そいつは」

　ぴしゃりとシロウは答えた。

「でもきっと、俺たちの前には姿を見せないだろう。そのほうが……それが都合がいい」

　彼はそう呟く。どういう意味かと問い返す前に、彼は双眼鏡を下ろし、こちらに告げた。

「それよか、あんたはどうなんだ？　駆けずり回って、俺の尻しりを傷いためるくらいのファインプレーしたんだから、ちとくたびれたんじゃねえのか」

「えっ……あ！」

　確かにさっきは夢中で、手押し車をシロウに突っ込ませてしまったけれども。

「ご、ごめんなさい……その、悪気はなくて！」

「謝るなよ。咄嗟の機転にしちゃ、なかなかのもんだ。ほれ、あんたもこれ飲んどきな」

　そう言って、シロウはひょいと何かをこちらに手渡してきた。──小さな瓶？

「な、なんですか？　これ」

「魔法の薬だ。芋虫が飲んでる水と似たような効果がある。疲れは抜いといたほうがいい」

　彼はこちらに、例の月時計の蓋ふたを開いてみせた。

「時間が、あと半分になってるくらいだしな」

　──表示された月は、半月になっていた。

「ええっ!?」

「だからパニクんじゃねーよ。この森を抜けて少し行けば、もう城は間近なんだからよ」

「は、はあ……」

　驚いて跳はね上がった心臓の鼓こ動どうを、胸に手を置いて無理やり鎮しずめながら、頷いた。どんどん時間がなくなっていくのは、ひたすらに怖い。でもシロウに言わせれば、『もう半分』ではなく『あと半分』と考えろ、ということなのだろう。

　気を落ち着かせたくて、ひとまず瓶の蓋を開け、少しためらったが、ぐいっと中身を一気に飲んだ。とても甘い──が、喉のど越ごしは爽さわやかだ。チェリーパイのような後味がする。

「あっ、美お味いしい」

　思わず、そう呟いた。

（ママはこういう味、『人工的だから』って嫌いなんだよね。私は、好きなんだけど）

「……それに足の先が温まって、疲れが取れたような……あの、ありがとうございます」

「そりゃ重ちよう畳じようだ」

　ふはっ、と小さく笑いを漏らしてから、シロウは言う。

「しかし、よく俺を信用したな。それが毒だったらどうするんだ？　いや──」

　一いつ瞬しゆん言葉を止めてから、彼は続けた。

「さっきだってそうだ。俺を見捨てて、あんただけ逃げればよかったのにな？」

　チェシャ猫が投げかけた言葉と、同じようなことをシロウは語った。アリサは応える。

「い、いえ。だって、その……私が一人で逃げても、きっとすぐに駄だ目めになってしまうでしょうし。シロウさんの指示に従えば大丈夫だって、私はそう思ってますから」

　言い終わってから、はっとした。

（嫌だ、私……なんてこと言ってるんだろう。これじゃまるで、シロウさんを利用してる、みたいな言い方じゃない。失礼だよ、そんなの）

　あまりにも打算的に思える言葉を、慌てて撤てつ回かいしようとしたのだが──

「ふはっ、ははははは！」

　ややあってから、シロウは大笑いした。

「よくわかってんじゃねえの。いいねえ、そういうの。なかなか強したたかだ。メタルが好きってのに、ますます信しん憑ぴよう性せいが増したな」

「そ、その話題は、関係ないのでは……」

「ははははは！」

　シロウは、上機嫌そうに笑った。つられてこちらも、おかしくなってきてしまう。

「……ふふっ」

　アリサは、小さくも自然な笑いを零こぼした。

（こうやって、二人で笑ってると）

　なんだか──なぜか、昔を思い出すような……。

「……あん、どうした？」

「あっ、いえ」

　ふいに聞かれて、アリサはつい、また本音を口にしてしまう。

「なんだか、その。急に、お兄ちゃん……あっ、兄を思い出してしまって」

「お兄ちゃん？　まさか、俺とあんたの兄ちゃんが似てるとか言うんじゃないだろうな」

　シロウは表情から笑みを消し、肩を竦すくめた。

「俺みたいなのと一緒にされたら、あんたのお兄ちゃんはさぞかし嫌がるだろうよ。なんだ、年ト齢シが俺とタメなのか？」

「……いえ」

　記憶の彼方の──かつて自分を何度も助けてくれた、一緒に笑ってくれた、その姿を思い出しながら、語る。

「七年前に、急な事故で亡なくなったんです。私が、九歳の時に……六つ年上だったから、もし生きてたら、シロウさんと同じくらいの年齢だったかもしれませんけど」

「ふーん」

　シロウは、興味がなさそうに相あい槌づちを打つ。しかし彼は、横目でこちらをじっと見ていた。

　──アリサはというと、なんとなく、続きも語りたくなった。須永に影響されて、自分の家のことをもっと喋りたくなったのかもしれない、と自分で思った。

「お兄ちゃんがいる時は、家ももっと明るかったんですけど……でも、なんだか今は、暗くて。お父さんはあまり家にいないし、ママ……お母さんには、いつも叱られてばかりで」

「ふん、なるほどね」

　彼はこちらを向いて、鼻を鳴らした。

「じゃあ、あんたのその自信なさげな態度は、全部そのカーチャンのせいだな。兄ちゃんが死んじまった年齢にあんたが近くなったもんで、母親はナーバスになってんだろうぜ」

「えっ……ナーバス、ですか？」

　そういえば、確かに。母が厳きびしくなったのは、兄の享きよう年ねんである十六歳に、アリサが近づいた頃からだったけれど──と思う間に、シロウはさらに述べる。

「つまり、あんたの母親は『娘をちゃんと自立した大人に育てられるか』って不安がってるだけさ。自分が不安だから叱るんだ。子どもはたまったもんじゃねえのにな」

　と、彼は実感の籠こもった口調で言った。

「あんたも、母親の勝手な都合に振り回されんなよな。あんたはあんた、親は親だろ」

　きっぱりと、シロウは言ってのける。しかし自分は彼ほど、精神的に強くない。

「そういうふうに、割りきれたら……いい、んでしょうけど」

「馬鹿だな、お前」

　言ってから、彼はふと、微笑んだ。

「割りきれたら、じゃねえよ。割りきるんだよ。わかるか？」

　そう語る彼の顔は、なぜか、ちょっと眩まぶしく見える。──こんなふうに誰かと話せる時が来るなんて、思ってもみなかった。胸の奥底が、ぽっと温かくなる。

「あ、ありがとうございます」

　──なんだか照れくさいな。そう思って、ちょっと俯いた。────その時である。

「……ん？」

　シロウが、ぴくりと眉まゆを跳ね上げ、険けわしい表情で立ち上がる。

　それとほぼ同時に、アリサの鼻び腔こうを、異臭が刺激した。これは──

「け、煙の臭い!?」

「まずい！」

　鋭するどくシロウは叫び、急いで指示する。

「オッサンを連れてこい、今すぐ脱出するぞ。このままじゃ俺たち、燻いぶり殺されちまう！」

　そう、火だ。洞窟の周囲の木々に、火を点つけられたのだ！

「はっ、はい！」

　一体誰が!?　──と戸惑う前に、動くしかない。洞窟の奥に行き、車ごと須永を運ぶ。

「すっ、須永さん！　外が……！」

「うん、わかってる。なんだか、よくない『声』が近づいてきているよ」

　既すでに目覚めていた芋虫を連れて、アリサとシロウは洞窟を出た。

　そしてようやく火元から離れた頃になって、前方の道に現れたのは。

「やっほー、アリス！」

「あっ……あ、あなたたちは……！」

　にこやかに手を振る三月ウサギ、その傍かたわらで何やら草木に興きよう味み津しん々しんの帽子屋、そして、銀の檻にリードをつけられ、眠ったまま三月ウサギに引きずられているヤマネだ。

　──もしや、火を点けたのは彼らではないだろうか。そう思うと、悪お寒かんが走った。

「へえ、お茶会三人組じゃねえか」

　シロウが、一歩前に出て言う。

「俺とははじめましてだよな。どうした。お茶っ葉が切れてお買いものかい？」

「ううん。そうじゃなくて……」

　と、三月ウサギは須永を指した。

「ボクたちが捕まえた虫が、いなくなったみたいだったからさ。取り戻しに来たんだ」

「あ、生あい憎にくだが」

　須永が、震え声で言い返す。

「僕は別に、君たちのものになったつもりはないよ」

「やだなあ。君の考えなんて聞いてないでしょ？」

　可愛らしいフードの耳をぴょこんと揺らしながら、三月ウサギは明るく言った。

「それより、困るんだよねえ、白ウサギ君。勝手に芋虫を連れ回さないでよ。始末するだけなら見逃してあげたけど、連れて歩いてるってことは、あれでしょ？　──ハートの王の心を読ませる気、なんだよね？」

「……っ!?」

　シロウは、決してあからさまに動揺はしなかった。ただ、目を少し見開いただけだ。

　しかしそれでも三月ウサギにとっては充分な返答だったようで、彼は、無邪気な顔にこの上なく輝かがやかしい笑みを浮かべて、こう言った。

「ほらー、やっぱり。おかしいと思ったんだ、アリスが芋虫の居場所をわざわざ聞いてきたから……誰かに入れ知恵されてたんじゃないかってさ。ね、帽子屋、ボク言ったでしょ？　いつかきっと、誰かそんな手段を思いついた奴が、ゲームを壊こわそうとするって」

「ファッ!?」

　それまで道端の草木から、スペード型の葉っぱを摘つまんでは千ち切ぎっていた帽子屋は、急に呼びかけられ戸惑っている。

「な、なんだお、三月ウサギ！　帽子屋、全然聞いてなかった！」

「いいよいいよ、そのまま遊んでて。でも、怪我しないようにね」

　優しく彼はそう言って、またこちらに向き直る。

「……とにかくそういうわけでさ。君にゲームを壊されると、ボクたち困るんだよね」

「へえ？　何が困るってんだ。現実の世界で昏睡状態に戻るのが嫌だってのか。それとも、女王様のタルトで叶かなえたい願いでもあるのか？」

「叶えたい願いなんて、ないよ」

　きっぱりと──ただし、表情から笑みを消して、三月ウサギは言う。

「願いはもう、叶ったんだ。だから、ボクたちの世界を壊させないために、ボクは君を殺しに来たんだよ。──白ウサギ君」

（うう……！）

　すさまじい悪寒が、全身を突き抜ける。とても立っていられないほどの震えが、一気に身体を包み込んだ。──吐きそうだ。けれどやみくもに逃げだすこともできずに、ただ、手押し車の取っ手を握る指に力を込める。

　シロウは、鋭い眼まな差ざしで三月ウサギを睨んでいる。すると、相手が先に口を開いた。

「白ウサギ君。君はさ、勘違いしてるよ」

「ほう。何をだ？」

「君は、ひょっとして、ボクと帽子屋を化かしてるつもりなんじゃないのかな。でも、化かされてるのは、君たちのほうだよ」

　ふふふふ、と三月ウサギは含み笑いする。

「噓つきウサギは、君だけじゃないってことだよ。わかる？　白ウサギ君」

　まるですべてを理解しているかのような口調で、彼は、宣言した。

「ボクが、君たちの──君とアリスの、夢を覚ましてあげるよ。永遠に」

　──確信犯は、そう宣言した。

「逃げるぞっ！」

　言うが早いか、シロウは真横の茂みを突っ切り、獣道を駆けだす。その目には、力強い光が灯ともっていた。──きっとまだ、何か策があるのだ！

「はっ、はい！」

　返事をして、須永と共に彼の背せを追う。しかし。

「逃げきれると思ってるのかなあ？」

　三月ウサギはそう言うと、ヤマネのリードは握ったまま、片方の手の内に、能のう力りよくで大量の銀のナイフを出現させた。そして──

「えいっ！」

　気の抜けたかけ声と共に、それを投げつけてくる！

　何発かが身体を掠かすめ、アリサは悲鳴をあげそうになった。

「あはは、大丈夫だよアリス！　君を殺すつもりはないから」

　三月ウサギは『アリスに殺意を向けるな』に抵てい触しよくしていない旨むねを大声で言いながら、楽しげに追いかけてくる。帽子屋と、リードで引かれたヤマネも彼に追随している。

「アリスが怪我してもちゃんと助けてあげるし、大事にするからね！　白ウサギ君は知らないけどさ、あはははは！」

「……！　こうなったら……」

　手押し車の中の須永が、静かに目を閉じる。読心しようとしているのだ。だが──

「────ぶがっ!?」

　瞬間──須永の目と口から、大量の鮮血が逬ほとばしった。

「えっ……!?」

「どーした、オッサン！」

　あまりの異常に、アリサも、シロウも、足を止める。しかし、須永の出血は止まらない。

「ぐ、がっ……これは、がふっ……この、二人、は……」

　血の泡あぶくを噴いて、彼は言葉を紡つむぎだそうとするも、上う手まくいかない。

「あっはははー」

　三月ウサギが笑った。

「ボクたちの心を覗くからそうなるんだよ。すごい中身でしょ？　だってボクたちは」

　と、三月ウサギは──薄く、邪じや悪あくに、口の端を吊り上げて笑った。

「もうとっくに、狂ってるんだもの。そんな人間の頭を覗くなんて、ボクはやだなあ」

　けたたましい彼の笑い声が、森に響く。アリサは須永の血を必死に拭い、声をかけ続けた。しかし彼はやがて、どろりと白目を剝く。

「すっ、須永さん！　しっかりしてください！」

（そうだ、あの水を使えば……！）

　震える手で取り出した瓶は、もうこの一本しか残っていない。須永の口元と、出血した目元に、血を洗い流すように水をかける。──血は止まる。しかし、彼の意識は戻らない。

「……てめえっ！」

　シロウが叫んだ。次ついで彼は──いつの間に手にしていたのか、さっき三月ウサギが投げてきた銀のナイフを、相手に投げ返す。しかし三月ウサギは、避よけもしない。

「あはっ」

　彼は肩に突き刺さったそれを、笑いと共にぞんざいに抜き、道端に投げ捨てた。

　どういうつもりか、とこちらが訝いぶかしく思っている間に、三月ウサギは、こう答えた。

「こんな傷で、ボクを止められると思ったの？　帽子屋の時計だと、今は三時五十分。あと十分経ったら、また三時のお茶の時間だよ」

「『時間殺し』で時が巻き戻される時、周囲の状態も巻き戻される、ってか。じゃあ、あんたの傷もすぐに治るってわけだな」

「そうだよ、死なない限りはね。あの『コーカス・レース』の鳥たちもね、捕まえてから、この能力を使って調教したんだ。あいつら馬鹿だけど、何度も痛めつけて治してを繰くり返していたら、ちゃんとルート以外も通るし、アリス以外も狙うようになったよ」

　──つまり、あの鳥たちがシロウに襲いかかってきたのも、すべて三月ウサギの仕し業わざだったのだ。その後、鳥たちがこちらを見失ったのをきっかけに、その近辺を捜すべく、火を点けて炙あぶりだしてきたのに違いない。その執念深さに、底知れぬ狂気を感じる。

　かたや三月ウサギは舌舐めずりし、それで、どうするの？　と問うてきた。

「頼みの綱の芋虫も、すっかりやられちゃったみたいだし。時間がわかるとかトカゲを操るとか、そんなチンケな能力でどうにかできると思ってるのかなあ」

『トッケー!!』

　チンケと言われて怒っているのか、ビルが抗こう議ぎの声をあげる。しかしシロウは、挑発には乗らなかった。彼は脇目もふらずに、また逃走を開始する。

『……いいか、嬢ちゃん』

　追走するアリサの耳に、ビルの口から、シロウの声が聞こえた。

『もうすぐ森を抜けるが、必ず俺のすぐ後ろをついてこい。絶対に遅れるなよ』

　無言のまま、力強く頷く。シロウの策が何かはわからないが、決して足手まといにはならないつもりだ。三月ウサギはといえば、変わらず追いかけてきているが、当たらないと判断したのか、それとも嬲なぶっているつもりなのか、それ以上ナイフを投げてはこなかった。

（見えたっ、森の出口だ！）

　緑に囲まれていた視界の向こうに、切り立った崖がけが見える。

　痛くなってきた手と足を無理やり動かして、ひたすらに走り続けた。

　と──シロウ、アリサ、そして手押し車に乗った須永が、一斉に森を抜ける、瞬間。

「ビル！」

『トッケー！』

　シロウの一声で、ビルがアリサの肩から木の幹に飛び移った。直後に──激しい音。

「きゃあっ!?」

　思わず、こちらが悲鳴をあげてしまった。木の幹に結わえつけられていた紐ひもをビルが嚙かみちぎった瞬間、ロープでぶら下げられた巨大な丸太が、すさまじい速さで振り子のように動き、三月ウサギを直撃したのである。同時に大量の土つち埃ぼこりが舞い上がり、三月ウサギたちがどうなったのか、まったく窺い知れない。

（あ、ああいうものを、ブービートラップ、っていうんだっけ……）

　戦慄しながらシロウを見やれば、彼は、にやりとしたり顔を浮かべている。

「細さい工くは流りゆう々りゆうってな。どうだ？　誰が誰に化かされているか、もういっぺん言ってみな」

　一仕事終えたビルが、またアリサの肩に素す早ばやく戻ってくる。

（シロウさん、ここまで考えてたなんて……怖いけど、すごい。こ、これで助かるのかな）

　恐怖で高鳴ったままの心臓を感じながら、固かた唾ずを吞んで事態を見守っていると──

「ざーんねーんでした！」

　三月ウサギの声が響き渡る。土埃が晴れてきた向こうに、二つの人影が見えた。

「ヤマネも、こういう時には役に立つよねえ。さ、もう寝てていいよ。好きなだけ」

　無傷の三月ウサギがリードから手を離すと──

「なん、これ……」

　ぼそぼそと小さく呟いた後、ヤマネが、ばったりと倒れた。

「きゃああああああっ！」

　耐えきれず、再び悲鳴をあげてしまう。なんと三月ウサギは、丸太を避けるために、ヤマネを盾たてにしていたのだ。だからヤマネの頭部は──ぐしゃぐしゃに──

「ふふふふ」

　三月ウサギは、遅れてやってきた帽子屋を隣に立たせ、こちらを見てにやりと笑った。

「アリス、そんなに怖がらなくていいんだよ。さっきも言ったでしょ、ボクは君を殺したいわけじゃない。ただ、永遠にこの世界にいたいだけなんだ。永遠にね」

　彼が語る間に、倒れ込んだヤマネの身体は、指先から順々に、真っ赤な薔ば薇らの花弁へと変わる。──死んでしまった。しかしそれを横目で見ていた三月ウサギが、何かに気づく。

「……あれ!?」

　三月ウサギが、ヤマネの首元を見て疑問の声をあげた。

　次に彼は、シロウのほうを見やり、にこりと笑った。

「あれれーっ、白ウサギ！　君、手に何を持ってるのさ！」

　シロウに目を向ければ、彼は、その手に何か銀色のものを握っていた。──銀の檻だ！　しかもそこには『ＴＨＥ　ＤＯＲＭＯＵＳＥ』──ヤマネ、と刻まれている。

「シロウさん、一体どうやって……」

　問いかけるが、彼はただ、険しい表情のまま、無言で前方を見み据すえるだけだ。

「ああーっ！　わかったぞ！」

　と、いきなり三月ウサギは手を叩たたいて叫んだ。

「君、どっかで会ったことあるなあって思ってたんだよ。でも、白ウサギは前のゲームで死んだはずだし、別人のはずだからおかしいなあって。けど、わかった」

　銀の檻を素早くジャケットにしまい込んだシロウに対して、彼は堂々と言い放つ。

「君、『ハートのＪ』だろ」

「え……!?」

　我知らず、驚きの声が漏れていた。シロウが、ハートのＪだって？

「そんな……だって、シロウさんは白ウサギで……!?」

「おかしいと思わなかったの？　アリス」

　ウサギ耳を揺らしながら、三月ウサギが言う。

「だってよく見たら、彼、銀の檻を手首に着けてるじゃないか。みんなは首なのにさ。理由はきっと、今みたいに盗み取ったからだよ。前回の白ウサギの銀の檻を」

「そんな……ぬ、盗んだ、って」

　そこまで口にして、自分ではっとした。そうだ──手押し車や薬を盗んだ時も、須永を梢から引き下ろした時も、彼は、自分で「盗んだ」と口にしていた。

「ハートのＪの能力は『ぬすっと』。ルールは、『盗みを見られてはならない』」

　三月ウサギが、静かに語る。

「見えているものなら、なんでも盗める。ただし、盗みだす瞬間を目撃されてはならない──んだっけ？　確か。銀の檻は着けてる人間が死んだら薔薇の花びらになっちゃうけど、死ぬ間ま際ぎわの一瞬までは、ずっと首に嵌まってるんだ。だから盗めたのかな？」

「ぺらぺらよく喋るウサギだな」

　シロウはやがてにやりと笑うと、自分からタートルネックの首の部分を下にずらした。

　そこには燦さん然ぜんと銀の檻が輝いており、『ＪＡＣＫ　ＯＦ　ＨＥＡＲＴＳ』と刻まれていた。
















　つまり、彼は──今回のゲームでずっと、二つの役やく職しよくを持っていたのだ。白ウサギと、ハートのＪ。きっと盗んだ銀の檻を身につければ、ヤマネになることもできるのだろう。

　シロウは、余裕をもった表情のままで、続けて言う。

「他のプレイヤーの檻は、ストックしとけば役に立つからな。今ここで盗めてよかったってなもんだ。あんたが盾にして捨てた命、大事に使わせてもらうぜ」

　まるでここで盗んだのも計算通りだと言わんばかりの自信に満ちた態度で、彼は語った。

（シロウさん……！）

　驚きで、呆ぼう然ぜんとしてしまい声が出ない。──彼には今までずっと、騙だまされていたわけだ。

　でも、不快感はない。ただ、その発想に至った彼を、すごいと思うだけだ。

　思い返せば、チェシャ猫の態度にシロウが眉を顰ひそめていたのもわかる。シロウの正体を、あのチェシャ猫は知っているはずだ。けれど、わざと黙っていたのだ。きっと、そのほうがゲームが面白くなるから、に違いない。──そう思ううちに、シロウがさらに言う。

「だいたい俺の正体を知ったからって、どうするつもりだ？　表彰状でもくれるってか」

「まさか。君を殺す理由が増えただけだよ!!」

　三月ウサギの手の中に、再び無数の銀のナイフが現れ──一斉に、シロウに襲いかかる。

「くっ……嬢ちゃんはそこで見てな！」

　シロウはナイフを巧みに避けていく。しかし防戦一方だ。しかも真後ろには崖がある！

　これではいずれ、いくらシロウといえども、やられてしまうに違いない。

（ど、どうしよう……！　私、どうしたらいいの!?）

　肩のビルも、心配そうに主人を見つめている。須永は荒く息を吐いているが、能力が使える状態ではない。──せめて少しでも、隙すきを作れたら。そうは思っても、方法が考えつかない。役立たずという自嘲の声が聞こえてきて、思わず、歯嚙みする。すると──

「こんにちは、アリスさん」

「きゃっ!?」

　足元に、首だけのチェシャ猫が唐突に現れ、声をかけてきた。小さく跳とび上がってしまうが、慌てて体勢を戻し、声を潜ひそめて問いかける。

「な……なんですか、急に。冷やかしなら、やめてください」

「冷やかしだなんて、またつれないことを。私、頑張るアリスさんを応援しに参りました」

　慇いん懃ぎんな口調で、猫はそう言う。

「アリスさんは、シロウさんを助けたいんですよね？」

「えっ……も、もちろん」

「そうですよねえ。それでしたら」

　と、猫は顔の真横に出現させた右手で、三月ウサギの後方の帽子屋を指した。

「彼にちょっかいを出すというのはいかがです？」

「ぼ、帽子屋さんに？」

「ええ。ほら、彼は今、ぼーっとお菓子食べてるだけですし、それにあなたに好意がある様子だったでしょう？　帽子屋に何かあれば、必然的に三月ウサギの気も引けますし、シロウさんの手助けにもなるというもの」

　──確かに、三月ウサギの帽子屋に対する偏へん愛あいはすさまじい。帽子屋をアリサが連れだしたりなどすれば、きっと、こちらに注意を向けるに違いない。そうして生まれた隙を、シロウはきっと利用してくれるだろう。どうやって連れだすか？　と考えて、すぐに思いつく。信頼と実績のある、唯一の武器を使うだけだ。つまりいつもの「噓笑い」。

「……わかりました」

　息を吸い、吐いて、恐怖を押し殺すように深呼吸してからアリサは答える。

「アドバイス、ありがとうございます。私、やれるだけやってみます」

「ご健けん闘とうを祈ってますよ」

　言うだけ言って、チェシャ猫は消えた。とはいえ、きっとこちらの観察はやめていないのだろう。けれど、それでもいい。助言を貰もらえたのは事実なのだから。

　──そういうふうに、割りきって考えるのが大事なのだと、教えてくれたのはシロウだ。

「行ってくるね。ビル君は須永さんを見てて」

　須永の腹部に飛び乗ったビルが、軽く尻尾を振ってくれた。見れば、今もシロウは三月ウサギの攻撃をなんとか凌しのいでいる状態だ。──行かなければ。

　三月ウサギは、こちらなど眼中にない。その後ろを迂う回かいして、アリサは、森の入口で呆ほうけている帽子屋に声をかけた。覚悟を決め──例の、とびっきりの素晴らしい作り笑顔で。

「あの……帽子屋さん。こんにちは、アリスです」

「うほっ！」

　今の今までこちらの存在に気づいていなかったらしい帽子屋は、跳び上がって喜んだ。

「おおお、アリス殿どの！　生アリス殿キタコレ！　こんなところでお会いするなんて、き、奇き遇ぐうですな、ドゥフッ」

「そ、そうですね」

　三月ウサギは、シロウを追いかけるのに夢中だ。──チャンスだ！

「あの、ええと……よかったら、ここじゃなくてもっと綺き麗れいな場所でお話ししませんか？　ここ、殺風景ですし、なんだか血なまぐさいし……」

「ほほう？」

　帽子屋は、何を考えているのかわからない瞳でそう言った後、首を捻ひねった。

「でもなあー。三月ウサギに、勝手に出歩いたらいけないって言われてるんだお～」

「ええと、ちょっと、ちょっとだけ！　時間は取らせません」

　──アリサは、しつこい勧かん誘ゆう業ぎよう者しやが家に来た時を思い出しながら喋る。

「ちょっとだけお話ししたら、すぐに帰ってこられますから。えと、それに、あっちにもっと美味しいお菓子を用意したんですよ」

　途端に帽子屋はピコーン！　と音が出そうな勢いで、軽くジャンプした。

「お菓子！　お菓子とアリス殿の相乗効果で、帽子屋の決断は下されにけるかも！」

「あ、あはは……」

　言っている意味がよくわからないが、とりあえず喜んではいるらしい。

「それじゃあ、とりあえずこっちに……行きましょうか、帽子屋さん」

「ウィーッス！」

　またビシッと敬礼してから、帽子屋はひょこひょこと後ろをついてくる。──順調だ。

（あとは、三月ウサギの視界に入らないようにして……）

　帽子屋を、自分が元いた場所、つまり、崖の近くにまで連れていく。あとは、そのままこの場を離れてしまえば、シロウか三月ウサギが気づくはず──と考えていたのだが。

「あっ……！」

　崖の傍そばに戻った頃、アリサが帽子屋を連れて歩いているのに気づいた三月ウサギは──その目をこれ以上ないほどに大きく見開いて息を吞んだ後、おもむろに、こう叫んだ。

「おらぁああああああ！」

「えっ……きゃあっ!?」

　驚く間もなく、三月ウサギはまっすぐに駆けだし、こちらへやってきた。そして帽子屋とアリサを無理やり引き離し、すさまじい剣幕で、吠ほえた。

「帽子屋を何たぶらかしてんだ、クソガキっ！　甘い顔したらつけ上がりやがって!!」

「っ……！」

　身が竦み上がる叫び声に、身体が動かなくなる。まさか、ここまで怒るなんて。

　横目で見れば、シロウもまた最初は驚いた様子だが、徐々にこちらに近づいてきていた。作戦は、伝わったようだ。しかし──三月ウサギが、ナイフをちらつかせてきている。

「この場でこ……いいや、ルール違反になるからな。殺すつもりはないが、足の腱けんを切って動けなくして、首輪に縄つけて納な屋やに入れてやる！　それから……」

「ねえー、三月ウサギ！」

　彼の腕を取った者があった。帽子屋だ。

「三月ウサギ、アリス殿をイジメたらメッ！　だお！　帽子屋は美味しいお菓子を希望」

「黙れ!!」

　と──三月ウサギは、その時、初めて帽子屋に声を荒らげた。

「お前はボクの言う通りにしていればいいんだよ！　そうすれば一番幸せになれるんだ。大人しく、この女から離れろ！」

「うっ、うう……やだぁーっ、やだ！　三月ウサギ、怒っちゃやー！」

　駄だ々だっ子のように、帽子屋は三月ウサギの腕を取ったままで身体を捩よじって抵抗している。

　すると──三月ウサギの額に、血管が、はっきりと青く浮き出たのが見えた。

「うるさい!!」

　そう言って、三月ウサギが思い切り腕を払った──その、刹せつ那な。

「あっ────」

　帽子屋が、足を踏ふみ外し──崖から、落ちていった。

「わあっ、帽子屋、空を飛んでる…………わあ……」

　その場に似つかわしくない、まるで間抜けな声が聞こえた、直後だ。──どさっ。

　はるか下方から酷く鈍い音がして、それっきり、何も聞こえなくなった。

（あっ……）

　アリサも、何も言えない。ただ僅わずかな風の音だけが、耳をくすぐる。

「あ、あ、あ……」

　三月ウサギは、ぺたんとその場に座り込んだ。まるで赤子のように目を丸く見開き、口を大きく開け、わなわなと震えた。そして──その目から、滂ぼう沱だの涙が溢あふれはじめた。

「ああああああーっ、わああああああああーっ!!」

　獣のような叫びをあげて、三月ウサギは号泣している。こちらも呆然としていると、いつの間にか後ろに回ってきていたシロウが、そっと手を取り、後ろに引いてくれた。

「シ、シロウさん、わっ、わ、私……」

　声が震えて、何も言えない。けれどシロウは、苦々しい表情で首を横に振った。

「気にすることねえさ。だって、ほら──三月ウサギにも、すぐにお迎えが来る」

「えっ!?」

「言っただろ。三月ウサギのルールは……『帽子屋と共にいなければならない』だ」

　そうシロウが答えたのと、ほぼ同時に──

　ぱんぱかぱんぱんぱーん♪　あのけたたましいファンファーレが、その場に鳴り響いた。

　そして現れるのは、刑の執行者であるトランプの兵士たちと──

『三月ウサギッ！』

　例の、アリサのママそっくりの声をした、女王様。彼女は前に現れた時と同じく真っ赤なラジカセの姿で、恭うやうやしく輿こしに乗せられて、瞬時にこの場に君くん臨りんしている。

『あなた、私の決めた法律ルールに従わなかったわねっ!?　そんなみっともない者は、我が国の国民ではありません！』

　前回と同じく、無む慈じ悲ひにそう告げると──

『──其そ奴やつの首を刎ねよ！』

　今なお慟どう哭こくしている三月ウサギに対し、屈強なトランプ兵が、大きな処刑用の剣を振り上げる。すると三月ウサギがふいに泣きやみ、こちらに目だけ向けて、言った。

「必ず殺してやる」

　次の瞬間。三月ウサギの首は、胴どう体たいから切り離され──同時に、身体ごとそのすべては薔薇の花弁へと変わっていった。──彼は、死んだ。

『ああ、せいせいしたわ』

　女王は、いかにも楽しそうにそう言った。

『これで我が国がもっと住みよくなったわ。あら、そっちの国民も、すぐ死にそうなのね』

「……須永さん！」

　手押し車の中の彼は、顔色が酷く悪くなっていた。ビルが懸けん命めいに頰を舐めているが、しかし、彼は──助かりそうにない。魔法の水も、もうすべて使いきってしまった。

『そいつが死んだら、次はあなたを待っているわ。アリス！』

　ママの声でそう宣告した後、女王様は、取り巻きの兵士たちともども消えた──

　しかし、今は、それに構っている暇はない。

「おい、オッサン！　しっかりしろ!!」

　駆け寄ったシロウもまた、必死に須永に呼びかける。

「須永さんっ!!」

　涙が止められず、声が濁にごり、喉が痛い。けれどもアリサは、何度も名を呼ばずにはいられなかった。すると──須永の閉じられていた瞼が、ゆっくりと開く。

「ああ……ああ、アリサさん、シロウ、君」

　開いた口から、こぽっ、と血が零れた。

「し、心配、かけたね。でも、わかった、んだ。さっき、帽子屋たちの心を、読んだ時に」

「オッサン、無理して喋るな！」

「いい、んだ。君に……君たちに、伝え、なきゃ──」

　須永の目は、もはや、焦しよう点てんが合っていない。彼のその瞳は、どこか、ここではない遠くを見ているようだった。それでも芋虫は、最後の尊厳を賭かけて、語りだす。

「ぼっ、帽子屋、は……時間の、切れ目の時に、正気になるんだ。その時、彼の、ほんと、の、名前──野の木ぎ、昴すばるって呼んで、あげれば、きっと、彼は、ほんとのこと、思い、出す」

「須永さんっ！」

　芋虫の口の端の血をハンカチで必死に拭いながら、アリサは告げる。

「帽子屋は……帽子屋も三月ウサギもヤマネも、さっきみんな死んじゃったんです！　みんな、死んじゃったんです!!　だから、もう！」

「ああ」

　だが須永は、それが聞こえているのか、いないのか──とても穏やかな目で、言った。

「いいね、伝えたよ。頼んだよ……」

　その唇くちびるから、急速に動きが失われていく。

「僕は、もう……家に、帰るから──」

「須永さんっ!!」

　声は、しかし、届かない。須永が目を閉じて数秒後、ぽっ、という軽い音と共に、須永の身体はみるみるうちに、薔薇の花弁へと変わっていった──その銀の檻と共に。

　そして彼の名残なごりはただ、手押し車の中いっぱいに詰まった、薔薇の花弁だけになった。

　あまりにも、あっけない。こんなの噓だ。頭がぽかんとして──何も、考えられない。

「チッ」

　全身を硬こう直ちよくさせて須永の死を見届けたシロウは、やがて、舌打ちと共にそっぽを向く。

「オッサンの奴、最さい期ごまで意識を保ったままで死にやがった。銀の檻、盗みたくてもできなかったじゃねーか、クソが」

「っ……！　う、う……！」

　アリサは、その場にくずおれた。頰を伝う熱いものは何かと思っていたら、それは自分の涙だった。──芋虫は死んでしまった。あんなに家を懐なつかしんでいたのに、彼はもう、二度と帰れない。いや、彼だけではない。皆死んだ、ゲームのせいで。──もう、嫌だ。

「もう、嫌だ……！」

　心にかけていたタガが弾け飛び、溢れだす感情を抑えきれなくなり、思い切り叫ぶ。

「もう嫌！　こんな酷いゲーム、もう続けたくない!!」

「おい、あんた!!」

　はっとした様子のシロウが、こちらの胸むな倉ぐらを摑んで言いたてる。

「じゃあなんだ、このまま死ぬってのか、あっ!?　何もかも全部諦あきらめて、女王に首刎ねられて死ぬってのか。俺は諦めねえぞ。まだ何もできないと決まったわけじゃねえ！」

「っ、だっ、だって……！」
















　シロウの剣幕はすさまじく、しかし、アリサの心はそれを見ても、まったく波立たない。

　するとシロウは苛立ったように、そして──どこか悲しげな目で、告げる。

「そうやってヘタれて、須永のオッサンの命を無駄にする気かよ」

「う……！」

　叱しつ咤たするように言われ、目を見開く。そうだ。ここで立ち直れずに死んだら、最期まで助けようとしてくれた、須永の犠ぎ牲せいが無駄になる。でも──

（でももう、立てないよ……）

　そんな泣きごとが全身に纏まとわりついて、身体を縛って、動けそうにない。

　黙りこくったこちらの様子を見て、シロウは、さらに告げた。

「……あのな。どんな状況でも、立てるんなら立ったほうがいいんだよ。正しい方法でな」

「えっ……？」

　意味がわからずにいると、シロウは胸倉を摑んでいた手を離し、それから、こう続けた。

「たとえ周りが真っ暗で何もなかったとしても、まだ足が残ってるなら、ちゃんと立てばいいだけだ。ただ、自分の足で立てないからって、他人の杖つえを奪うばうのは駄目だ。正しい方法で立つことこそに、意味がある」

　まっすぐにこちらを見据えて、彼は言う。

「俺のばーちゃんが、いつもそう言ってたんだ……親の都合で家の居心地が悪くて、遊び回ってた俺を拾ってくれたばーちゃんが、な。俺は昔、そんなばーちゃんを詐さ欺ぎに遭わせた連中が許せなくて──正しくない方法で立った。だから、今はこんな場所にいる」

　けど、とシロウは繫つなげた。

「あんたは違う。これから先、なんでもできる。なんにでもなれる。こんなところで、ただの薔薇の花びらなんかになっていい人間じゃない」

　彼の手が──まっすぐに、こちらに差し出された。

「だから、立てよ。俺が言えた義理じゃないが、あんたの兄ちゃんは、きっとそう言うぜ」

　そう語るシロウの目は、今までに見たどんな時よりも、優しかった。──そう、優しかった。そう思った途端に、心の中が温かいものでいっぱいになる。

　なぜ、わからなかったのだろう。たとえ罪を犯してここに来たのだとしても、たとえ口では冷淡だろうと──どんな時もアリサを見捨てず、時に励はげましてくれたシロウは、ずっと優しかったのだ。須永の言葉は、正しかった。アリサが気づいていなかっただけで──

　だから、差し出された温かな手を取って立ち上がり、素直に頷いた。

「……はい」

　──そうだ、何を泣いていたんだろう。

　自分は決して、一人なんかじゃないというのに。

「すみませんでした。私、あんなふうに泣き喚わめいて─」

「感情の吐露ってやつだろ。落ち着くには必要なこった」

　シロウは、大したことないというふうに言ってのけると、振り払うように手を離した。

　でも、それがこちらを気き遣づかっての振る舞いなのだと、今はもう、はっきりわかる。

『トッケー！』

「うん、ビル君も、心配かけてごめんね。……行こう」

　山を下りれば、城に着く。アリサとシロウとビルは、ひたすら、山道を進んだ。

　三月ウサギたちの放った火はいつのまにか広がっており、山を下りた頃には、黒い煙がまっすぐに、天に昇のぼっていくのが見えた。

　あの煙に乗って、須永の魂も天に昇れるようにと、アリサは祈らずにはいられなかった。
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　月時計が、残り四分の一を指さし示しめした頃。

「こっ、ここが、ハートの城──」

　ついにアリサとシロウは、城の門前に辿たどり着いていた。外壁には趣味の悪い装そう飾しよくがごてごてと施され、見上げれば、ずっと目印にしてきた高い尖せん塔とうがそびえ立っている。

「嬢じようちゃん、たまげてる時間はないぜ。いいか」

　シロウは、固く閉じられた鉄製の門もん扉ぴを、軽くぽん、と叩たたいた。

「この門は、アリスじゃないと開けない。開けるのは簡単だ、手で触れればいいだけだからな。で、あんたはその後、まっすぐハートの王と女王の元に行けばいいわけだが──」

　こちらを正面から見み据すえて、彼は言う。

「俺はこの城の、あの一番高い塔の中を調べてみようと思う。ああいう怪しげな場所にはたいてい、ゲームに関する重要なヒントってのが隠れてるもんだからな」

「えっ……じゃあ、別行動するってことですか？」

「ああ、当然だろ」

　なんてことないといったふうに肩を竦すくめて、彼は言った。

「仮にあんたが脱出する前にゲームの謎なぞを明かせなかったら、その時は、潔いさぎよく次に賭かけるさ。別にもう一周するくらい、わけねえしな」

（……本当にそう思ってるのかな？　シロウさん……）

　そんな疑問が膨ふくらむ。彼は誰よりも、この回でのゲームの終了を望んでいたはずだ。もし須永が生きていれば──共に謁えつ見けんの場に行って、秘密を明かせたはずなのに。

『トッケー？』

　肩の上で心配そうな声を出すビルの帽子を、そっと指で撫なでる。

（うん……思い悩んでる場合じゃない、よね）

　シロウの提案が考え得る最さい適てき解かいなのは、本当なのだ。いくら彼の言葉に、噓うその匂いを感じたからといって──行動に口を挟はさむのは、余計なお節介に過ぎない。

「あんたは、自分の心配だけしてな」

　銀髪を無造作に搔かきながら、こちらの気持ちを汲くんだように彼は言う。

「…………ここまで来てむざむざ処しよ刑けいされるなんて、俺は認めねーからな」

「えっ、なんです？」

「なんでもねえよ！」

　何ごとか呟つぶやいた彼は、きっとこちらを睨にらんで答えた。

「それより、早くこっちに立ちな。あんたが開けねーと、話が進まないだろ」

「あっ、はい。すみません……」

　指示されるがままに、門扉の真正面に立つ。そしてアリサが、そっとその冷たい扉に触れれば──ぼんやりとした光を放った後、扉は勢いよく、内開きに開いた。

「本当に、あっけなく開くんですね……驚きました」

「俺も直接見たのは初めてだ。行くぜ」

　シロウが率先して、門をくぐる。続いてこちらも、その先へ進む。すると──

「わっ、綺き麗れい……」

　思わずそう口にしてしまうほどに、幻想的で美しい庭てい園えんが、そこにあった。城の建物にぐるっと囲まれた広場に、真っ赤な薔ば薇らだけが咲き誇ほこっている。鼻び腔くうをくすぐる芳かぐわしい香りに、ここが醜しゆう悪あくな世界だということを、うっかり忘れそうだ。

　何も考えずに、ここをただ散歩できたなら、どれだけ幸せだろう──と、思ってしまう。

「トランプの兵隊たちは、いねえようだな。てっきり、うようよしているのかと思ったが」

　一方でシロウはそんな風景になど目もくれずに、ただ、状況の把は握あくに努つとめている。

　──いけない、つい、ぼんやりしてしまった。こちらもまた、辺りを見渡す。

「あの塔は、庭園を抜けたところにあるんですね。でも建物の入り口は……どこでしょう」

「そうだな。王様たちのところに行きたくても、これじゃあどうしようもねえ」

　忌いま々いましげにシロウがそう言った、その時である。

「おーめーでーとーう、ございまーす！」

　眼前の空間が一瞬歪ゆがんだかと思うと、チェシャ猫ねこが、拍手をしながら現れた。彼は、これ以上ない満面の笑みを浮かべている。

「……あんたか。最近、よく会うな」

　シロウが冷れい淡たんに言った。

「何か用か？　俺たちに、また忠告でもくれるってのか」

「んん、いえいえ、今回は違う用件ですよ」

　拍手をやめ、チェシャ猫はぱっ、と両手を開いて答える。

「アリスさん、到着おめでとうございます。シロウさんを信じた根性、眩まぶしいですねえ」

「……ありがとうございます」

　自分で思っていたのよりも冷たい声で、アリサは応じた。すると猫は、シロウに言う。

「でもクリアの前に、ちゃんと決着はつけておかなくては……と、思いませんか？」

　──決着？　不穏な響きに、嫌いやな予感がする。

「はん。確かに、もうプレイヤーで残ってるのは俺とあんただけだがな」

「いえいえ、だから、そうではないのですよ！」

　人差し指をちょこんと唇くちびるに添えて、彼は言う。

「あなたたちへの復讐を求めて、復活してきた人々との、決着です」

「えっ……」

　復讐、復活──その言葉の剣けん吞のんな響きに、こちらだけでなく、シロウも驚きの表情を浮かべる。しかし訝いぶかしむ間もなく、状況は、すぐに明らかになった。

「やあ、こんにちは！」

　真後ろから、声がかけられた。──どこかで聞いた覚えのある声こわ音ねだ。さらなる嫌な予感に苛さいなまれつつ、ゆっくりと振り返る。そこには一人の少年と、一人の青年がいた。

「さっきぶりだね、アリスに白ウサギ。城に着いちゃうなんて、すごいなあ」

「……」

　少年──青いウサギ耳つきのフードを被かぶった黒髪の少年が饒じよう舌ぜつに語るのに対して、その傍かたわらの、白いシルクハットを被った青年は、ぼーっとした表情で何も言わない。

（今の声は──）

　記憶の中で答えを探り当て、愕がく然ぜんとした。

「そんな……！」

　耳を疑うたがうが、しかし、間違えようがない。けれど、あの二人がここにいるはずがない！

　眼前の二人の外見は、確かにかつてと異なっている。でもその声は、まるで一緒なのだ。

　──死んでしまったはずの、三月ウサギと、帽ぼう子し屋やに。

「どうしたのさ、そんなにボクたちをじーっと見て。ボクたちが気になるのかなぁ。ねえ帽子屋？　……ああ、駄だ目めかあ。今回は狂い方がダウナー系なんだね」

「てめえら……三月ウサギと帽子屋か!?」

　シロウが、鋭するどく叫んだ。

「どうしてここに!?　いや、その見た目──本物なの、か……？」

「本物、さ」

　途端に激しい憎悪を露あらわにした眼差しで、三月ウサギが言う。

「ボクと帽子屋は、さっき君たちが殺した二人そのものだよ。いや白ウサギ、君が前回のゲームで死んだと思ってる三月ウサギと帽子屋──その二人だって、ボクらさ」

「何っ……！」

　ぴくりと、シロウの眉が跳はね上がる。

「……そうか。てめえら、道理で考えることが一周目の人間じゃねえって思ったら──今までゲームに何度も参加してやがったのか！　姿を変えて……！」

「姿を変えて、じゃない。生まれ変わるんだよ」

　次第に、少年らしい口調でなくなりつつある三月ウサギが、言葉だけは冷静に語る。

「ボクと帽子屋はね……このゲームで死んでも、必ず蘇よみがえるんだ。別の姿でね。そうして、何度もゲームに参加してきた。だって『もっともっと帽子屋と一緒に楽しみたい』というのが、ボクが女王様のタルトに願ったことだから」

「えっ──!?」

　あまりの衝撃に、一歩、後ずさってしまう。

「じゃ、じゃあ、あなたたちは」

「そうだよ、アリス。ゲームの優勝者だ。ずーっと前のゲームの、だけどね」

「っ……！」

　ぎりっ、とシロウが歯を食いしばる。三月ウサギは満足そうに、続けて言った。

「ボクたちがどうやって蘇るかは──アリス、君は見たからわかると思うよ。ボクらの家の庭に、大きな紫色の木があっただろう。あれの実は、ボクらの新しい身体ボデイになるのさ。だからさっき、家からここまで急いで来るのには、苦労したよ」

　確かに、三月ウサギの家には、不気味なさやえんどうに似た実のなる木があって──実の中に、布のようなものが詰つまっていた。あれはきっと、服を着た肉体だったのだ！

（き、気持ち悪い……！）

　うぷっ、と口元を押さえてしまうが、しかし、状況はどんどん悪くなっていく。

「さて、新入り君。もう説明はこれくらいでいいかなあ？」

　そう語る三月ウサギの手の中に、ぎらりと無数のナイフが出現する。

「前回のゲームでは鳩はとに奇き襲しゆうされて、帽子屋ともどもやられちゃって、後は面倒だから家で寝てたけどさ。今回は──どうしても、君を殺さずにはいられないよ。白ウサギ」

「……嬢ちゃん、逃げろ！」

　迫る復ふく讐しゆう鬼きから視線を逸そらさぬまま、シロウがすかさずそう命じた。──しかし！

「させるか。帽子屋！　小娘を捕まえろ」

　三月ウサギの一声に、帽子屋が素す早ばやくこちらに飛びかかってきた。逃げようとしたが、その長い腕に、あっという間に羽は交がい締めにされてしまう。

「きゃっ……くっ、は、離して！」

　もがいても、大人の力には抵抗できない。肩に載のっていたビルが、すかさず帽子屋の頭に飛びかかるが、まるで予期していたかのように、はたき落とされてしまった。

『トッケー……！』

　ビルはそのまま地面に叩きつけられ、ぴくぴくともがいている。

「ビル君！　し、しっかりして！」

　呼びかけても、返事はない。チェシャ猫もまた、いつの間にか姿を消していた。きっと見えない場所から、こちらを観察してニヤニヤしているに違いない。

「くそっ……」

「うふふふ、余よ所そ見みは危険だなあ、白ウサギ君!!」

　舌打ちしたシロウに、間かん髪はつを容いれずに三月ウサギが襲おそいかかった。もはや容よう赦しやはしないとばかりに、三月ウサギは次々と出現させた大量のナイフを、片っぱしからシロウ目がけて投げつけている。──その目は、完全なる狂気に染まっていた。

「ぼ、帽子屋さん！」

　──なんとかしなければ。その思いで、必死に帽子屋に語りかける。

「帽子屋さん、私です、アリスです！　お願いです、離してください」

「……」

　以前の帽子屋なら、きっと何か反応をみせていただろう。だが生まれ変わった帽子屋は、一切返答しない。まるで肉でできた機械人形のようだ。

（そんな──このままじゃ、今度こそシロウさんが……！）

　そう危き惧ぐした瞬間だ。

「──うぐっ!?」

　シロウの右腕を、ナイフが掠かすめる。次の瞬間、彼の腕からは、鮮血が逬ほとばしっていた。

「うふふふふふ、ビンゴ！」

　傷口を押さえ、それでもなお三月ウサギを睨みつけるシロウに、しかし、三月ウサギは満足そうに笑んだ。

「でもまだまだ、まだまだまだ！　その余裕ぶった顔が脂あぶら汗あせまみれになって、殺してくれって泣いて頼むまで、絶対にトドメなんか刺してあげないよ。ボクの大事な帽子屋を、殺した償つぐないをしてもらわなくっちゃ」

「ふはっ！」

　一方で、シロウはそれを鼻で笑った。

「帽子屋を崖がけから落としたのはてめえだろ、三月ウサギ。何度もクソゲーやってたせいで、本気でおつむが傷いたんじまったのか？　あ？」

「っ……！」

　言われた三月ウサギの怒ど気きが、みるみるうちに膨れ上がる。それは立っているだけでもやっとなほどに、強烈なものだった。

「殺す……殺す、殺してやる！」

　彼の掌しよう中ちゆうに、さらに大量のナイフが現れる。

「絶対に殺してやる、この腐くされウサギがぁあっ！」

「く……！」

　誰も止めることはできない、と心底思うほどのすさまじさで、三月ウサギはシロウを庭園の隅に追い詰める。壁かべ際ぎわで逃げられないようにされたら、もう──どうしようもない。

（見てるだけなんて……！　私って、なんでこんなに情けないんだろう）

　今までの、諦めに満ちた自じ虐ぎやくではなく、真の意味での自分への苛いら立だちが、頂点に達する。

　だが、その時──運命は、アリサに味方した。

「……で、に……」

　頭上から聞こえる、謎の呟き。最初は耳鳴りか何かかと思っていたそれは、だんだん、はっきりとした音で聞こえてくる。これは、帽子屋の声だ！

「なんで、ぼくは、こんなところに……」

　彼は、戸と惑まどったように呟いている。

（帽子屋さん……？　ど、どうしたんだろう）

　必死に答えを探り、そして、思い出した。最初に帽子屋と会った時もそうだった。彼は、時間の切れ目──繰り返される時間の狭はざ間ま、彼の時計でちょうど三時になる時──

『帽子屋、は……時間の、切れ目の時に、正気になるんだ』

　須す永ながの言葉が、正確に、頭の中でリフレインする。──そうか。きっと須永は、こうなると知っていたのだ。三月ウサギたちの心を読んだ時、彼らが何度も復活を繰り返してきた存在だと知った。それで、帽子屋を止める方法を──最期に、教えてくれたのだ。

（須永さん……ありがとうございます）

　アリサは、心の中で、彼に改めて感謝した。そして遺のこされた言葉に、正確に従したがう。

「……野の木ぎさん！」

　鋭く呼びかけた。すると──帽子屋が、ぴたりと黙だまる。

「野木昴すばるさん！　それがあなたの本当の名前でしょう。銀の檻おりの魔法なんかに負けないで、思い出して！　本当のことを、思い出してください！」

　──須永が言っていた『本当のこと』が何を指すのか、それはわからない。しかし、三月ウサギの帽子屋への偏へん愛あいからして、きっとあの二人には、何かがあるのだ。この世界に至る前、現実の世界で、何かが。それを思い出しさえすれば、きっと──

「野木昴さん！　あなたは帽子屋じゃないでしょう。あなたの相棒を止めてください！」

　もはや恐怖はなかった。ただ、真実に至ってほしいという願いだけで、呼びかけ続けた。

「あ、ああ……」

　やがて、それまでぶつぶつと呟いていただけだった帽子屋が──はっきりと、何かに気づいたかのような声を発した。それから、彼は、続けてこう述べる。

「ああ、あ……そうだ。ぼくの名前は、野木昴──帽子屋さんじゃ、ない」

　子どもっぽい、舌足らずな喋しやべり方でそう言うと、帽子屋は腕を広げ、アリサを解放した。

「君、誰？　なんだか可か愛わいいね、絵本のアリスみたいだ」

「えっ!?　わ、私は……」

　彼、昴には、記憶がないのだろうか。きょとんと問われると、なんと答えたものかわからない。ひとまず、倒れているビルをそっと拾い上げ、昴をじっと見守る。すると──

「昴……!?」

　驚きの声と共に、向こうから、一目散に三月ウサギが駆かけてきた。その目に憎ぞう悪おではなく、ただ驚きよう愕がくだけを色濃くして、彼は、じっと昴とアリサを見つめる。

「昴、お前……もしかして、思い出したのか？」

　三月ウサギは、おずおずと──まるで、子どもに話しかけるように、そう言った。

「あれっ？　ひょっとして」

　問われた昴は、しばらく三月ウサギを見つめた後、にっこりと微笑んで答える。

「ひょっとしてだけど、お父さん？　お父さんなの？」

「昴──！」

　お父さん、と呼ばれた瞬間、三月ウサギは、全身に電気でも流れたかのようにびくりと身を震ふるわせた。そしてその双そう眸ぼうから、一筋、二筋と涙が零こぼれはじめる。

（えっ……!?　お父さん？）

　あまりにも意外なその呼こ称しように、アリサは、ただ成り行きを見守るしかない。一方で昴は、無邪気に笑ったまま、朗ほがらかに言った。

「なーんだ、お父さんかあ。全然見た目が違うから誰かと思ったけど、喋り方が一緒だから、わかったよ。ねえ、でも、ぼくの身体もなんだかおかしくない？　この前飲んだお薬のせいかなあ。アリスのお話の薬みたいに、ぼくの身体からだが大きくなったのかな？」

「う、うぁああああっ……！」

　三月ウサギの手から──なおも握っていた銀のナイフが、ばらばらと落ちた。次いで彼はその両腕で、思い切り帽子屋を抱き寄せ、ぎゅっとしがみつく。

「ああっ、あぁあっ、昴……昴、ごめんな……！　駄目なお父さんのせいで、お前を……お前を、こんな恐ろしい世界に巻き込んで──ごめんなあっ、許してくれよ……！」

「ど、どうしたの？　お父さん。ぼくは別に、怒ってないよ」

　昴は三月ウサギ──父の言葉がわからないなりに、震える父の背中に腕を回した。

「ぼくは何度注射されても、どんな手術でも、平気だよ。だってそうすれば、お父さんはお金が貰もらえるんでしょ？　ぼく、お父さんの役に立ちたいもん。だからいいんだ」

「っ、あああ……！」

　もはや鼻水すら垂たらしながら、父親は、頭かぶりを振った。

「違う、違うんだ！　お前がそうやってオレを許したから、お前までこんな世界に来てしまったんだ。悪いのはオレだけだったのに……オレだけでよかったのに」

「……野木昴、ってのは確か」

　と──それまで姿を見せなかったシロウが、右腕の傷を庇かばいながら、静かに歩み寄る。

「難病詐さ欺ぎで有名になった男の子じゃねえか。原因不明の難病に罹かかってるって世間の同情を買って、支援金もたんまりいただいてたが、実は──親父が息子に毒物飲ませたり、点てん滴てきのチューブにバクテリア混入させたりしてただけだった、ってやつ」

「そんな……！　じゃあ、その昴君と、お父さんが」

「こいつらなみたいだな、嬢ちゃん。……結局詐欺がばれて、親父は息子と無理心中を図はかったそうだ。死にきれなくて昏こん睡すい状態だって、ずいぶん昔のニュースで言ってたが──まさか、親子揃そろって不思議の国にいたとはな」

　昴と父親は、こちらの話など耳に入っていないようだった。ただ、親子の抱ほう擁ようを交わしているだけだった。──それを見て、何も言えない。きっとこの親子は、この世界に来て、息子が銀の檻を嵌められてから、一度もこうして過ごせなかったのだ。

　だからこそ三月ウサギは、息子といることを望んだ。恐らくは息子が大好きだった『不思議の国のアリス』を模もしたこの世界で、永遠のごっこ遊びを楽しむためにゲームに優勝し、何度も転生するうちに、姿形も現実世界のものとはかけ離れていったのだろう。

　そして父親は冷れい酷こくに狂い、数多あまたの人を手にかけて、今、こうして死ねない身体で、同じく死ねない息子を抱きしめている。──酷い話だ。どんな慰めも、陳ちん腐ぷになるくらいに。

　意識を取り戻したビルもまた、地面に降り立ち、じっと父子を見ている。

「…………白ウサギ」

　やがて、そっと息子から身を離すと、三月ウサギは言った。

「もう、やめだ。息子を狂わせたのも──息子をこんなところに来させたのも、すべてオレの責任だ。続けるべきじゃなかった……この子を早く、帰してやるべきだったんだ」

　こちらを向き、彼はきっぱりと告げる。

「もう会うこともないだろう。せめて夢から覚めるまでは、息子の傍そばにいてやりたい」

「ふん」

　シロウは吐はき捨てるように鼻を鳴らし、言った。

「今さら気づいても遅い、と言ってやりたいが……生あい憎にくと俺たちにも時間がない。大人しくするってんなら、受け入れてやろう」

　だが、と彼は続ける。

「注意しろよ。あんたの息子、いつまでも正気だと、ルール違反で処刑されちまうからな」

「それは心配ない。もうじき、この子はただの……『帽子屋』に戻るだろう」

（……この世界にいる限り、昴君は……ずっと昴君ではいられないんだ）

　そう思うと、胸の中に悲しさがこみ上げてきた。

「じゃあな」

　立ちつくす三月ウサギ、そしてまた徐々に銀の檻の魔力に蝕むしばまれ、目が虚うつろになりつつある様子の帽子屋に言い放つと、シロウは彼らに背を向けた。

「行くぞ、嬢ちゃん。建物への入り口を捜さがさねえとな」

「はっ、はい！」

　そう返事して、シロウについていこうとすると──

「アリス」

　三月ウサギが、呼びとめてきた。

「は……はい？」

　恐る恐る振り返ってみれば、三月ウサギは、力ない眼まな差ざしながら薄く微笑ほほえみ、告げる。

「──すまなかった。ありがとう」

　それは、謝罪と感謝の言葉。アリサは、それに応えようと口を開く。しかし、言葉を返すのよりも先に──三月ウサギの首筋に、細い針がぶつりと突き刺さったのが見えた。

「……え？」

　一瞬見えた針は、すぐに姿を消す。何ごとかと、シロウが振り返る。

　数秒後──三月ウサギは唐突に、首を押さえて苦しみはじめた。

「あ、あがぁあああっ!?」

　苦く悶もんの声と共に、三月ウサギの体表を、彼自身の身体から生えてきた真っ赤な蔓つる薔ば薇らが覆おおいだす。肌と肉を裂き、骨を押しのけて、奇怪な薔薇はまるで三月ウサギの生命そのものが肥ひ料りようであるかのように、おぞましくも咲き誇ほこっていく。

「きゃあああっ！」

「お父さん!!」

　アリサの悲鳴と同時に意識を取り戻した昴が、止める間もなく父親にすがりつく。すると彼にも、父と同じ蔓薔薇が生えはじめた。彼の口から、一際大輪の薔薇が顔を出す。

「やだっ、そっ、そんな……！」

「駄目だ嬢ちゃん、近づくな！」

　反射的に駆け寄りそうになったところを、すかさずシロウの手に止められる。

　──父おや子こは、あっという間に、蔓薔薇の木と化してしまった。

（何……？　何が、起こった、の……？）

　目を見開いたまま、呆ぼう然ぜんとしてしまう。シロウもまた、固まっていた。すると──

「あー、つまらなかった」

　吞のん気きな台詞せりふと共に、現れたのはチェシャ猫だ。彼は手に、小さな注射針を持っている。

「チェ……チェシャ猫……さん」

　知らず知らず、声が震えていた。

「あっ、あ……あなたが、やったんですか。二人を、殺したんですか!?」

「だって、つまらなかったんですもん」

　チェシャ猫は、まるで古本屋に売り飛ばした文庫本について語るように気軽に言う。

「なぜ人間って、情愛に弱いんでしょうね？　憎悪剝むきだしの限界バトルが見られるのかと思ったのに、あっさり和解するなんて。だからぷつっと、三秒未満でやっちゃいました。ほら、劇の観客だって、つまらない舞台には石を投げる権利があるはずでしょう」

　それに、と彼はつけ足す。

「私は二人を殺してませんよ。殺したら、彼らはまた復活してしまいますからね。それもウザいし、だから、肉体を動けない植木に変化させてやっただけです。優しいでしょ？」

「……チェシャ猫……」

　と、それまで黙っていたシロウが、青筋を立てて怒ど鳴なる。

「てめえ──てめえは、それでも人間かっ！」

「あははっ、笑しよう止し、笑止。それはどういう意味ですか？　私の所業が人間業わざではないということですか？　それとも私の人間性に問題があるってことでしょうか？」

　チェシャ猫は、瞬時に頭部だけの姿になり、にっこりと笑った。

「私はただ、この城に放置されていた魔法薬を試しただけです。それに……」

　ふいに、その笑みが邪悪になる。

「犯罪者のあなたに、人間性を問題になんかされたくないですねー。シロウさん」

「っ……！」

　シロウの目に、すさまじい怒りが込こめられる。アリサだってそうだ。──許せない。

（人の生き死にを、まるで見み世せ物ものみたいに……！）

　ふざけるな、という言葉が、頭の中でいっぱいに広がる。

「義ぎ憤ふんにかられるのは、結構なんですけどね」

　だがチェシャ猫は、再び柔らかな笑みに戻ると、告げた。

「それより女王様が、アリスさんに会いたいそうです。謁見の間で待ってますよ」

　その言葉に驚きを漏もらすのよりも早く──眼前に突然、大きな木製の扉とびらが現れた。次いでその扉がひとりでに開くと、こちらを中へ吸い込まんとする強烈な風が吹きはじめる。

　いや──扉が吸引しようとしているのは、アリサだけだ！

「きゃああっ！」

　必死にこらえようとしたが、すさまじい風に耐たえられそうにない。足が地面から離れ、慌あわてて扉のドアノブを摑つかんで抵抗するが──腕が千切れそうだ。

　シロウが、咄とつ嗟さに手をのばす。だが右腕の傷のせいで、それは届かなかった。

（あっ──）

　アリサの手が、ドアノブを離れる。それと同時に、シロウは鋭く叫んだ。

「いいか！　必ず、さっさと逃げろよ!!」

　──それは、自分をおいてでも、という意味。

「シロウさん……！」

　アリサは、それに応えようとした。だが──言葉を紡つむぐ前に、扉の奥に吸い込まれた。




　──頰に感じるのは、毛け羽ば立だった絨じゆう毯たんのちくちくした感触。

「……ここは？」

　いつしか倒れていたアリサは、ゆっくりと立ちあがった。──知らない場所だ。

　見えるのは古めかしいタペストリーがかかった青せい灰かい色しよくの石造りの壁と、誰も座っていない立派な玉座が二つ。壁と同じ青灰色の石でできた床ゆかを、真っ赤な絨毯が覆っている。

　きっと、そう──謁見の間だ。

「じゃあここに、ハートの王と女王が……!?」

　いるはずなのに、どこにもいない。それどころか、ここには誰もいない──

　疑問に思い、数歩、前に踏ふみだすと。

「わっ!?」

　銀色の光が突然目の前に閃ひらめき、同時に、床の上に何かが出現した。

　絨毯をあっさりと貫いて床に突き刺さっているのは、先ほどの光と同じ色をした剣。

　ゲームにでも出てきそうな、両手で扱う剣のようだ。その刀身に、何か、文字が刻まれている。日本語でも英語でもなかったが──それを見た瞬間、頭の中で言葉が聞こえた。

『これを以もつて女王を殺すべし』

「え……じょ、女王を……この、剣で殺すって……そ、そんな！」

　声は、それ以上何も答えなかった。恐る恐る剣の柄つかに手をかけ、引き抜く。思っていたよりも軽い感触で、その剣は、あっさりと握ることができた。そして──

　──ぱんぱかぱんぱんぱーん♪　例のファンファーレが、謁見の間に響き渡った。

『女王様ノ、オナリィィー』

　甲高いトランプ兵の声が、どこからか聞こえる。そして二つ並んだ玉座のうち、右側の座面に、真っ赤なラジカセが現れる。──王様は、姿を見せない。

『……よくここまで来たわね、アリス』

　ラジカセこと女王様は存外に冷静な、しかしママそっくりの声音で、語りかけてきた。

　その声を聞くだけで、心拍数が跳ねあがる。だがついに、対面の時が来たのだ。

「じょ、女王様。私は……」

『待ちなさい』

　こちらの言葉を遮さえぎって、女王様は語った。

『あなたと話すのに、この姿では不十分です。罰ばつを与えるためには、姿を元に戻さないと』

　元に、戻す？　不ふ穏おんな物言いに、嫌な予感がする。だがそれに反応するのよりも早く、ラジカセは白い光に包まれ、消滅し、そして──

「……アリサ。こんなところで何をやっているの？」

「…………っ！」

　息を吞のんだ。玉座に座っているのは──

「マ、ママ……？」

　真紅のドレスに身を包み、頭に王冠を載のせたアリサの母親、その人だった。その声、喋り方、眼差し、髪型、お化粧の仕方や首の傾かしげ方まで、絶対に、別人のわけがない。

（噓、噓だよ、そんな……どうして……!?）

　途と端たんに、頭の中がパニックになる。冷たい汗が噴き出て、全身を流れていく。

　──声が似ているというだけなら、まだ納得できる。だがこれでは、ママそのものだ。

（どうしてママが、こんな格好で、こんなところにいるの──!?）

「何をやっているの、と聞いているのよ。そんなに口をぽかんと開けて、みっともない」

　こちらの動どう揺ようになど目もくれず、ママはずけずけと言った。

「だいたい、学校はどうしたの？　実力テストの偏へん差さ値ちはどうだった？　部活ではエースになれた？　ピアノの練習は忘れていないでしょうね」

「……っ、う……！」

　矢継ぎ早に問われても、何も答えられない。足が震ふるえ、唇を前歯で嚙かみしめてしまう。

（やめてよ──やめてよ、ママ！　どうして私の話を聞いてくれないの？）

　心の叫びを口に出せばいいだけなのに、言葉は喉のどの奥でつっかえて、出てこようとしない。怖こわいからだ──失望されるのが。子どもっぽい、みっともない人間だと思われるのが。

「どうして何も言わないの？　後ろめたいことがあるからでしょう。今度は何をやったの？　また下らないぬいぐるみでも買ったの？　……ああ、ひょっとして」

　ママは玉座から立ちあがり、こちらに向かってゆっくりと近づいてくる。

「ベッドの隙すき間まに隠かくしていた、あの雑誌を気にしてるのかしら」

「えっ──!?」

　アリサは、目を見開いた。

「ママ、雑誌って、私の……！」

「ロリータ・ファッション、だっけ？　お姫様趣味だなんて子どもっぽいものが許されるのは、小学生までだと思いなさい。隠してあった分は、全部捨てておいたからね」

　ママは優雅に首を傾げると、二メートルほど離れた位置に立ち止まり、さらに言い募つのる。

「あなたときたら、もう十六歳にもなったんだし、いい加減に大人になってくれるかと思っていたけど──本当にだらしないし、陰いん気きだし、おまけに噓つきで出来損そこないなのね」

「そっ、そんな……」

「はぁあ」

　と──ママは、嘆たん息そくと共に言った。

「お兄ちゃんじゃなくて、あなたが死ねばよかったのに」

「…………！」

　絶句する。

「何……なんて……ママ、今、なんて言ったの!?」

　知らず知らずのうちに、涙声になっていた。──酷ひどい。酷すぎる。噓つきと言われるのはいい。出来損ないと言われるのも、辛いけど、耐えられる。でも────

「ママは私より、お兄ちゃんのほうが大事なの!?　ママ！　酷ひどいよ!!」

　ずっとそう思われているんじゃないかと恐れていた。だって、ママが求める人間像──つまり、優しくて明るくて素直な子というのは、死んだお兄ちゃんのことだからだ。でもどんなに頑張っても、アリサはそれの紛まがい物でしかない。だから嫌われているんじゃないかと恐れていた。でも──ママの口から、それだけは、言われたくなかったのに。

「……」

　言うだけ言って、ママは何も語らない。ただ押し黙って、冷たい目で、こちらを見ているだけだ。早く消えてなくなれ、と言わんばかりの眼まなこで。

「酷い、よ……」

　絶望と怒り、そして悲しみが胸で渦うず巻まいて、涙すら出ない。こちらを睨み続ける母の視線から逃れたくて、アリサは俯うつむき──そこで、自分が握っている剣を思い出した。

（『これを以て女王を殺すべし』、だっけ……？　それなら、この剣でママを刺してやれば、全部解決するってことだよね……？）

　思考すべてが、憎悪で真っ黒に塗り潰つぶされていく。──簡単だ、とその闇やみが囁ささやく。

　この銀色の剣で、憎い母親を刺し殺してやればいい。そうすればもう二度と怯おびえずに済む。自分を否定し、嘲あざけり、罵ののしる者がいなくなる。簡単だ。──早くやれ。

　剣を握る手の力が強くなった時、まるで駄目押しのように、ママは嘲ってきた。

「何、その顔」

　我が子を心配するでもなく、彼女はせせら笑う。

「悲劇のヒロインぶって。せめて作り笑いでいいから、いつも明るくしてなさいよ」

「ママが言わないで！　誰のせいだと思ってるの!!」

　普段は絶対に口にしない言葉が、勝手に逬り出た。

（殺してやる──！）

　アリサは両手に、剣の柄を握った。まるで使い慣れたもののように、それは両手に吸いつくように扱えた。真正面にそれを構え、そして、それを母親に──

「──！」

　刺してやろうとした、刹せつ那な。かつてシロウが、洞どう窟くつで話してくれた言葉を思い出した。

『あんたの母親は────自分が不安だから叱しかるんだ』

　そうだ。考えてみれば、ママはいつもアリサの『子どもっぽいところ』を見つけ、それで叱りつけてきていた。なぜなら不安だからだ。死んでしまったお兄ちゃんの年齢を超えつつあるアリサを、自立した大人に育てられるか不安だから、怒っているだけだ。

　シロウの言葉を信じるなら、そのはずなのだ。

　ならばなぜ、ママを殺す必要があるのだろう。──それは、違うのではないか？

　少し冷静になってきた頭を働かせると、さらに不ふ可か解かいな点に思い当たる。あまりにも本人そのものだからパニックになってしまったが、眼前の女王様が、本物のママのはずはない。仮に、本物のママがこの不ふ思し議ぎの国に来ているのだとしても、いきなり学校や部活について話しだしたりはしないだろう。──では、目の前にいるママは一体、何者？

（落ち着かなきゃ。このゲームはいつも、冷静じゃないと死んでしまう状況ばかりだった）

　憎らしい相手を剣で刺し殺せば終わりだなんて、そんな単純なものであるはずない。

　シロウのように、冷静にならなければ。でないと、きっと、脱出できない──

　アリサは、構えていた剣を下ろした。ママは再び黙りこくり、何も言わない。

　──落ち着こう。そう思い、深呼吸した。その上で、改めて、この状況を考えてみる。

（シロウさんは……前に、女王様はゲームごとに代替わりするって言ってた）

　ならばこれまで、各アリスの前に一人ずつ、別の女王様が現れていたことになる。

　しかもこの女王様は、現実から連れてこられた人間とは違う、ゲームの側の存在だ。

（『不思議の国のアリス』で、最後、アリスは自分が夢を見てたんだって気づいたけど）

　アリスをモチーフにしているのなら、このゲームにおける女王様も、アリスが見た夢の中での存在と同じように、実体のない、曖昧な虚きよ構こうに過ぎないのかもしれない。

（それなのにこの女王様は、私にとって一番辛い言葉を──一番ママに言ってもらいたくない台詞を、言った。それに私しか知らないはずの雑誌のことを、知ってた）

　つまりこの女王様は、アリサが思い描き、恐怖している通りのママの姿をとっている。

　──虚きよ像ぞう、という言葉が、脳裏を過よぎった。

（わかった……！）

　そう、虚像だ。この女王様は、やはり、ここに実体として存在するわけではない。

　アリスの心が──アリス自身の恐れが形をとって、目の前に立っているだけなのだ。

　そのことに気づき、アリサはまっすぐに女王様を見据えて、言い放つ。

「つまりあなたの正体は──女王様の正体は、アリス自身が持つ恐怖なのね」

「…………」

　女王様は、何も答えない。けれどもその顔立ちはぐにゃりと歪み、ママそのものから一歩遠ざかった。そして、そのまま徐じよ々じよに身体のパーツも形を変えていき、背も縮んで──

　やがて女王様は、王冠を被り、真っ赤なドレスを纏まとったアリサ自身の姿になった。

　それを目まの当たりにして、口から、ふっと笑いが漏もれた。ぽつりと呟く。

「なんだ。やっぱり、そういうことだったの」

　愛されたくて、演じ続けて、伸び続けた自分の影に踏まれないように、飲まれないように、逃げ続けていた結果──いつの間にか、すっかり己の影に取り込まれてしまっていた。

　自分が作りだした虚像を相手に、怖がっていただけだったのだ。そう、きっと、ゲームだけの話じゃない。これまでの日々でも、アリサが抱いていた恐怖は、すべて、自分が作りだしたものに過ぎない。なぜなら────

（私、一度も、自分の本音をみんなの前で出したことがなかったから）

　──出せなかったのではない、出していないだけだ。ママと、一度も本音で向き合ったことがない。だから、ママの本音もわからないままだった。それだけだ。ママとアリサの関係は、支配者と被支配者の関係ですらなく、ただ、すれ違っていただけだったのだ。

　でも恐怖を捨てれば、噓つきだって、きっと正直者になれるに違いない。

「もう、あなたなんか怖くないよ」

　アリサがそう言うと、女王はやっと口を開いた。

「黙れ！」
















　その声音は、顔つきと同様、こちらとまったく同じだ。けれど動じずに、冷静に告げる。

「黙らないよ」

　反抗された女王は逆上したように顔を真っ赤に染め、声を張り上げて叫んだ。

「此こ奴やつの首を刎はねよ!!」

　だが、トランプの兵たちは現れない。アリサは、静かに言った。

「あなたなんか、気にしてると思う？　私はルールを破ってないし、それに……」

　もう、怖いとは思わない。

「あなたはたかが、私の心じゃないの」

　女王の殺し方は、もう、わかっていた。アリサは、持っていた剣の切っ先を、女王ではなく、自分の胸に向ける。そして──それを思い切り、自分自身に突き刺した。

　──痛みは、ない。ただ突き刺した瞬間に、眼前の女王が、苦しそうに表情を歪めた。

　そして、目の前に光がいっぱいに広がり──気づいた時には。

「……あっ」

　そこはもはや謁見の間ではなく、女王も消しよう滅めつしていた。荒れ果てた殺風景な部屋の中央に、無傷のアリサは立っていた。剣も手の中から消え失うせ、目の前には大きな扉がある。

　やがて音もなく、その扉が開くと──扉の向こうには、白い光が満ちていた。

　いや、光の中に、見知った自分の部屋が見える。あのベッドと、シンプルなドレッサーが見える。現実への、帰還の扉だ。──勝った。アリサの行動は、正しかったのだ。

「やった……！」

　思わず両手を振り上げ、全身で喜びを表現してしまう。そうして無意識のうちに、扉に数歩近づいてしまうが────その時、あの銀ぎん髪ぱつ頭の青年の姿を思い出す。

「シロウさん……！」

　そうだ、彼は──噓つきウサギは、まだ銀の檻の中だ。

　けれども彼は、こう言っていた──さっさと逃げろ、と。

「シロウさん」

　もう一度呟き、アリサはしばし、扉を呆然と眺ながめた。
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　──この扉とびらをくぐれば、すぐに家に帰れる。それはわかっている。けれど──

　けれどアリサは、すぐに逃げようとは思わなかった。

（ここまで来られたのは、私の力じゃない。全部、シロウさんのお陰かげだもの）

　最初に命を救われたことからはじまり、数々の危機を乗り越え、時に折おれそうになった心を支えてくれたのは、他ならぬ彼だった。

　──それなら、私だって。決断すれば、行動に移すのは早かった。アリサは踵きびすを返して扉に背を向けると、この部屋にもう一つあった、古びたドアの外に飛びだす。

　外は、うす暗い廊ろう下かだった。さらに建物自体が吹き抜けの構こう造ぞうになっており、廊下は奇怪にねじれ、螺ら旋せん階段のように、上の階へ、上の階へと連なっている。

　そしてその階段を、傷を庇かばいながら、着実に上っている人物の姿が、遠くに見えた。

　シロウだ！　──そう、ここはあの一際高い尖せん塔とうの中だったのだ。

　姿を確認した途と端たん、アリサは駆かけだしていた。廊下を進み、彼の背中に声をかける。

「シロウさん！」

「っ！　あ、あんた……」

　呼びとめられたシロウは、振り返ると、はっきりと、驚きの表情を浮かべていた。

「あんた……生きてたのか！」

『トッケー！』

　彼の肩に載のっていたビルが、喜び勇いさんでこちらの肩に飛び乗ってくる。だが、主あるじであるシロウの顔も、負けず劣おとらず、とても嬉うれしそうな笑顔に、変わっていた。これまでの彼であれば恐らく、決して見せてくれなかっただろう、とても素直な微笑ほほえみに。

　──なぜかそれが、たまらなく嬉しい。

　アリサは作り笑いではない、自分本来の自然な笑顔で、それに応こたえた。

「はい、シロウさん。女王様はやっつけました……あなたのお陰です」

「そうか！　そうか……」

　だがやがて彼は何かに気づいたように短く息を吞のむと、にわかに険けわしい面持ちになり、こちらの肩を軽く突き飛ばした。

「駄だ目めだ。嬢じようちゃん、あんた何やってんだ」

「えっ？」

「俺にわざわざ礼を言いに来た、その殊しゆ勝しようさは褒ほめてやるよ。だがな、もう時間がない」

　そう言って、彼は月時計を示した。月は、もはやかなり細くなっていた。

「も、もうそんなに経たっていたなんて……」

「月がなくなる前に逃げな。俺のことはもう、どうでもいいだろう」

「そんな！　どうでもいいって」

　思わず、疑問を口にする。

「どうしてそんなことを……やっぱりおかしいですよ！　だってシロウさん、このゲームを今回で永遠に終わらせるんだって、前に言ってたじゃないですか」

「うるせえ、減へらず口叩たたくな！　あんた、拾った命をむざむざドブに捨てるつもりか!?」

　彼はその真しん紅くの瞳ひとみで、こちらを鋭するどく睨にらんでくる。その左手は、今なお右腕を庇っていた。──ひょっとすると、傷はかなり深いのかもしれない。

「俺はな、予定の変更には柔じゆう軟なんな性格してるんだ」

　シロウは、さらに続けた。

「それにどうせ現実に帰ったって、俺を待ってる人間なんか一人もいない。ここにいても、現実に戻っても、同じなんだよ。だからもう、いいんだよ。気にすんな」

　──その口調は、また、自じ嘲ちようの色に塗まみれていた。だから、今の彼は──

「噓つき！」

　アリサは眉を吊り上げ、きっぱりと、そう叫んだ。

「なっ……!?」

　これまでにないこちらの姿に、シロウが僅わずかにたじろぐ。その隙すきに、畳みかけるように自分の考えを告げた。

「あなたには、大事なお婆ばあさんがいるって言ってたじゃないですか！　それに……私だって、あなたに会いたいです」

「……え」

「現実世界でもう一度あなたに会って、恩返しがしたいんです。私がここまで来られたのは──生きてるのは、全部、シロウさんのお陰ですから。だからこんな残ざん酷こくなゲーム、一刻も早く終わらせて、元の世界に戻りましょう。そうして私に、恩返しさせてください」

　──仮にゲームを終わらせる方法を見つけても、時間切れでアリサは死ぬかもしれない。それでも、シロウをおいて逃げるのよりは、ずっとずっとましだ。それにシロウなら、決してそうはさせないだろうという確信が──不思議と温かな確信が、心の中にあるのだ。

「……」

　シロウは、珍しいものでも見るような──いや、驚きと、憧しよう憬けいすら混まざったような眼差しで、こちらをじっと見つめる。そしてややあってから、ふはっ、と小さく笑った。

「なんかさあ、嬢ちゃん、変わったな。女王様と一体何があったんだ？」

「な、なんというか……女王様の正体は、私が怖がってるものが、形をとって現れてただけだったんだって、気づいただけです」

　そこまで言って、はっと気づくものがあった。

「そういえば……女王様は謁えつ見けんの間にいましたけど、王様とは結局会えませんでした」

　ハートの女王が、アリスの生み出した虚きよ像ぞうに過ぎなかったのだから、シロウが推測していたゲームの『管理人』にあたるのは、やはりハートの王ということになる。

　しかしなぜ、王は城の中ですら、まったく姿を見せないのだろう──

「ふうん」

　少し首を傾かしげてから、シロウは言う。

「なかなか興味深い話だな。そうするとやっぱり……王様は、上にいるのかもしれねえ。もとより、もう他に当たる宛あてもないがな」

　彼は背を向けると、顔だけこちらに振り返り、告げた。

「じゃあ、ついてきな。後悔しないってんなら。それと、危なくなったら……」

「わかりました」

　こくりと頷うなずく。

「危なくなったら、無理しません。だから、ついていかせてください。塔のてっぺんまで」

「──ああ。好きにしな」

　再び薄く微笑み、シロウはそう言って、前を向く。そしてそのまま前進しつつ──

「あ、そうそう」

　とつけ加えた。

「現実に帰った後、俺に会いに来るってのは断るぜ」

「えっ……な、なぜですか？」

「ネトゲと同じだ。ゲームが終わったら会わないってのが、一番スマートなんだよ。だいたい俺は、現実では昏こん睡すいしてるだけだしな。そんなのと会ってもつまんねえだろ」

「そ、そんなことはないと思いますが──いえ。わかりました」

　きっぱり断られてしまうと、たまらなく残念だ。でも、シロウの願いなのだから、尊重しなくてはならない。今は──生きて、このゲームを終わらせる方法を捜さなければ。

　そう決意し、アリサは、シロウやビルと共に、この螺旋の廊下を駆け上がり続ける。

　恐怖はなかった。希望だけが胸に燃えていた。




「──はぁー、やれやれ。アリスさん……」

　二人の姿を、一人、亜空間から眺めているチェシャ猫ねこは、大きなため息をつく。

「私、あなたを気に入ってたんですよ。こんなに面白いゲームは、これまでになかった」

　まっすぐに塔の頂上を目指すアリサの背中を見つめながら、彼はまた嘆たん息そくする。

「なのに夢から覚めないなんて、馬鹿なことを。いや、違う……本当に、愉ゆ快かいなことを！」

　チェシャ猫は、すさまじく邪悪な嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「これまでのゲームでは、生き延びたアリスは女王の謎が解けたらすぐに帰き還かんしていました。それなのに、わざわざ留とどまっているとは……しかもこのゲームを壊こわそうなどとは、本当に愉快、愉快！　でも、すぐに思い知るでしょう」

　誰にともなくそう言いながら、彼は招き猫のようなポーズを取った。

「夢の世界のルールを破ろうとする者には、それ相応の罰ばつが下る、という事実を」




　──シロウと合流したアリサが、塔のかなり上部にまで辿たどり着いた頃。

「ん!?」

　ぴくりと何かに反応したシロウが、急に辺りに視線を巡めぐらせた。

「ど、どうしましたか」

「いや、待て。何か聞こえる……ような気がする」

　そう言ってしばし思案げな顔で、彼が周りを見ていると──

『トッケェー!!』

　アリサの肩の上で後方を見やったビルが、警告ともとれる大声で鳴いた。

　──まさか……！　危き惧ぐと共に、素早く後ろを振り向き、そして、驚愕した。

『アリスゥー！』

『アリスー！　一緒に遊ぼうよぉ～！』

　塔の下から、順々に──あの『コーカス・レース』が、こちらへと迫せまっている！

　飛べる鳥たちは吹き抜け部分をまっすぐに上がろうとしているようだ。まだ塔のかなり下方にいるようだが、ここまで上ってくるのも、きっと時間の問題だろう。

「チッ！　あいつら、性しよう懲こりもなくまた現れやがったのか」

「シ……シロウさん、あっち！　あの、下の階のドアを見てください！」

　悪いことは重なるものだ。勢いよく開いたドアからは、大量のトランプの兵士たちが、どやどやとこちらに出てきていた。手に手に槍やりを構えた彼らは、アリサとシロウのほうを指さすと、一いつ斉せいに、一目散に殺さつ到とうしはじめる。しかも、その最後方には執しつ行こう者しやが──一ひと際きわ屈強で、巨大な首切り用の剣を構えた、あのトランプ兵が交じっていた。

「くそっ、兵士どもまで来るかよ。泣きっ面に蜂はちなんて、まったく笑えねえな！」

　言うなり、シロウは全速力で廊下の先へと進みはじめる。

　並走しながら、アリサは問いかけた。

「シロウさん！　まだ、月時計が尽きたわけではないですよね？」

「ああ、一応な！　なのに兵士どもまで追っかけてくるってのは……」

　きっ、と廊下の終着点を──ようやく見えてきた、屋根裏部屋に続く形で天てん井じように設置されている扉を睨んでから、彼は言った。

「あの部屋にあるモンを──どうしても見られたくない、ってことだよなあっ！」

「そうですね！」

　こうまでして追ってくるのだから、きっと、ゲームの最後の秘密が、あそこに封印されているに違いない。そう思うと逆に希望が溢あふれてきて、疲れた身体にも力がみなぎる。

『アリスー、アリスゥー』

『陛へい下かノ敵てきハ、スベテ叩キ殺セェ！』

　動物と兵士たちの不ぶ気き味みな叫び声は、思った以上のスピードでどんどんこちらに迫ってくる。けれど──間に合った。追いつかれるより早く、アリサたちは廊下の奥に到着した。

「よし、鍵はかかってねえな。開けるぞ」

　長身のシロウが扉を確認し、外開きになっているそれを、勢いよく開いた。

　すると中から、部屋に入るための梯はし子ごが、古い書物の匂いを纏って下りてくる。

「……先に行く」

　そう言って、シロウは梯子に手をかけた。右腕の怪け我がは今なお血が滲にじんでいるが、彼は軽快に上っていく。こちらもまた、それに続いた。

『アリス！　アリスゥ～！　そこは立ち入り禁止だよー!!』

　間近にまで迫ってきた動物たちが、ギャアギャアと喚わめきたてる。真後ろにまで近づいてきたのを悟さとると、さすがに血の気が引く。

「急げ、嬢ちゃん！」

　叱しつ咤たを受けて上りきってから、慌あわただしく梯子を畳み、屋根裏に続くドアを、閉める！

　幸いにも、ドアには内側から鍵がかけられるようになっていた。シロウとアリサは掛け金をして、ついでにすぐ傍そばにあった重い木箱を上に載せておく。どうやら動物と兵士たちは真下に辿り着いたようで、扉を開けろと騒いでいる声が、床を隔へだてて聞こえた。それでも──ひとまず、目的の場所に着いたのには間違いない。

「ふう……」

　アリサは額の汗を拭ぬぐいながら安あん堵どの息を吐はき、やっと、部屋の状況に目を向けた。

　屋根裏部屋は、狭い、洋風の書しよ斎さいだ。壁一面を本棚が占め、その本棚のすべてが、古めかしい革張りの本で埋うまっている。そして何もかもが、埃ほこりに塗れていた。

「ビル君は、ここで待っててね」

　本棚の、比較的埃の積もっていない場所にビルを下ろし、床ゆかに目を向ける。

　床のそこここには見たこともない動物の標ひよう本ほんだの、怪あやしげな水晶球だのが散乱していた。そして──ここから見て部屋の一番奥には、大きく立派な書斎机があった。

（研究室か何か、なのかな。なんだか、置いてあるものが魔法っぽいし……）

　シロウは、先にこの部屋をじっくり調べている。本棚に収まった書しよ籍せきの背表紙に素早く視線を巡らせながら進んでいた彼は、書斎机の前でぴたりと足を止めた。

　書斎机の上には、なぜか、椅い子すをも覆おおうように、白く大きな布がかけられている。

　アリサがその隣となりに駆け寄ると、シロウは、舞い上がる埃に顔を顰しかめつつ、その布を一気に取り払った。すると────

「げっ」

「きゃあっ!?」

　驚きの声を、同時にあげる。布の下に横たわっていたのは、完全に白骨化した、誰かの遺い体たいだった。机の上に突っ伏すような体勢で、その白骨は、ただ静かにそこに存在している。

「誰だ、こりゃ……？」

　シロウが、独り言のように呟つぶやいた。

「ゲームのプレイヤーなら、死んだら薔ば薇らの花びらになっちまうはずだよな。なのにここに死体が残ってるってことは……」

「も、もしかして」

　口元を手で覆いながら、恐る恐る問う。

「この人が、ハートの王様……なんでしょうか？」

「……かもな」

　頰ほおに薄うすく冷や汗の一筋を流しながら、シロウは、改めてその遺体をじっと見つめ──

　やがて、机の上に何か発見したらしい。

「……悪いな、ちょっとどいてくれ」

　彼は白骨に一言断りを入れてから、そっと手でどかす。すると、しゃれこうべのちょうど真下に、黄色く変色した羊よう皮ひ紙しが隠かくれていた。──この白骨の主ぬしが書いたものなのだろうか。羊皮紙には、黒いインクで、びっしりと文字が書き込まれている。アルファベットのようだが、癖のある筆ひつ記き体たいのため、とてもアリサには読めない。

「待て、俺が読んでみる。どれどれ……なんだ、ただの英語かよ。えっと」

　語学が得意なのだろうか、シロウは数秒の後、文章を翻ほん訳やくしてくれた。

「……『ここまで辿り着いたプレイヤーよ。君たちがこれを読んでいる頃、私は既すでにこの世になく、乾いた骸むくろと化しているだろう。私は君たちに懺ざん悔げをしたい』、知らねーよ」

　遺体が残した手紙を、シロウは、感想を交えながらさらに読み上げた。

「『私の名はルドウィシス、十九世紀のイングランドに生を受けた魔術師だ』、ハァ？『君たちにわかりやすいように言えば、ハートの王と名乗るべきだろう』、なるほど。やっぱりこいつが親玉だったわけか」

　──やはり、シロウの予想は的中していた。すると、ハートの王がゲームにまったく姿を見せなかった理由もわかる。彼は既に、亡くなっていたのだ。

「『私は君たちの参加しているゲーム、つまり女王様のクローケを、幾いく度どとなく全世界で繰くり返してきた。イングランド、ウェールズ、スコットランド、大陸の欧州各国、アメリカ、アフリカ、中華、そして極東の島国で──その土地ごとに無む垢くなる少女と、眠りに落ちている罪深い者たちを無作為に選び、この夢の世界という名の坩る堝つぼに落としてきた』」

（……そんなに色んな国でゲームをさせて、一体この人は何がしたかったの？）

　怒りすら覚えながら、シロウの翻訳する言葉を聞く。

「『私はただ、この世で最も価値のあるもの──すなわち真実とは何かが、知りたかった。だが真実とは形けい而じ上じようのもの、我々にはそれと認識できない。だから私は、噓うそとは何かを知ることで、真実を観測しようと思い至った。噓は真実の否定なのだから、噓の本質が理解できれば、翻ひるがえって真実も理解できると考えたのだ』」

　そこまで読んでから、シロウは補足するように言った。

「つまりこのジジイは、酷ひどいものをたくさん見れば、逆に何がいいものなのかがよくわかるはずだって考えたわけだな。何が最もいいものか知りたかったから、できるだけたくさん酷ひでえものを観測したかったんだ、ってさ」

「そんな！　じゃあここは、その、ハートの王様の実験場だったんですか!?」

「そのようだな──『罪深い者たちの中に無む垢くなる少女を送り込めば、必然、その場にはあらゆる虚きよ偽ぎと悪徳が顔を出す。まさに噓つきたちの蠱こ毒どく皿ざらだ。私は無意識の世界の一部を借り受け、そこにかの名高き「アリス」を模した世界を作った』」

　なぜアリスなのかといえば、奇怪な者たちの中にただ一人の少女がいるという構図が、その当時評判になっていた『不ふ思し議ぎの国のアリス』の内容と同じだったからだという。

「『だが数限りなく行われる実験の中でも、一向に真実は見えなかった──酸さん鼻びを極める罪が横行し、多くの人命が失われても。私は恩おん赦しやを与えるハートの王として、何度かは参加者の命を救った。しかし実験は回数を重ねるごとに、私の意思を離れ、より凄せい惨さんになっていったのだ』──はん、このジジイがいる時は、恩赦なんて制度があったのか」

　ハートの王には、女王の処刑を止める能力のようなものが設定されていたのだろう。

「『私は実験の中止を考えた。魔術で永らえたこの身体からだにも、実験をはじめて百年が経った頃には、限界が近づいていた。しかし』……ん？」

　そこで、初めてシロウの朗ろう読どくが止まった。

「『しかし、私の契約主である悪魔が、実験の中止を許してはくれなかった。彼は数あま多たの貌かおを持ち、万物への愚ぐ弄ろうと嘲笑を天性とする。私がこの世界を築き上げたのは、その悪魔の力を契約によって借りたからだ。だが私が死んだとしても、彼は恐らく、実験と観測をやめないだろう。ただ、彼の興味を満たすためだけに』……悪魔、だって？」

　──興味を満たすためだけに、観測をやめない──嘲あざ笑わらうことを天性とする、悪魔？

　脳裏を、ある顔が過よぎる。いつも安全な位置からこちらを観察し、興味本位で近づき、勝手な時に離れていく。中立派だと嘯うそぶき、決して味方にはなり得ない存在。

「まさかだろ……」

　シロウの呟きに、冷や汗と共に頷く。目を見合わせた後、シロウは再び続きを読んだ。

「『──もう、ペンを握る指にも力が入らない。これを読んでいるプレイヤーよ、どうか私を許してほしい。私には到底、あの悪魔を止め得ない。いや、人間の力ではそれは無理なのだ。かの悪魔の名は』」

　と──シロウが、そこまで読んだ時。

「ああーっと、ここで意外な登場だーっ！」

　むやみやたらに明るい声と共に、突然シロウの手から、羊皮紙が抜き取られた。

　そしてそのまま羊皮紙は──現れたにやけ面づらの青年に、瞬またたく間にむしゃむしゃと食べられてしまう。彼は、それをごくんと飲み込んでから言った。

「んー、美味しくないですね。まあ、乾燥した皮なんだし、当然でしょうか」

「チェシャ猫……！」

　そう、このゲームで、アリサとシロウ以外で唯一残っているプレイヤー。

　シロウは疑念を込めた眼まなこで、じっとチェシャ猫を睨みながら、静かに問う。

「てめえ、好物でもないんならどうしてその紙を勝手に喰くった？　読んでる最中だったんだがな。もしかして、都合の悪いことでも書かれてたか」

「都合の悪いこと？」

　半はん透とう明めいの身体でぺろりと舌舐なめずりしてから、チェシャ猫は首を傾げた。

「いいえ、私に都合の悪いことなんてありませんよ。ここではすべてが、私の興味を満たしてくれますから。ちょっとあなたたちの邪魔がしたかっただけです」

　その口ぶりは、まるでわざと自分の正体を言い当てさせようとしているかのようだ。

「……チェシャ猫さん！」

　だが静かに、アリサは相手に語りかける。

「もしかしてあなたは──あなたが、ハートの王に……このゲームを作った魔術師に、力を貸していた悪魔なんですか!?」

「ふふっ、ひひひひひ」

　チェシャ猫はその大きな瞳を細くし、口の端はしを大きく吊り上げて笑った。

「だったら、どうします？」

「とりあえず、てめえをチェシャ猫と呼ぶのをやめる」

　シロウが吐き捨てるように言った。

「怪しい奴だって、ずっと思ってたんだ。てめえ、悪魔だかなんだか知らないが、プレイヤーのふりまでして、人が苦しむ姿を眺めて、そんなに楽しいか!?」

「これはこれは、誤解がありますねえ」

　チェシャ猫は肩を竦めて応える。

「私は、れっきとしたプレイヤーですよ。確かに最初は、ただルドウィシスに力を貸して、その対価にゲームを観戦していただけだったんですがね。でも、面白かったんですよ」

　彼は、思わずぞっとするほど暗い色の瞳を煌きらめかせて言った。

「ゲームが、あまりにも面白かったんですよ。ほら、今回のゲームであなたたちだって見たでしょう？　ルールを誤解して恐怖に塗れながら死に行く者！　狂気の淵ふちを覗のぞいて脳が侵されて死に行く者！　そして我が子の未来を永遠に閉ざして死に行く者！」

　ふう、と息を吐いてからさらに続ける。

「本当に面白い。観客席から見ているだけではあまりに物足りない。だから私は……そう、五回くらい前のゲームからですね……プレイヤーになったんですよ。チェシャ猫として」

　そうすれば、たくさんの人間の愚おろかしさを、もっと間近で見れるからだ。

「だから私に嵌はまっている銀の檻は本物ですよ。まあ、外すつもりはないですけど。それに──他人が苦しむ姿を眺めて楽しむのは、あなたたち人間だって同じじゃないですか」

「えっ!?」

　ふいにこちらに向かって指を指され、思わず動揺すると、嬉しそうにチェシャ猫は言う。

「ほら、よくリアクション芸とかいうじゃないですか。私はあなたたちのリアクションを見るのが大好きなだけです。『他人の不幸は蜜みつの味』なんて人間の言葉もありますしねえ」

「おいクソ猫」

　シロウが遮った。

「大上段からドヤ顔かましてんじゃねえぞ。てめえみたいな趣味を持ってる奴を、人間は『品性下げ劣れつ』って呼んでんだ」

「品性下劣で結構。私は……あ、そうそう」

　チェシャ猫はふいに、真面目な顔で言った。

「私のこと、悪魔って呼ばないでください。どちらかというと、『邪じや神しん』て呼んでもらえるほうが好みです。とにかく、邪神なんだから、いいんですよ、私は。下劣で」

　言うだけ言って、またチェシャ猫──彼が言うところの邪神は、他人を嘲りきった、趣味の悪い笑みでシロウとこちらを見つめている。

（なんてこと──！）

　あまりの展開に、目眩めまいがしてきた。まさかこの世界に、魔法だけじゃなく、邪神なんてものまで実在していたなんて──しかもその邪神が、今目の前にいるだなんて！

　アリサもシロウも動けずにいると、チェシャ猫が、静かに語りだした。

「私はね、シロウさん。あなたの行動を、大変興味深く拝見しました。この私の力を以もつて築き上げたゲームを壊こわそうなんて試みを、実行に移したのはあなたが初めてでしたから」

「……そりゃどーも」

「だからあなたがたはずいぶん楽しませてくださいましたけど、でも……一つだけ見落としていることがありますよ」

　と──チェシャ猫がその両手を軽く広げると、彼の身体が、宙ちゆうにふわりと浮いた。

　そのまま彼は、語り続ける。

「つまり──このゲームを壊したければ、力の源げん泉せんたる私を打倒するしかないってことなんですけどね。ええ。できると思います？　たかが人間に」

　そう述べたチェシャ猫が、耳につきそうなほどに口の端を吊つり上げる。そして──

「ぐあっ!?」

　何かがシロウの身体を掠かすめた、と同時に、彼の胸から鮮血が噴き出る。

「シロウさん!?」

　それを見た瞬間──アリサの胸も、自分の身が斬きられたのと同じくらい痛む。

「まあまあアリス、そう怖がらずに」

　至って穏おだやかに、チェシャ猫は言う。よく見れば、彼の纏まとう毛布の隙間から──何か、赤黒く細長い触しよく腕わんのようなものが何本も生えていた。先には、鋭いかぎ爪が生えている。

「私はたくさんの姿を持ってますけど、あんまりグロテスクなのを見せるとあなたがたの正気度が心配なので、触腕だけで攻撃してあげますよ」

「くそっ、ふざけん……」

　シロウが言い終わるよりも早く、触腕がうねり、今度は彼の右腕の傷を正確に抉えぐった。

「ぐっ！　……ぎ、い、痛いてえ……！」

「シロウさん、しっ、しっかりしてください！」

　彼の傷口を塞ふさぎたいが、持っているハンカチ程度では、拭える血もたかが知れている。

「思いっきり悲鳴をあげたほうが、ストレスが発散されていいですよ」

　滅茶苦茶な言げんを邪神は吐いた。その攻撃はあまりにも速い。速すぎて、目にも見えない。

　──いつの間にか、脚ががくがく震ふるえていた。生物としての本能的な恐怖、そしてシロウが死んでしまうかもしれないという恐怖が、心いっぱいに広がっていく。

「本当はですね、絞めつけとか、串刺しにして内臓を弄いじるとか、技は色々あるんですよ」

　この場にすっかり似つかわしくなくなった、例の慇いん懃ぎんな口調で邪神は言う。

「でも生あい憎にくと、私は『チェシャ猫』なものですから。三秒ルールを破って出現していると、女王様に処しよ刑けいされてしまいますから、瞬間的な攻撃をするしかないですねえ。アリスが女王様を倒したといっても、女王様の作ったルールは、まだ生きてますし……」

　独り言のように彼が語る間にも、シロウの服の血の染しみはますます大きくなっていく。

『トッケー！　トッケー！』

　本棚からこちらに駆け寄ってきたビルが、主人を守ろうとするように、チェシャ猫を威い嚇かくして鳴いている。だがそれを、邪神は酷く冷たい目で下か瞰かんした。

「おや、ビル君。あなたはルドウィシスが作った、ちんけな魔法生物じゃないですか。創造主の共同経営者であり実行犯の私に、もうちょっと敬意を払うべきだと思いますよ」

　言うが早いか、彼はビルの小さな身体を、その触腕でぺしっ、と弾き飛ばす。

「ビル君っ！」

「おおっと」

　半透明の曖あい昧まいな状態で、触腕をちっちっと横に振りながら、邪神はこちらに言う。

「他人を心配している場合じゃないですよ。ほら。口を閉じ、耳を澄ましてくださいな」

「……!?」

　その態度から、噓は感じ取れない。口を閉ざし、じっと耳をそばだてる。すると──

『アリスゥー！　アリスー！』

『殺セ！　殺セ！』

　追跡者である動物たちの声、そして処刑執行者であるトランプの兵士の声が、聞こえてくる。彼らは無理やり扉を破壊しようと、今や、下から槍か何かを突きだし続けていた。

　時折、下からの衝撃で木もく片へんが弾け飛んでいる。突破されるのは、時間の問題だ──

「ううっ……！」

　──絶体絶命。その言葉の意味を、アリサは生まれて初めて実感したように思った。

　眼前には、こちらを嘲あざけり笑う邪神。後方には、処刑執行を求めて迫りくる兵士。

　そしてきっと、月時計の月は、もうなくなりかけている。大切な仲間は、満まん身しん創そう痍いだ。

　──このまま、追われて最さい期ごなのだろうか。

（ここまで、来れたのに……もう、どうしようもないの……かな……）

　暗い暗い絶望の渦うずに投げ込まれ、今にも、このまま倒れ伏してしまいそうになる。

　だが──

（駄目だ、諦あきらめるもんか！）

　その思いが、アリサに前を向かせた。

（シロウさんが言ってた。立てる足が残ってるのなら、立たないといけないって……！）

　本当は怖こわい。目を瞑つむっている間に苦しまずに殺してあげると言われたら、頷いてしまいそうなくらいに怖い。けれども──そんな恐怖を打ち払って余りあるほどに、シロウとの信頼が、力になっていた。そして──前を向いていたからこそ、気づけることもある。

（……えっ！）

　アリサは、シロウが傷を庇いながら、ゆっくりと数歩、前に歩みでるのを見た。

　まるで、チェシャ猫の攻撃を誘っているようだ。

　そして彼は、笑う邪神を睨み据すえたまま──音も立てずに──手の中から、何かをぽろりと落とす。落としたそれは、床をころころと転がり、アリサの靴くつにぶつかって止まった。

（これは──！　ヤマネの銀の檻！）

　森での戦闘で、シロウがハートのＪジヤツクの力を使い盗み取った、あの銀の檻だ。──シロウがこれを、意味もなく落とすはずがない。そう考えた瞬しゆん間かん、脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

（そうか！　わかりました、シロウさん！）

　言葉など要らない。後は、隙を窺うかがうだけだ。アリサが床に膝ひざをついたふりをして銀の檻を拾う間に、シロウは、静かに口を開いた。

「おいクソ猫。お前みたいな邪神が、物語でどういう結末を迎えるか知ってるか？」

「おやシロウさん、こんな時にお喋しやべりですか？　まあいいでしょう。さあ、たぶん殺されるとか、封印されるとか、そんなもんですか？」

「ああ、その通りだ」

　そう言って、シロウがにやりと笑うのが、顔を見なくてもわかった。

「てめえは、もうこれ以上ゲームを観戦できない。誰かを嘲笑うこともできない。この俺一人、殺せない。なぜなら、てめえはここであっさり死ぬからだ」

「えぇえー？」

　チェシャ猫は、いかにもつまらなそうな声をあげた。

「勝算もなしにそういう台詞せりふ言うなんてー。ハッタリかませば、私が驚いて隙ができるかもとか思いました？　最後に見せる仕掛けがそれだなんて、んん……退屈ですねえ」

　次の瞬間、チェシャ猫の瞳どう孔こうが、本物の猫のように細く細くなり──

「もういいです。死んじゃってください」

　無音のままに──シロウの胸を、触腕が貫いた。

「シ、シロウさ……！」

「嬢ちゃん、今だ！」

　振り返ったシロウは、口の端から血を滴したたらせつつ叫ぶ！

　彼の胸を貫いている触腕の先の巨大なかぎ爪が、アリサの目の前にあった。

　──今しかない。

「……えいっ！」

　アリサは、手の中の銀の檻を──素早く、チェシャ猫のかぎ爪にかける。銀の檻は独りでに収縮し、そのかぎ爪に、まるで指輪のようにぴったりと嵌まり込んだ。その瞬間──

「うぐっ……!?」

　宙に浮いているチェシャ猫の身体が、がくん、と傾いた。伸びた触腕はそのままシロウを貫いているが、もはや体勢を保っていられないらしく、彼は床に降り立つ。

「これはっ……！」

　初めて動揺を滲ませた声こわ音ねで、邪神は言う。

「これは、なんだ──ヤマネの、銀の檻が……!?」

「はぁっ、はあ……な、なんでもお見通しじゃねえのかよ、このクソ猫が」

　顔を真っ青にしながらも、不敵な笑みを浮かべて、シロウが応える。

「ヤマネのルールは『眠っていなければならない』。檻が嵌まれば、強制的に眠らされる」

「ははっ、何を講こう釈しやく垂たれてるんです？　邪神である私が、こんなちんけな魔法ごときで眠りにつくとでも思っているんですか」

　────勝った。

「いいや──」

　アリサと思いを同じくしているのだろうシロウが、胸を貫く触腕を、ぽん、と叩いた。

「あんた──チェシャ猫なんだよな？　いいのか、いつまでも実体化したままで。それって、キャラを守れてないんじゃねえのか？」

「──!!」

　邪神の表情が、驚きよう愕がく一色になった。──そう、たとえ銀の檻で、彼が眠らなくてもいい。隙を作り、動きを緩かん慢まんにさえできればいい。その段階でもう、アリサたちの勝ちだ。

　チェシャ猫のルールは、『あやふやでなければならない』。三秒以上、はっきりした形で実体化していてはいけないのだ。そのルールを守れないのなら──

『──チェシャ猫ッ！』

　はるか彼方かなた、上方から、消えたはずの女王様の声が聞こえてきた。

『あなた、私の決めた法律ルールに従わなかったわねっ!?　そんなみっともない者は、我が国の国民ではありません！』

　少し前までは恐怖の対象だったその声が、今はとても頼もしく思える。

『──其そ奴やつの首を刎はねよ！』

　瞬時に現れた処刑執行人のトランプ兵が、握った大剣を振るい──

「馬鹿な……！」

　目を大きく見開いたままの邪神は──

「馬鹿め。あばよ、クソ猫」

　にやりと笑った噓つきウサギの前で、首を刎ねられた。

「──ああ」

　最期の瞬間、その首は笑っていた。

「倒されるというのはこういう感覚ですか。なかなか、新鮮……な……」

　邪神は、最後まで言い終わることなく──満足げに、薔薇の花弁になり、消滅する。

　──そして。

「ぐっ……！」

　胸に風穴が空いたままのシロウは、ばったりとその場に倒れた。

　おまけに先ほどチェシャ猫の首を刎ねた執行者が、くるりとこちらを向いている。

「シロウさん……！　だ、駄目です、死なないで！」

　ここまで来て、シロウが死んでしまうなんて、そんなのは絶対に嫌いやだ。

　アリサは慌てて、執行者の前に立ちはだかる。だが──

「かっ、……か、勘違いするんじゃあねえよ、嬢ちゃん」

　顔をあげたシロウは、今なお、不敵な表情だった。

「──もう、オシマイだ。ゲームは、終わったんだ。永遠にな」

「えっ──」

　彼がそう告げ、アリサが驚いた、その次の瞬間──

「きゃっ！」

　大地震のような激しい揺ゆれが、部屋を、城全体を襲おそう。とても立っていられず、その場にしゃがみ込むと、眼前のトランプ兵は、ふわりと天を仰あおいだ後、静かに姿を消した。

　いや、兵士だけではない。扉の下で騒さわいでいた動物たちも、屋根裏部屋に置かれていた本も、本棚も、道具類も、この世界を構成していた物体すべてが──

　すべてが、ただ、消えていく。




　やがて気づいた時にはアリサは、シロウと、彼の肩に載ったビルと共に、真っ白な世界に立っていた。上下左右の視界のすべてが、ただ真っ白な、何もない世界。

「……どうやらここが、あの魔術師のジジイが書いていた『無意識の世界』の本来の姿らしいなあ、嬢ちゃん。それにしたって、馬鹿に殺風景だが」

　すっかり全身の傷が癒いえているシロウは、いつもの軽快かつ皮肉っぽい調子で言う。

「シロウさん……！」

　目から、大粒の涙が零こぼれでた。今度のこれは、嬉し涙なみだだ。

「おいおい、めでたい時に泣くんじゃねえよ。なあ、ビル」

『トッケー！』

　ビルは、まるで挨あい拶さつするように、自分のハンチング帽ぼうを尻尾しつぽでくいっと上げてみせた。

「何……ああ、そうか。お前も、もう行かないといけないんだな」

『トッケー』

　一声鳴くと、ビルはぴょん、とシロウの肩から降りた。それから、アリサの足元にまでやってくると、そっと、靴に身体を擦こすりつける。

「うん。……ありがとうね、ビル君。どうか、身体に気をつけてね」

　しゃがみ込んで彼の頭を撫なでると、ビルは、アリサの指を舌で舐めて最後の挨拶をした。そして忠実なるトカゲは、真っ白な世界の、その涯はてへと、素早く駆け抜けていく。

「……さて、嬢ちゃん」

　ビルの出しゆつ立たつを見届けた後、こちらに向き直り、シロウは言った。

「俺たちももうすぐ、現実の世界に戻れるだろう。そうしたらあんたはまた楽しい高校生活、俺は昏睡状態に戻るわけだが──」

　そこでふはっ、と小さく笑ってから、彼は続ける。

「……そうだな、あんたには特別だ。最後に、土産みやげ代わりに教えてやるよ。俺の名前」

（えっ！）

　はっと息を吞み、それから、聞き逃すまいとうんうんと首を縦たてに振る。

　シロウは、そんなこちらの様子にまた苦笑してから、はっきりと告げた。

「俺の名前は、十じゆう一いち谷や司し朗ろう。シロウってのは、実は本名だ。現実に戻ってググりゃあ、すぐわかるだろ。俺がヤクザに詐さ欺ぎかまして撃たれたアホだってことは」

「ヤ、ヤクザ……!?」

　あまりの言葉に思わずぽかんとすると、シロウ──司朗は、事もなげに言った。

「ばーちゃんを詐欺に嵌めたヤー公を、逆に詐欺に嵌めてやったんだよ。お陰で金は返ってきたが、連中、面めん子つを潰つぶされたらしつこいのなんのってな。最終的には銃で撃たれて、俺は今入院中だよ。──お陰で、痛みには耐性あったんだけどな」

　先ほどの傷を言っているのだろう、胸の真ん中に手を添えてから、彼はそう言った。

「で、どうするんだ？　あんた、ひょっとしてまだ、現実に戻っても俺に会いに行きたいなんて言うんじゃあないだろうな」

「いえ、できることなら！」

　アリサは即答した。

「できることなら、会いに行きたいです、司朗さん。私、やっぱり恩返しがしたいです。なんだったら、司朗さんが起きるまでずっと待ってます」

「はあぁー……」

　と、なぜかそこで、司朗は大きなため息をついた。

「あんたなあ……そういう台詞はなあ、時と場合と相手を選んで言うもんだぜ」

「え？　ど、どういう意味ですか」

「わかんねえなら、いいよ、まったく。もういい、止めやしねえさ。……好きにしな」

「はっ、はい！　ありがとうございます」

　心底嬉しくて、こくこくと頷く。すると──

「あんた、本当に変わったよなあ」

　彼は、あの、穏やかな、素直な微笑みをまた浮かべた。

　その大きな手が、アリサの頭に、ぽんと乗せられる。

「あんなにオドオドビクビクしてた女の子が、本当に、よく成長したもんだよ。うん……あんたは自分で思ってるより、ずっと立派な女の子だよ」

　そうして彼は、アリサの頭を、ゆっくりと、優しく撫でてくれた。
















「あ、あの……！」

　なぜだろう──その手の温もりが、たまらなく心地いい。いつまでも、その温もりに触れていたいと、心の底から思えた。それでも無情に、別れの時は、すぐに訪れる。

　司朗の左手首に嵌まっていた銀の檻、そして彼の首に嵌まっていた銀の檻が、きん、と硬こう質しつな音を立てて外れる。ほぼ同時に、こちらに嵌まっていた銀の檻──『ＡＬＩＣＥ』も、軽い感触と共に外れて、三つの檻は、光の粒になって消えていく。

「じゃあな。嬢ちゃん……いや、アリサ」

　白ウサギでもハートのＪでもない、黒髪と鳶とび色の瞳の司朗は、微笑んで、そう言った。

「あの、あのっ……！」

　だからもはやアリスではなくなった少女は、こう告げた。

「また会いましょう、司朗さん。私の名前は、アリサ──飴あめ井い杏あ梨り紗さです！」

　声は、果たして届いたのだろうか。空間が歪ゆがみ、光に包まれ、気づいた時には──
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　──目覚めたら、そこは、見知ったベッドの上だった。

「えっ……え!?　私、戻ってきた、の……？」

　杏梨紗は、驚いて辺りを見渡した。

　どこも、何も異常はない。セーラー服を着たまま、眠り込んでしまっていたようだ。

　部屋の電気は点ついたままだったが、窓からは朝日が差し込み、小鳥の鳴き声がする。

（……夢……？）

　もしかして、あれは全部夢だったのだろうか。

　不思議の国での冒ぼう険けんは、原げん典てんのアリスの冒険と同じように、ただの、一いつ睡すいの夢だった？

「噓だ、そんなわけない！」

　誰にともなく、そう叫んだ。急いでベッドから下り、窓辺に向かう。庭には、残っているはずだ。司朗がやってきた、そして杏梨紗自身が落ちていった、あの大きな穴が──

「……え？　穴が、ない？」

　花か壇だんの横は、昨日の夜と同じように何もない、ただの地面だ。

（そんな──）

　頭をがつんと殴なぐられたような衝撃を感じ、数歩、後ろに下がった。

（あの穴は魔法で作られていたから……役目が終わって、塞ふさがったんだ。きっとそうだ）

　まるで確証のない言葉だと、自分でも思っている。けれども、胸の中に宿る確かな光が、あの冒険がただの夢ではないと告げているのだ。もしあれがただの夢だったら──ほら。

「私、こんな顔で笑えてないもの」

　大嫌いだった作り笑いでも、自信のない自嘲でもない、素直な微笑みを浮かべた自分自身が、ドレッサーの鏡に映っている。と──

「……あれ？」

　杏梨紗は、自分のセーラー服の襟えり元もとから、何かがはみでているのに気がついた。鏡を頼りに指先で摘つまみだすと、それは──

「あっ……！」

　スペードの形をした葉っぱだ。──森を進んでいた時に、偶ぐう然ぜんくっついたのだろう。

「ほら、やっぱりね」

　そう呟くと、ぽろりと、涙が零れた。

（きっと私の服にくっついていたから、消えずにそのまま持ち帰ってこれたんだ）

　杏梨紗は、両手でその葉っぱを大事に持った。そして胸の前に持ってきたそれを、そっと胸に押し当てつつ──心に刻み込んだ名前を、呼んだ。

「十一谷司朗……司朗さん。私、きっとあなたに会いに行きます。そうしてその時は──もう一度必ず、きちんとお礼を言いますから」

　あの異世界の冒険の証拠は、此こ処こにある。司朗が眠る病院も、捜さがせば其そ処こにあるだろう。

　でも心に刻んだ司朗の名前を、そしてあの冒険で得た心の光を──失くさないように。

　杏梨紗は、何度となく、彼の名前を口にする。

　──外には、眩まばゆいばかりの朝が、訪れていた。


〈ＥＮＤ〉
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　はじめまして、西にし台だいもかです。読んでくださりありがとうございます。

　この物語を書くことになった時は、原案となった楽曲が大好きなのでとても光栄に思ったのと同時に、どういった内容にしようかと腐ふ心しんしたのを覚えています。

　何せ、デスゲームですから、生なま半はん可かな気持ちでは挑いどめませんでした。

　執しつ筆ぴつの参考にと人じん狼ろうゲームとかＴＲＰＧとか色々検索したんですけど、そういうのってたいてい大人数でわいわい楽しそうにやるものなので、調べるうちに「なぜだ……なぜ私は一人なんだ……」という自問自答が脳内ではじまり、「違う！　私は一人じゃないんだぁ」と血迷ってブラウザゲーのキャラに話しかけたりとかする、そんな午前二時でした。

　でも、楽しかったです。




　原案の骨こつ盤ばんＰ様、イラストの黒くろ裄ゆき先生、本当にありがとうございました。

　また皆様にお会いできたら嬉うれしいです。


西台もか



















原案

骨盤Ｐ

KotsBeirne




はじめまして、骨盤Ｐと申します。

たまに音楽を作っていますが、麵類を食べている事の方が多いです。おいしいつけ麵の店を探しています。おいしい油そばの店も探しています。










著者

西台もか

Moka Nishidai




猫と動画サイトとブラウザゲームが大好き。座り心地のいい椅子を買ったら、そこからほとんど動かない生活になってしまいました。願わくば、多くの方々にこの本をお楽しみいただけますように。










イラスト

黒裄

Kuroyuki




１月16日生まれのＯ型

とても楽しく描かせて頂きました！

HP[http:nk-dk.skr.jp]
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